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    プロローグ　泉野原アカザの事情、再び


    



    「離れちゃだめよ」


    　穏やかな声とともに、アカザの目の前に手がさしのべられる。


    　手を握れということだろう。少し恥ずかしいな、とアカザは思う。もう母親と手を繫つなぐような年ではない。


    　休日のターミナル駅の構内だった。周囲は人間であふれている。母親にしてみれば、心配するのは当然だ。


    「男の子は、そういうのいやがるだろ」


    　アカザが伝える前に、母親と二人で、アカザを挟むようにして立つ父親が言ってくれた。アカザはうなずいて父親に同意する。


    「じゃあ、迷子にならないでよね」


    　二対一になったのが不満なのだろう。母は頰ほおを膨らませた。子供っぽい仕草だ。


    　話しながら、アカザたち三人は駅の構内を出る。待ち合わせ場所としても有名な駅前広場は休日のせいもあって、駅以上に、大勢の人でにぎわっていた。


    　天気の良い穏やかな日だった。母親の希望で、アカザたち家族は三人で買い物に来たのだ。


    　歩行者天国になった通りを行くのは、アカザたち同様に買い物に来た家族連れや恋人たち、休日とはいえ仕事らしいスーツ姿の男たち、中高生らしい若者の集団からは嬌きよう声せいが聞こえる。


    「アカザとお父さんの服を買って、その後、新しいエアコンを見るの」


    　母の声は分かりやすく弾んでいた。彼女は家族で過ごすのが好きなのだ。


    「洋服なんて、お母さんが選んだのでいいよ」


    　父が言う。アカザはまたうなずく。父とは気が合う。


    「アカザには、母親が選んだ服しか着られない男にはなって欲しくない！」


    　母が拳こぶしにぐっと力を込める。


    「大丈夫だよ」


    　答えるアカザの声は高かった。そうか、変声期前か、とアカザは思う。


    「なんで言い切れるの？」


    「だって」


    　すねたような母の言葉に、アカザは言い返す。


    



    　だって今日を最後に、お母さんが服を買ってくれることは、なくなるから。


    



    　アカザは、自分が夢を見ているのだと分かっていた。


    　これはあの日の光景だと認識していた。


    　十年前の、アカザがすべてを失った日だと。


    　思い出すのではなく、夢にみるのは久しぶりだった。


    　ここしばらくの間、アカザは忙しかったし余裕もなかった。寝床に入るときには、疲れ果てているか、なにかについて考えながらという毎日で、起きるとすぐにやらなければならないことがあった。実際には夢を見ているのかもしれないが、記憶にはほとんどない。


    　久しぶりに見る夢として、この光景はふさわしいもののように思えた。


    　ただそれでいて、今、幼い自分が両親としている会話が本当にあったことなのか、アカザには自信がなかった。この日の出来事を何度も思い返し、夢にみているうちに、細部は上書きされ、曖あい昧まいになってしまっている。


    　アカザがはっきりと覚えているのは、この後に起こることだけだ。


    「美お味いしいお店を聞いてきたの。お昼はそこで食べましょうね」


    　まだ若い──確か、このとき三十代半ばだったはずのアカザの母は、本当に楽しそうに夫と息子むすこに話しかける。


    「お出かけぐらいでこんなにはしゃがれるなんて、そんなに家族サービスが足りませんかね。おとーさん、反省しちゃうなあ」


    　父親がため息をつく。どう答えていいやら、アカザもため息をつきたくなる。


    「出かけるくらいでこんなに喜んじゃうくらい、おとーさんのことが好きなんだって思えばいいのよ」


    　代わりに母親が答えた。息子の前で仲のいいことだと、アカザは今度こそため息をついた。


    　あの日は本当に、こんな休日だったのだろうか。


    　こんな風に三人ででかけた日の出来事だったのだろうか。


    　この光景はアカザ自身が生み出した、偽りの過去ではないのだろうか。


    　それでも、両りよう脇わきに感じる両親の存在はとても愛いとしく思えた。


    　アカザは手を伸ばし、母の手に触れようとして──


    



    　ごお、と熱い風が吹いた。


    



    　ああ、始まるとアカザは考える。幼い身体からだはぴたりと動きを止めていた。


    　夢なのだから、事実とは違う結末を迎えたっていいはずなのに、過去の情景の中、いつでもアカザは動けない。


    　キラキラと輝くものが、頭上から舞い落ちる。


    　火の粉だ。


    「なんだ──？」


    　のんきな声で父親がつぶやき、ちらちらと躍おどる火の粉に手をさしのべる。


    　──ああ、そんなことはしちゃいけない。


    　夢を見ている今のアカザは知っている。その火の粉に触れてはいけない。でも、夢の中の幼いアカザはそんなことは知らない。


    「綺き麗れいね？」


    　父と同じく、母もまた火の粉に手を伸ばす。そして。


    



    　二人は同時に燃え上がった。


    



    　風が巻き起こり、舞い落ちてきていた他ほかの火の粉が吹き飛ばされる。同じ場所にいたにもかかわらず、火の粉が身体からだに触れることはなく、アカザはこの災厄から免まぬがれた。まだ子供で、身長が低かったからなのかもしれない。


    　両親を燃やすのは、異世界の炎だ。


    　あっという間に二人の身体は、燃えさかる黒い塊に変わっていく。


    　燃えているにもかかわらず、塊は生きている。


    　緩やかに身体をうごめかせ、頭上に掲げた腕をゆらゆらと揺する。アカザの耳に届きはしない音楽に合わせて、踊っているようだ。


    　さっきまで目の前にあった優しげな表情も、穏やかな声ももう失われてしまった。


    　といっても、アカザは両親の顔を覚えていない。写真などの記録はあるのだが、なぜか記憶に留とどめておくことができないのだ。


    　思い浮かべる彼らはいつだってこの黒い塊で、顔と呼べるものがない。さっきまで会話していた二人にも、表情や仕草の記憶はあっても、容ぼうに対する印象がなかった。


    　両親の身体から、ぶすぶすと黒い煙があがる。


    　その煙は、目の前の空に見える〈穴ホール〉に吸い込まれていく。


    　空に穿うがたれた、真っ黒い空洞。かつて、この世界に起こった、災厄の痕こん跡せき──それが、〈穴ホール〉だ。


    　この世界が異なる世界と衝突し、変わってしまったことの、目に見える証あかし。


    〈穴ホール〉の周囲では、〈衝突災禍カラミテイ〉と呼ばれる出来事が頻繁に起こる。


    　このとき、アカザの両親に降りかかった災厄も、〈衝突災禍カラミテイ〉のひとつだった。


    　いつの間にか、周辺に大勢いたはずの人間の姿はなかった。


    　アカザは廃はい墟きよと化した高層ビル街の、大通りに立っている。


    　両親の向こうに〈穴ホール〉が見える。ビルとビルの間からのぞく、暗黒の太陽のような〈穴ホール〉。


    　そこに煙が吸い込まれていく。質量を失っているのか、両親の真っ黒い身体が次第に薄くなっていくようだ。


    　──なんて滑こつ稽けいな光景だろう。


    　アカザはぼんやりと考える。


    　間違いなく悲劇なのに、喜劇に思えてくるような。


    　アカザの中では当たり前になりすぎた映像。思考を巡らせれば、夢など見ずとも思い浮かべることのできる、根源の風景だ。


    　この光景は実際にあったことだが、アカザに場所の記憶はない。そのせいか、思い出すたびに背景は異なっている。今夢にみているここは、半年前にアカザが仲間たちと大仕事を果たした場所だった。


    「とうさん、かあさん」


    　アカザは自分の口から漏もれる声を聞く。細い少年らしい声。


    　忘れられない光景。忘れられない出来事。


    「あ　か　ざ」


    　黒い塊が、応こたえた。


    　父と母、どちらの声かは分からない。焼けただれた、くぐもった声だ。


    　アカザは、ぞ、と戦せん慄りつを覚えた。


    　──こんなこと、記憶はない。


    　燃えている両親に声をかけられた記憶など。


    「わたしたちの　かたきを　とって」


    　確かに、アカザは誓った。この日をきっかけに、いつか両親の仇かたきを討つのだと。


    「あかざは　おれたちのこと　だいすきだから　かたきをとってくれるよね」


    「そうよね。わたしたちのことだけ　だいすきだものね」


    　黒い塊が言葉を紡つむぐ。


    　アカザの記憶にない言葉を紡ぎ続ける。


    「おれたちを　もやした　ばけものを」


    「わたしたちを　すいとる　あのあなを」


    「ぜんぶ　ぜんぶ」


    「ぜんぶ　ぜんぶ」


    「ころして　こわして」


    「こわして　ころして」


    「ころして　こわして」


    「こわして　ころして」


    「ころして　こわして」


    「こわして　ころして」


    「ころして　こわして」


    「こわして　ころして」


    「ころして　こわして」


    「こわして　ころして」


    「ころして　こわして」


    「こわして　ころして」


    「ころして　こわして」


    「こわして　ころして」


    「ほかの　せかいからきたものなんて　ぜんぶ」


    「おまえが　おまえのてで」


    「ころして」


    「こわして」


    「くれるよね」


    「もう　ほかに　たのしいことなんて　できることなんて　ないんだから」


    　そんな両親の言葉に従って。


    



    　──ああ。〈穴ホール〉を壊さないと。


    



    　強く強く、そう思って。


    



    



    　そこで、アカザの目は覚めた。


    　自室のベッドの上だ。


    　窓から見える空は暗い。まだ夜明け前だ。


    　アカザは、どくどくとこめかみが脈打つ音を聞く。つうと伝う冷たい汗の感触を覚える。


    　手元をみて、ぎくりと身体からだをすくめた。右手に、枕まくら元もとに置いてあった拳けん銃じゆうが握られていたからだ。


    　それは、見た目通りの武器であると同時に、アカザが魔法を使うために必要な収束具と呼ばれるものである。


    　夢を見ながら、自分は魔法を使おうとしていたのかもしれない。そう思えて、アカザは寒気を覚える。


    　アカザはかつて、最強を謳うたわれた魔法の使い手だった。


    　両親を失ったあの日を境に、そうなることを志した。魔法だけが、〈穴ホール〉と〈穴ホール〉のもたらす災厄に影響を与えられるのだから。


    　アカザは、運よく──もしかしたら、運悪く──魔法を使う才能を持ち合わせていた。


    　だが、今のアカザは、魔法を使うことができない。いや、正確には、使うことはできるのだが──魔法を使うと死んでしまう。


    　そういう呪のろいを受けているのだ。


    　──夢で魔法を使って死ぬだなんて、冗談じゃない。


    　アカザはそっと、枕まくら元もとに拳けん銃じゆうを置く。


    　アカザにとって、心強い相方であるはずの鉄の塊が、今はひどく恐ろしいものに思える。


    　心臓はまだ早鐘を打ち続けている。鳴りやまない。


    　こんな夢を見たのは初めてだった。


    　両親が自ら、復ふく讐しゆうを乞こう夢だなんて。


    　これはまるで。


    　これもまた。


    



    　呪のろいのようだと、アカザは思った。

  


  [image: ]


  
    第一章　仕事のタノシミ


    



    「〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉を解散して欲しい」


    　泉いずみ野の原はらアカザに、現在の地位を与えた女、高こう坂さかゾフィーはそう告げた。


    　四月の始め。アカザが〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉という会社の社長となって、そろそろ一年がたとうという日のことだ。


    　アカザはゾフィーの言葉が理解できなかった。


    　アカザにとって、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉はすべてを変えてくれた大切な存在だというのに。


    　それを与えてくれた女は、それをなくせと告げたのだ。


    



    



    　アカザがゾフィーに呼び出される数日前──三月の最終日、暖かい日。


    「お花見したいよ、おはなみ！」


    　夜の通りに、少女の声が響く。


    　人ひと気けのない通りは、車一台がようやく通れるくらいの幅だが、左右には小ぎれいな雑貨屋やブティック、カフェが立ち並んでいる。普段ならば華やかな場所なのだけれど、今はどの店にもシャッターが下りていた。


    　声をあげた少女は、傍かたわらを歩く背の高い女に、猫に似た水色の瞳ひとみを向けて同意を求める。


    「ね？　フランもお花見したくなーい？」
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    　フランと呼ばれた女は、肩の辺りで切りそろえられた黒髪をかすかに揺らし、薄うす蒼あおの瞳ひとみを少女に向けた。


    「サカナ」


    　フランは、少女の名を呼び、その頭を軽くなでながらも、彼女をたしなめる。


    「分かってるよー。お仕事が優先、でしょ？」


    　ツインテールを揺らしながら、サカナと呼ばれた少女はフランを見上げた。


    「言ってみたかっただけだもん」


    　サカナのすねたような口調は、十二歳という年齢にしても、子供っぽいようにフランには思える。彼女はフランに対して、よく甘えてくるのだ。でも、普通、女の子というものは、もう少し背伸びをしたがる生き物ではないだろうか。


    　これは、サカナがフランたちの会社では最年少であるためだろうか。人間というのは、与えられた役割に沿っていこうとするものだ。サカナは無意識のうちに、「一番小さい自分」であろうとしているのだろうか。同年代の少女たちと共に過ごせば、サカナは案外、大人っぽく振る舞うのかもしれない。フランはそう思うのだけれど。


    「夜桜見物なんて、サカナには早いんじゃないか」


    　やっぱりフランは、サカナを子供扱いしてしまう。


    「そんなことないよう。サカナ、りっぱな社会人だもん！」


    「それはまあ、そうなんだけれども」


    　十二歳になったばかりのサカナが、もう五年も社会人を続けているというのは、ちょっとした噓うその上に成り立っている。仕事を持つことはともかく、この国の法律は、夜遅くに未成年が労働することを許してはいないはずだ。


    　サカナは書類上では、成人として扱われている。


    　この噓や矛む盾じゆんを解消することができるのかどうか、フランには分からない。


    「社会人は、春になるとお花見するのよね！」


    　サカナは手にしたカボチャ提灯ジヤツク・オ・ランタンをぶん、と振り上げる。その勢いで、ツインテールがぴょこんと跳ね上がる。


    「わたしは、したことないけれどね」


    「サカナもないよ！　だからしたいの！」


    　サカナの主張にうなずきつつも、フランはちらりと腕時計を確認する。デジタル式の時計の数値は、午後九時少し前を指している。


    　どうやら、時間には間に合ったようだ。


    　フランとサカナの歩く先、目的地である公園の入り口には、人影が三つ。


    　コートをまとった青年、赤く長い髪の少女、すらりとした痩そう身しんの女。その中の痩身の女──オーガストという名前の彼女がフランたちを見つけ、緩やかに手を振ってくる。


    「こっちだよ～」


    　いつだってのんきな声は、彼女の持ち味だ。


    「おまたせー！」


    　サカナがカボチャ提灯ジヤツク・オ・ランタンをぶんぶん振り回しながら、手を振る。


    「遅くなりました」


    　フランは素っ気なく頭を下げた。


    「いや、時間ぴったりだよ。お疲れさま」


    　応こたえたのは青年だ。中肉中背、優しげな顔立ちの彼は、名を泉いずみ野の原はらアカザという。フランの勤める会社の社長だ。


    「週末なのに、緊急の呼び出ししちゃって、悪いな」


    　そう言うアカザは本当に申し訳なさそうだ。一度は退勤した金曜日、緊急呼び出しと午後九時からの仕事。確かに、普通の勤め人ならキレるだろう。


    「別に、用事があったわけでもないですし」


    　フランは特に感情を込めずに答えた。


    　何時から始まろうが、急な呼び出しであろうが、フランにとって仕事は仕事だ。他ほかに優先すべき特別な用事があることなど、滅多にありはしない。


    「しゃちょーしゃちょー、お仕事、終わったらお花見しようよ！」


    　アカザに駆け寄りながら、サカナが先ほどの話を蒸し返す。


    「お花見……」


    　サカナの言葉に、アカザは公園内に視線を動かした。


    　花びらが、ひらひらとアカザたちの前に舞い落ちる。


    　都心から電車で十五分、駅から徒歩十分というこの場所には、端から端まで徒歩二十分はかかる敷地いっぱいにソメイヨシノが植えられた花見の名所が広がっている。


    　桜が咲き始める時期ともなれば、歩道を除く園内にはビニールシートが敷き詰められ、宴会が繰り広げられる。昼も夜も花見客で大層にぎわう場所だ。


    　しかし今、フランの目に映るのは、散り始める寸前の満開の桜だけ。強い風が吹けば見事な桜吹雪となるに違いない。日の光の下では白に近い薄紅の花びらが、今は濃いピンクに見える。あちらこちらに吊つるされた、赤い提ちよう灯ちんから放たれる光の仕し業わざだ。


    　花見客の喧けん噪そうはない。ただただ桜が静かに咲き誇っている。


    「お花見かあ……」


    　今まで大人しく黙っていた赤い髪の少女が、その言葉に反応する。彼女の名はハル。元気と言えば元気、落ち着きがないと言えば落ち着きのない、ばたばたした仕草で、ハルはアカザに向き直る。


    「お花見！　わたし、したことないです！」


    　宝石のような赤い瞳ひとみをキラキラと輝かせ、期待に満ちた表情でアカザを見る。


    「日付が変わる前に仕事が終わったら、しようか」


    　にこりと口元に笑みを浮かべながら、アカザは言う。


    　その笑みに、彼もずいぶん余裕が出てきたとフランは思う。


    　アカザがフランたちの会社、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の社長となって、まだ一年足らず。それ以前の彼は、経営どころか会社勤めの経験もなかった。でも、彼は、落ちこぼれ企業もいいところだった〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉を大きく変えた。


    　一千万円を超えていた負債は、彼の努力とフランたちがそれに応こたえたことにより、確実に減少した。


    　経営者としてはまだまだ未熟なところも多いだろう。けれども、なしてきたことに対する自信が、彼の態度に余裕を与えている。


    　そして、アカザの変化と同様に、自分も変わったとフランは思う。昔の自分はもっとぴりぴりしていた。仕事前に、仕事が終わった後の楽しみの話など、できなかった。でも今は。


    「贅ぜい沢たくですね。こんな広い公園で、貸し切りのお花見ですか」


    　そんな言葉を返すこともできるようになった。


    「じゃあ、お花見できるように、仕事を終わらせよう」


    　アカザは言いながら、耳に装着したインカムを操作する。


    「アカザです。コルコさん、聞こえますか？」


    『は───い』


    　即座に、明るい声の返答がある。会社で待っている事務員の南みなみ大だい東とうコルコの声だ。


    「記録、開始してください。群ぐん青じよう鹿じか公園南西口、全員集合しました。二一○三より、業務開始します」


    　アカザが仕事の始まりを告げた。


    　業務をリアルタイムに記録しておくことも、最近アカザが始めたことだ。


    



    



    　今から約四十年前。〈世界衝突クラツシユ〉と呼ばれる事件が起こった。それは、この世界と異世界の衝突だった。その事件をきっかけに、世界は変へん貌ぼうする。


    　世界の各地に、〈穴ホール〉と呼ばれる暗黒の穴が現れたのだ。


    〈穴ホール〉の周辺では、異世界怪物の出現を始めとした、〈衝突災禍カラミテイ〉と呼ばれる現象が起こるようになった。


    〈衝突災禍カラミテイ〉はなぜか、銃器や兵器など、この世界に元からある力では対処できなかった。


    　だが、その代わり、世界には〈衝突災禍カラミテイ〉に対応可能な能力である、魔法を操ることのできる者たちが生まれるようになった。


    　その多くは女性だったため、彼女たちは〈魔女〉と称された。


    　数少ない男性の魔法使いは〈魔力持ちユーザー〉と呼ばれた。


    　そして、ある〈魔女〉が、営利目的で〈衝突災禍カラミテイ〉に対抗する企業を設立する。〈世界対策コーポレ株式会社ーシヨン〉という名の企業は、瞬く間に世界的な巨大企業となる。


    　現在に至るまで、〈衝突災禍カラミテイ〉対策の依頼を、各国政府からほぼ一手に請け負う多国籍企業、〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉。誰だれもがその名を知っている。


    　フランたちの所属する〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉は、その子会社だ。


    　フラン、オーガスト、ハル、サカナという四人の〈魔女〉と、南みなみ大だい東とうコルコという一人の経理担当兼秘書、そして社長である元・〈魔力持ちユーザー〉泉いずみ野の原はらアカザで構成される、小さな小さな会社、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉。


    　その名前を知る者は、それほど多くない。


    



    



    　フランの目の前で、ばっと桜が舞う。


    　フランの隣を走っていたハルが、花びらの積もる地面を蹴ったのだ。赤みがかった長い髪を持つフランの同僚は、〈魔女〉特有の身体能力で、ひらりと目の前の樹上に飛び乗った。


    　大ぶりの枝がしなり、花びらがフランの目の前に降りしきる。


    　ほんの一時間ほど前まで、この公園は花見客でいっぱいだった。ちょうど満開と重なった週末の夜だ。ボート池の周囲にも遊歩道沿いの芝しば生ふにも、宴会のためのビニールシートが敷かれたまま。今夜は天気もよく、風も穏やかで暖かい。それはもう、たいそうなにぎわいだったことだろう。


    　だが、午後九時三十分にこの公園で〈衝突災禍カラミテイ〉が発生すると、〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉内で予知された。すべての〈衝突災禍カラミテイ〉が予知できるわけではないが、研究は日進月歩だ。その予知は自治体に知らされ、花見客の迅速な避難が行われた。


    〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉は、この対策を〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に依頼し、依頼は受理された。


    　結果として、フランたち五人はこの公園にやってきた。


    　贅ぜい沢たくなことだ、とフランは思う。


    　広い敷地内いっぱいに咲く夜桜を、たった五人だけで見ている。


    　誰もいない公園。満開の夜桜。まるで現実には思えない光景。


    　ボート池の中央が見渡せる位置に立ち、フランはインカムに話し掛ける。


    「フラン、所定の位置につきました」


    『こちらアカザ。了解』


    　上司の応答は早い。


    『こちらオーガスト、位置かわらずで～す』


    『サカナだよ！　池の南にいるよ！』


    　池の周囲に散った仲間たちから、次々と通信が入る。


    『ハルです。ポイントを見下ろせる位置につきました！』


    　最後に、さっき桜の枝に飛び乗った同僚からの通信が入る。


    『アカザ、了解。では、各自そのまま、出現時刻に備えろ。オーガスト、カウント頼む』


    　再び、上司の声。聞き取りやすい発音の、穏やかなテノールだ。


    『りょうかーい。百八十秒後に出現予定でーす。誤差は十秒。三十秒前になったら、カウント入りまーす』


    　フランはちらりと腕の時計を見た。仲間の時計と同期したデジタル表示が、カウントを始めている。たったの三分間は、黙って待てば長く感じる。


    『お花見♪　お花見♪　たのしーみー♪』


    　案の定、一番幼い仲間が退屈に音ねを上げた。適当な節回しをつけた適当な歌を歌うのは、サカナの癖くせだ。


    『サカナ、歌は勘弁してくれ。カウントに影響しそうだ』


    『はーい、しゃちょー』


    　軽口は油断しているからではなく、余裕のある証拠。通常の業務に対して、必要以上に緊張したっていいことはない。


    　──とはいえ、緊張感が皆無でも困る。


    『集中！　予測外のことが起こることもある』


    　フランが言おうとしたことを、アカザが伝えてくれた。


    『は～い、三十秒』


    　オーガストがカウントを始める。フランは手の中にある杖つえを握り直した。杖は、フラン愛用の収束具だ。


    『二十～』


    　ふ、とフランは息を吐く。


    『十～』


    　すうと、フランは息を吸う。


    『はち、なな、ろく』


    　フランは息を止める。


    『さん、にー、いち』


    　池の中央、出現の予測されている位置に目を凝こらす。


    『ぜろ！』


    　ごう、と風が吹いた。


    　池の周囲に立つ桜が一斉にその花びらを散らしていく。


    　巻き上がる花吹雪の中心、池の中央に波紋が広がる。そこに、ぽ、と炎が生じた。


    　池の真ん中に生まれた赤い炎が、ゆらりと揺れる。


    　炎はわずかの間揺れていて──ぼ、と大きく燃え上がり、姿を変えた。


    



    　形は普通の蜥蜴とかげと変わらない。だが、その身の丈たけは一メートルを超え、身体からだは溶岩のように赤く白く輝いている。


    



    　蜥蜴は池の水面に浮かび上がると、太い尾をくるりとしならせた。ふるん、と身を震わせると、その動きに合わせて火の粉が散る。


    　キラキラと散る火の粉は、池に落ちていく。


    　今回の予知では、現れる怪物の種類までは分かっていなかった。


    『……火蜥蜴サラマンダーだ』


    　インカムから聞こえるアカザの声には、なぜか動揺が感じられた。


    　それをいぶかしみつつも、あらかじめの打ち合わせ通り、フランは魔法を行使する。


    「氷リヨート！」


    　魔法の発動を誘う呪じゆ文もんを唱えれば、かん！　と硬質な音が響く。


    　身じろぎしていた火蜥蜴サラマンダーがぴたりと静止した。


    　フランの魔法は対象の動きを封じるのだ。


    『アカザさん！　火蜥蜴サラマンダーって、わたしの火が効くんでしょうか？』


    　樹上のハルがアカザに疑問をぶつけている。ハルは〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の攻撃担当だが、武器となるその魔法は炎なのだ。同じ炎の属性を持つ火蜥蜴サラマンダーに効果があるのか。ハルの疑問はもっともだ。


    『試してみてくれ。……火の粉には触れるな』


    『了解！』


    　ざ、とハルの立つ桜木の枝がしなる。


    　ハルはアカザの言葉に従うべく、思い切りよく飛び上がっていた。


    「──我が赤き吐息よブレス！」


    　ぶん、と大きく横に薙ないだ杖つえの先端に、火球がともる。煌こう々こうと輝く赤い炎はくるくると渦巻いている。


    　炎を先端に宿らせたその杖を、ハルはさらに振り上げ、下ろした。


    　ひゅ、と空気を裂く鋭い音。火蜥蜴サラマンダーめがけて火球が飛ぶ。


    　その勢いに、バッと火の粉が散った。


    　それだけだった。


    　火球は火蜥蜴サラマンダーの身体に吸い込まれてしまった。異形の蜥蜴はかすかに震えたように見えただけで、なんのダメージも受けていない。


    　フランの魔法のせいで身動きできないくせに、火蜥蜴サラマンダーは目を細め、ハルを嘲あざけったようにさえ見えた。


    『社長、効きません！』


    　くるりと宙返りして、軽やかに着地したハルだったが、出た声は嘆きだ。


    『どうしましょう？』


    　以前に比べれば、ずいぶん器用にはなったものの、ハルの使える魔法は炎だけ。今回の怪物はどうにも相性の悪い相手だ。


    『仕方ない』


    　インカムの指示には、嘆息が混じっていた。


    『ハル、青色触媒を使え』


    　魔法を使うときに消費される資材を触媒メデイウムという。単に魔法を使うためのトリガーになるものもあれば、魔法の効果を強めたり、弱めたりといった影響を与えるものや、変化させるものなど、多様な種類がある。アカザがハルに使えと指示したのは、最近導入した、魔法の属性を変化させる作用を持つものだ。


    「……使っていいんですか？」


    　ハルの声に嬉うれしそうな、申し訳なさそうな響きが混じる。


    　青色触媒は、かなり高価だ。まだまだ赤字企業である〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の経理担当者であるコルコは、日ひ頃ごろから経費節約を訴えている。


    『いい』


    　コルコの言葉に従い、アカザだって経費節約に努めている。とはいえ、経費をけちるあまり仕事をしくじるようでは意味が無い。


    『その代わり、一発でしとめてくれ』


    　そのくらいなら、この仕事の経費として飲むことができる。


    「……はい！」


    　ハルはうきうきと、青い液体の入った小こ瓶びんを取り出した。


    「実戦で使ってみたかったんですよ♪」


    　じっと見つめる小瓶の中の液体は、ほんのりと透き通っている。


    「ちょっと、緊張します、ね」


    　側そばに立つフランには、ハルの手がかすかに震えているのが見えた。


    『ハル～。いつもとおんなじだよ～。力いれすぎんな～』


    　ハルの姿は見えていないだろうが、オーガストがゆったりとした声で話し掛ける。


    「うん」


    　そのゆったりとした声は、確かにハルの緊張を和やわらげる効果があるようだ。


    　──自分たちの連携も、ずいぶんと板についてきたな。


    　火蜥蜴サラマンダーを拘束する魔法に集中しながらも、フランは思う。


    　フランたちは長い間、自分のことしか見えずにいた。同じ会社に所属しながらも、仲間同士とは言えない間柄だった。強い魔法の力を持っていると評価されながらも、お互いのためにそれを使うということができずにいたのだ。


    　そもそもこんな風に、〈衝突災禍カラミテイ〉対策の業務に出ることが少なかった。仲間として同じ目的に向かっているのだと認識したのも、また、アカザが社長となってからのことで。


    　だから、フランも仲間に向かって声をかける。


    「ハル、お花見をしよう」


    　そんなフランの言葉に、ハルはほんの少し驚いた顔をした。フランは、自分の顔が赤くなるのを感じた。


    　ハルはふわりと口元をほころばせた。


    「うん、そうだね、フラン」


    　もう、緊張の色はない。


    『ハル、準備はいいか？』


    　アカザが穏やかな声で言う。


    「はい！」


    　ハルの震えは止まっている。


    　ハルは先ほどのフランと同じように、は、と息を吐き出して──杖つえを構える。


    「我が赤き吐息よブレス、青を宿せ」


    　呪じゆ文もんと共に、ハルは小こ瓶びんを宙へと放る。青い液体がハルの杖の先端にある、赤い石に散った。


    　石が青へとその色を変えていく。


    　ぐ、とハルの杖を握る手に力がこもり。


    「我が青き吐息よブレス……」


    　再び杖の先に宿る炎は、青白い光を揺らめかせて。


    　静かな流れるような動きで、ハルは杖を振る。


    　青白い炎が池の水面を滑るようにして、火蜥蜴サラマンダーに向かって飛ぶ。


    　フランは火蜥蜴サラマンダーの抵抗を感じた。


    　身の危険を感じ、フランの魔法による拘束を破ろうとしている。


    　──逃がさない。


    　フランは火蜥蜴サラマンダーをにらみ据える眼まな差ざしに力を込めた。ここでフランの魔法が破られれば、ハルの魔法が無駄になってしまうかもしれない。そんなことはさせない。


    　ハルの杖から放たれた、青い光が池の水面を走る。
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    　それはほんのわずかな間の攻防だった。ハルの放つ青い光を避けようとする火蜥蜴サラマンダーの抵抗と、それをさせまいとするフランの魔法。


    　一瞬の静寂の後、池の中央で鳴り響くぱん、という音。その音と共に、水面に波紋が広がっていく。


    　青白い光がまばゆく弾はじける。


    　その光の中で、異世界から現れた獣は、身をよじらせながら、ほろほろと消えていこうとしている。


    　暗い池の水面を照らし出す光の美しさに、フランはほう、とため息をついた。自身の魔法が戒めていた存在の消失が、手て応ごたえとして感じられる。


    　光を反射して、池に広がる波紋がよく見えた。


    　波紋が収まったとき、池の上にはただ桜が落ちているだけだった。


    



    



    「お疲れさまでしたー♪」


    　両手に荷物を抱えた〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉のもう一人の社員、南みなみ大だい東とうコルコが公園に現れたのは、ハルが火蜥蜴サラマンダーを撃退してから、三十分後のことだった。時刻は午後十時を回っている。


    「ご報告します」


    　眼鏡めがねの縁に手をかけながら、コルコは固い声を出す。朗ほがらかな彼女だが、仕事に関して手を抜いたりはしない。


    「今回の業務ですが、開始から五十三分三十二秒後の午後九時五十六分に終了の報告をお受けしました。事後処理はお済みでしょうか？」


    　ぴしり、と背筋を伸ばし、コルコはアカザに尋ねる。


    　小柄で少しだけふっくらした眼鏡めがね美人のコルコは、〈魔女〉でこそないけれど、経理として秘書として大車輪に活躍する、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉一の働き者なのだ。


    　アカザもまた、背筋を伸ばして、コルコに応じる。


    「はい。午後十時三分、自治体及び管理組合の担当者様より、終了の確認をいただいております。今回の〈衝突災禍カラミテイ〉の原因となった欠片かけらの回収も終了しています」


    〈衝突災禍カラミテイ〉は、欠片と呼ばれるものの周囲で起こる。


    「欠片と火蜥蜴サラマンダーの骨は自治体の担当者さんに引き渡し済みです。引き渡し証、お渡ししておきますね」


    　アカザはＡ４サイズの用紙数枚を、コルコに手渡す。


    「はい、確かにお預かりしました……あ！」


    　用紙を確認したコルコが、ばっと顔をあげた。アカザと〈魔女〉たちに緊張が走る。


    「……なにか問題でも？」


    　緊張を込めて、アカザが尋ねると、コルコは真剣な顔をアカザに向けた。


    「いや、事後処理って言葉、エロくありません!?」


    「あんた、なに言ってんだ!?」


    　アカザはとっさに言い返す。


    　下世話な話題や下ネタが大好きという点が、コルコの玉にきずであることは〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉全員の共通見解だ。


    「説明した方がいいですか？」


    　そう言い返すコルコはまた、ひどく楽しそうだ。


    「いらない！」


    　アカザがすかさず言葉を返す。


    　アカザは彼女の言葉に突っ込みをいれるときには、遠慮しないことにしている。変に気をつかったり、無視しようとすると、かえってコルコの話は止まらなくなる。その方が、ストレスが溜たまってしまう。


    「まあ、いいです」


    　コルコもまた、そんなアカザの態度には慣れている。


    「で！　お花見するんですよね。飲み物とお料理もってきましたよ♪」


    　満面の笑顔で、コルコは両腕に提げた荷物を掲げて見せた。


    　六人の上にさらさらと桜の花びらが落ちていく。


    〈衝突災禍カラミテイ〉発生に伴う避難命令は、まだ数時間は解かれない予定だ。


    　避難した花見客に申し訳ないと思いながらも、六人は公園で一番立派な桜の下に陣取った。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉にとっても、アカザにとっても、初めての花見が始まった。


    　適当なビニールシートに料理が並べられる。デリバリーのピザに、にぎり寿ず司し、飾りつけられた生ハムとチーズ、フライドチキン、さきいかやビーフジャーキー、柿の種といった乾き物、桜もちに三色団子、スナック菓子、お茶とジュースのペットボトル。


    「うわあ♪　お花見ーって感じだー」


    　サカナが浮かれた声を出し、アカザと他ほかの〈魔女〉たちは、コルコに感謝する。


    「社長にはビール！」


    　コルコがアカザに缶ビールを手渡す。


    「俺おれだけ酒？」


    「いいえ。フランも呑のみますよね？」


    　尋ねながらもコルコはフランに缶ビールを手渡している。サカナ、ハル、オーガストは未成年だ。


    「では社長、乾杯の音おん頭どをお願いします！」


    　コルコはにっこりと笑った。


    「か、乾杯の音頭？」


    　いきなり、そんなことを言われても。


    　アカザは動揺する。社長とはいえ、アカザはまだ二十一歳の若者だ。酒宴に出席した経験は皆無に等しい。


    「サカナ、知ってるよ！　宴会って、えらい人が挨あい拶さつしてから乾杯！　ってするのよね！」


    　そう言ってサカナはオレンジジュースを掲げた。


    「というわけで、社長、お願いします」


    　ぺこり、とコルコがわざとらしく頭を下げた。


    「そんな、いきなり……」


    　つい、泣き言を言うアカザだが、コルコは許してくれる気はないらしい。


    「〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の新年会とかで、急に挨拶しろって言われるよりマシじゃないですか」


    　にこやかな表情のまま、そんなことを言う。


    「そんなのあるのか？」


    「今年、招待状、来てましたよ。業務が重なってそれどころじゃないって、社長が欠席しただけで」


    「そうだっけ？」


    　アカザには覚えがない。


    「わたし、その新年会、行ったことあります！　高級なホテルのバンケットルームで、千人くらい人がいるんですよ」


    　烏ウー龍ロン茶ちやのペットボトルを握りしめながら、ハルが教えてくれる。


    「俺おれがそんなところで挨あい拶さつする機会とか、ないだろ」


    「そんなことありませんよ。業績がいい子会社の代表が挨拶したりしますもの。むしろ、挨拶できると誉ほまれ！　ですよね」


    「うー……」


    　それならば、アカザはその段上で挨拶することを目指さなければいけないくらいだ。


    「しゃちょー、じゃあ、挨拶挨拶！」


    「頑張ってください！」


    　サカナはからかいながら、ハルはマジメにアカザに声援を飛ばす。


    　──まったく、社長業務は思った以上にやることが多い。


    　この一年間、何度も思ったことをアカザはまた思った。


    　業務のたびに山と積まれる書類を確認し承認すること、〈魔女〉たちを指揮して〈衝突災禍カラミテイ〉対策にあたること、会社の名前で行われることに責任を持つこと。それだけでもアカザは充分に多忙なのだが。


    　レンタルするコピー機の種類を決定したり、自動車会社の営業の相手をしたり、切れた蛍光灯の交換をしたり、なかなか出社しないオーガストに電話したり、なんてことも、〈空飛ぶフライング・魔女ウイツチ〉では社長の仕事とされている。


    　アカザはほんの少し何を言うべきか考えてから、缶ビールを掲げた。


    「……俺が〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の社長になってから、そろそろ一年がたとうとしています」


    　アカザにとって、長くて短い一年だった。


    「この一年は俺にとってとても充実したものでした。俺はフリーランスの〈魔力持ちユーザー〉として、十年間、多くの〈衝突災禍カラミテイ〉と対たい峙じしてきました。でも、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の一員として得られた成果はそれを上回ります」


    　かすかに風の音だけが聞こえる公園に、ひらひらと桜の花びらが舞い落ちる。五人の社員たちは、まっすぐにアカザを見ている。


    「俺はみなさんに、今まで持っていなかったものをもらいました。口にすると恥ずかしい気もしますが──信頼と仲間です」


    　まだ酒も口にしていないのに、アカザの頰ほおは赤く染まる。


    「俺も、みなさんに同じものを返したいと……思います」


    　夢で見た両親が、一人きりで仇かたきをとれと、アカザに孤独であることを望んだとしても。自分たち以外の仲間を持つことを、否定したとしても。アカザは仲間を得てしまったのだから。それを失いたいとは思わない。


    「また一年、頑張りましょう。──乾杯」


    「かんぱーい！」


    　人のいない公園に、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の社員たちの楽しげな声が響いた。


    　彼女たちの顔を見るのが照れくさく、アカザはぐい、と缶ビールを飲み干した。


    　苦みのある液体が、喉のどに心ここ地ちよい。


    「やっぱり、ビールいいなあ」


    　コルコはアカザをうらやましげに眺めた。彼女はここまで、自動車で来ている。


    「よし、運転はオーガストにまかせた！」


    　コルコはあっというまに、缶ビールを手に取り、プルタブを起こす。


    「私、今日はもう運転しませんからね！　えい！」


    「飲んだよ、この人～。あたしの答えも聞かずに～」


    　オーガストのいつも通りののんびりとした声に、呆あきれが混じった。


    「いいじゃない。金曜の夜ですよ？」


    「あたしも早くお酒が呑のみたいな～」


    　まだ二十歳になっていないオーガストはため息をつきながら、お茶のペットボトルに口をつけた。


    　そんなオーガストを眺めつつ、アカザは缶ビールを傾ける。


    「俺おれも仕事が終わった後のビール、最高とか思う日がくるとは……」


    「今まで祝杯とか、あげたことなかったんですか？」


    　尋ねるハルの紅あかい目に、好奇心が浮かんでいる。


    「俺だって、一昨年おととしまでは未成年だ。大仕事が終わった後は、一人でＬサイズのピザを頼んで、コーラ飲んでた」


    「アカザさん、もしかしてピザ、好きですか？」


    　目の前に並ぶコルコの用意した料理の中には、ピザも混じっている。


    「前におうちに伺うかがったとき、宅配ピザの空箱がたくさんありましたよね」


    　ハルは一度だけ、アカザの家を訪れたことがあった。


    「なんか、ピザってちょっと特別な感じがするんだよ。パーティっぽいというか」


    　アカザがそう思うのは、両親が死んだあのときが強烈過ぎて、今やぼやけてしまった子供の頃ころに、そんなことがあったためかもしれない。


    「しゃちょーは、お料理とかできないの？」


    「できない」


    　サカナの疑問に、アカザは即答した。


    「自慢にもならないけど、調理器具も持ってない。ヤカンくらい？」


    「男の人も料理できた方が、ポイント高いですよ～」


    「そういうみんなは、料理するわけ？」


    　オーガストの主張に、アカザは疑問で返す。


    「しますよ！」


    　アカザはなんとなく流れで尋ねただけだが、ハルは勢いよくうなずく。


    「フランが！」


    「美お味いしいんですよ～。フランの料理～」


    「しゃちょーも今度食べにくるといいよ！　フランの料理」


    　ハルの言葉にオーガストとサカナも同意する。


    「フランしかしてねえんじゃねえか！」


    「フランがいないと、わたしたち、きっと飢え死にしちゃいます！」


    　ハルの目は真剣だった。


    「元気に言うことじゃないよ……」


    「社長だって、大雪とかで出前が断られたら、飢え死にするでしょう？」


    　呆あきれるアカザに、ハルはあくまでも真剣に答える。


    「デキナイ自慢カッコワルイ！」


    　酔いが回ってきたのか、コルコはケラケラと笑った。その足元には、早くも空き缶が転がり始めている。


    「そういうコルコさんはどーなんですか！」


    「できますよ。ふつーですけどね」


    　アカザの反論に、コルコはあっさり答えた。


    「なんてさりげない回答なんだ……。かっこいい……！」


    「コルコさん、大人だ！」


    　アカザとハルは思わず感心してしまう。


    　参加者の半分には酒も入っていないというのに、花見の宴会は盛り上がった。


    　自分がこんな時間を過ごしていることが、アカザにとっては珍しく、面白くも思える。


    　どうということもなく、それでも、ひどく楽しい時間。


    　それは、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の蜜月だった。


    



    



    　そろそろ日付は変わろうとしている。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の花見はまだ続いてた。


    　春の宵よいの風は酔ったアカザに心ここ地ちよい。


    　会話の輪はいつの間にか、二人の単位に分かれている。


    　アカザはフランと会話していた。彼女と二人きりで話す機会はあまりない。


    「アカザさん」


    　この一年でずいぶんと柔らかくなった気がする声で、フランはアカザを呼ぶ。


    「なに、フラン？」


    　アカザが振り返れば、フランも酔いが回っているのだろうか。その顔はいつもよりもにこやかだ。


    「火蜥蜴サラマンダーになにか、思い入れでもありますか？」


    　静かな声で、フランはアカザに尋ねた。


    「……なんで、そう思う？」


    「出現したときに、動揺しておられたようなので……」


    　──他人が聞いて分かるくらい、動揺していたのか。


    　アカザは顔を曇らせる。その表情にフランの顔も曇った。クールに見える彼女が、繊せん細さいな人であることもアカザは知っている。


    「すいません、差し支つかえがあるなら……」


    「いや、差し支えは別に。ただ、楽しい話でもないから」


    　申し訳なさそうに言うフランに、アカザは苦笑する。


    「……じゃあ、よろしければ話してもらえませんか」


    「いいの？」


    　この話の流れで、それほど愉快な話にはならないだろうという予測くらいはつくだろうに。


    「社長と二人でお話しすることも、あまりないので」


    　フランは缶ビールを傾ける。


    「……シンプルな話だよ。火蜥蜴サラマンダーはさ、俺おれの両親を殺した怪物なんだ。別に、同じ個体ってわけじゃないけど、少し動揺した」


    「……」


    「もう十年……いや、そろそろ十一年前になるのかな」


    　さらさらと、桜の花びらが散る音がする。


    　奇跡のように誰だれもいない公園だから、聞こえる音だ。


    「火蜥蜴サラマンダーはそれほど珍しい怪物じゃない。危険度は高いけど、遭遇したのが十年ぶりってわけでもないし……」


    　それでも動揺してしまった理由を、アカザは話しながら考える。


    「最近、会社もうまくいってて、気持ちに余裕が出てきたからなのかな……。ここしばらく考えてなかった、あのときのこと、妙にはっきりと思い出して」


    　燃えていく両親。黒い煙。黒い〈穴ホール〉。


    　アカザにとって、忘れたくなどないし、忘れられもしないだろう、最初の風景。


    　ふと、沈黙が落ちる。


    　ごくり、とビールを呑のみ込んでフランが口を開く。


    「走っている間って、後ろを振り返っている暇ひまはないですものね」


    　しみじみとフランは言う。その言葉には実感がこもっているように、アカザには思える。彼女も似たようなことを感じたことがあるのかもしれない。


    「そういう風に共感してもらえるのって、なんだか嬉しいな」


    　アカザはフランに向けて微笑ほほえんだ。きっと、だらしない、子供っぽい笑顔になっているだろう。酔いのせいか、表情筋が緩くなっている気がする。アカザは普段の自分は表情に乏しい人間だと思っている。


    「酔ってますね、アカザさん」


    　アカザの自覚は正しかったらしい。くすり、とフランは笑った。


    　彼女も酔っているのだろう。膝ひざを抱えて頭を乗せ、上目遣いでアカザを見ている。白い頰ほおがほんのりと赤くなっていて、アカザは不意にドキリとした。


    「ご両親の仇かたきをとったんですよね、アカザさんは」


    「うん、とった。とったはず……」


    「はず？」


    「はずなんだけど……ごめん、上う手まく言えない。整理できてないんだ、なんだか」


    　アカザは改めて、自分の内側にある気持ちについて考える。突然両親を失ってしまった悲しみ。両親に対する愛いとしさ。一人残されてしまった寂しさ。どうして自分であったのか、自分の家族でなければいけなかったのかという怒り。アカザは、そのすべてを一途に〈穴ホール〉に対してぶつけた。それが、アカザの復ふく讐しゆう心しんだった。


    　しかし、その想いが常に鮮やかであり続けたかと言えば、答えはＮＯだ。


    　最強の〈魔力持ちユーザー〉と呼ばれていたあの頃。両親を喪失したというつらさよりも、復讐を目指し続けることがつらいと感じた瞬間は確かにあった。頼るべき相手もなく、孤独であろうとしていたから、なおさらに。


    　復讐など諦あきらめてしまえば楽になる。そう思ったことは一度や二度ではなかった。


    　──ああそうか。


    　アカザは唐突に理解する。今、自分は罪悪感を抱いているのか。


    　たった一人、生き残ったことに対する罪悪感。


    　アカザは復讐を遂げることで、幸せになろうなどと思ってはいなかった。それは義務だった。やらねばならないことだった。


    　でも今、仲間を得ることでアカザは充足している。幸せだと感じるときがある。


    　いなくなってしまった両親ではない、家族に近いなにかを得たという幸せだ。


    　そして、そのことに、罪悪感を抱いている。


    　夫婦という二人の単位から出発する家族という名のユニットは、子供を得ることで拡張される。そして、子供が独立すれば、また夫婦という最小単位に戻る。たいていの場合、その独立はゆっくりと来きたるべき時としてやってくるものだ。


    　でもアカザはなんの準備もなく、そのユニットから切り離された。独立したいとも思わぬうちに、単なる個になってしまった。


    　しかし今のアカザには仲間がいる。信頼し、信頼されることで心さえ暖めることのできる、大切な仲間だ。記憶の中に、両親を置き去りにして。


    　それをなんだか申し訳ないと思ってしまうのだ。


    　その思いがどうしたら晴れるのか分からない。時間がたてば薄れ、なくなるものなのかもしれない。もしかしたら、一生抱えていかなくてはいけないのかもしれない。


    　ただ、今はひときわ、その罪悪感を強く感じる。


    　じくじくと胸の奥が、痛むのだ。


    　手にした缶ビールの残りを、アカザは一気に飲み干した。


    　生ぬるくなったビールはひどく苦く感じられた。


    　──あれ？


    　アカザはなにか、違和感を覚えた。こちらを見る、フランの眼まな差ざしに。


    　静かな、ほんのりと色づいたような眼差しは酔っているからだろうか。


    　ただ、そこになにか別の色があるような気がして──気のせいだと、打ち消した。


    　──おかしいことなんて、ない。


    「俺おれの話ばっかりだな。フランの昔の話とか聞いていい？」


    　アカザの言葉にフランはふ、と眼差しを遠くした。記憶の中を探るような眼差しだ。


    　一瞬アカザが感じた違和感はもうない。やはり、気のせいだ、とアカザは胸の内で安あん堵どする。


    「〈取り替え子チエンジリング〉ですから、過去は多くないですよ。わたしもこの世界にやってきた十一年前に生まれたようなものです」


    　フランの声はいつも通り静かだった。


    〈取り替え子チエンジリング〉とは〈衝突災禍カラミテイ〉により、異世界からやってきた人々の呼び名だ。例外なく〈魔女〉である彼女たちは、元いた世界の記憶を失っている。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の〈魔女〉たちは、全員〈取り替え子チエンジリング〉だ。


    「〈取り替え子チエンジリング〉って、こっちの世界に来てからどういう風に過ごすの？」


    　十一年前にこの世界にやってきたのならば、フランはやはり十歳に満たない子供だったはずだ。


    　その存在は有名ではあるものの、実際に〈取り替え子チエンジリング〉たちがどのように生きているのかを知っている人間は少ない。知ろうと思えば知り得ただろうが、今までアカザはそのことに興味を抱いたりはしなかった。


    「自治体に保護されたり、ってこともあるみたいですけど。〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の施設で育てられることが多いですね。〈取り替え子チエンジリング〉は〈魔女〉なわけですから。その力は〈世界対策コーポレ株式会社ーシヨン〉が必要としているものです」


    「学校に行ったりは、するんだよね」


    「例外もありますけど、まあ」


    　フランはサカナに目線を送る。召喚魔法の天才と称される少女は、オーガストのひざ枕まくらで眠っていた。オーガストとハル、コルコの三人はやはり静かに話をしているようだ。


    「〈取り替え子チエンジリング〉のほとんどは、〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の〈魔女〉になるわけですよ」


    　フランたちがそうであるように。


    「〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉に所属しない選択もあるんだ」


    「ないわけじゃ、ないですよ。普通の高校に通って、普通の大学に行くことができないわけじゃありません。でも、〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉に所属する方が有利なようになっているんです。進学する〈取り替え子チエンジリング〉用の奨学金制度がありますけど、返却の必要があるんですよ。でも、〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の関連会社に就職すれば、返却期限が長いとか、返却金が減るとか色々利点があるんですよね」


    「ははあ」


    　アカザは新しい缶ビールを空ける。想像はしていたが、世知辛い。


    「中学に進学するくらいの年齢になると、聞かれるんですよね。奨学金制度を使うかどうか。説明はちゃんと受けますけど、理解できているかどうかはその子次第です。説明してくれる施設の職員は、〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の関係者なわけで、誘導とまではいきませんけど就職した方が色々いいよ、と勧めてきます。十二歳やそこらだと、たいてい、受けてしまうんじゃないですか」


    「フランも、その奨学金を受けたわけ？」


    「いえ」


    　なぜかクスクスとフランは笑った。いつもより表情が柔らかく見える。


    「実はわたし、施設で育ってないんです。たまたま、同じ〈取り替え子チエンジリング〉に育てられたんですよ。養母ということになりますね」


    　フランは楽しげだった。彼女は酒に酔うと陽気になる性質なのかもしれない。


    「へえ、お養か母あさんがいるのか」


    　血は繫つながっていないわけだが、アカザは年をとったフランを想像した。


    「養子縁組をしたわけではないんで、正式に養母ってわけでもないんですが。気がつくと施設じゃなくて、彼女の家で暮らしてたんですよね」


    　フランの笑みが微かな苦笑に変わる。


    「そういうのってアリなの？」


    「アリかナシかで言えば、ナシだと思うんですけど。すべてのことが書類や規則通りに進んでるわけじゃないってことですよ」


    　これもまた、自分を取り巻く噓うそや矛む盾じゆんのひとつだとフランは思う。


    「なんでそんなことに？」


    　アカザの疑問はもっともだ。


    「彼女の魔法とわたしの魔法が、似てたんですよね。それで、師匠をやりたくなったって言ってました。そういうといい加減なんですけど、〈魔女〉の師匠としては厳しい人なんです。他ほかに生きる道もないのだから、その技術を磨けって言って。なんだか、職人みたいですね」


    「今は？　どうしてるの」


    「〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉本社勤務です。仕事大好きな人なので、連絡もあまりくれません」


    　フランは養母が今いるという、〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉が初めに設立された、外国の名前を口にする。


    「あの国で、バリバリ働いてます」


    「あー」


    　それはアカザがぼんやりと想像したフランの母親像に合っている。


    「ただ、そんな風に育てられたのに、魔法に関しては結局わたしは、社長がこの会社に来てようやく向上した部分が多くて。まったく不肖の娘、弟子です」


    　笑みに苦みを混ぜながら、フランも新しいビールを空ける。


    「それでも、彼女のことは尊敬しているし、ちゃんと愛しています。彼女がね、よく言ってたんですよ。『〈魔女〉として生きていかなくちゃいけないんだから、強くなれ』って。だから、もっと強くなりたいと思うんです」


    　アカザがそうであるように、フランもまたいつになく饒じよう舌ぜつだ。


    「フランのお母さんって、どんな人？」


    「見た目はなんていうか……か弱そうな人なんですよ。兎人バニーと呼ばれている種族の〈取り替え子チエンジリング〉で、ウサギ耳がはえるんですよね。そんな外見なのに、厳しい人で。ギャップにビックリした覚えがありますね」


    「兎うさぎ……」


    　つい、フランに兎耳が生えた姿を想像してしまう。
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    「アカザさん？　何をブルブル震えているんです？」


    「いや、なんでもない……」


    　想像したフランがあまりにもかわいかった、などと言えるわけもない。


    「見た目はそんな感じなのに、昔のアカザさんみたいに目的意識の強い……というか、目的に向かって脇わき目めも振らない、視野の狭い人で」


    　フランはまたクスリと笑う。


    「視野の狭い……。反論できない……」


    「してくださいよ」


    　かすかに頰ほおを染め、フランはクスクスと笑い続ける。降り続ける桜の花びらの下で、彼女はひどく儚はかなく、可か憐れんに見えた。


    　アカザは頰が熱くなるのを感じる。呑のみ過ぎかもしれない。


    「知っての通り、君たち以上に、世間のことなんか何も知らなかったんだよ、俺おれは」


    「わたしたちも、相当ですよ。施設だろうがなんだろうが、〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉に拾われて、育てられて、そのまま〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の箱の中。施設育ちの〈魔女〉に育てられたわたしもおんなじです。箱入り娘もいいところですよね」


    　は、とアカザは息を吐く。なんだか少し悲しくなった。


    「俺おれたちは、いつまでこうなんだろうなあ」


    「こう？」


    「ずっと、〈衝突災禍カラミテイ〉と戦い続けるのかな」


    　アカザは急に、疑問を覚えた。


    　去年までの十年間も、今までの一年間もひたすらに走り続けてきたアカザは、その先が何に通じているかなど、今まで考えたこともなかった。


    　それは、フランも同様だったらしい。ん、と首をかしげつつ、考える仕草をする。


    「戦うのをやめると……会社を大きくして、部下を作って前線からは外れるんですかね」


    　首をかしげながら、フランは未来の自分に思いを巡らす。


    「それで六十五歳くらいで引退して、老後を暮らす……」


    　アカザは年をとった自分を想像する。


    「今のマンションで、孤独な老後……ううん、なんか暗いな、発想が」


    　アカザは今まで、自分の将来のことなど考えたことがなかった。過去について思いを巡らした様に、急に未来について思うのは、今が安定しているからだろうか。


    　だから、どんなに将来が暗く思えたとしても。


    　──俺は今、幸せなのかもしれない。


    「孤独って、結婚とかはしないんですか？」


    　妙に真剣な顔でフランは聞いてくる。


    「彼女もいないのに、結婚なんてできない」


    　アカザには、特定の女性などいたことがない。


    「作ればいいじゃないですか」


    「コルコさんみたいなこと、言うなあ」


    　アカザが苦笑したその瞬間、がしり──強い力がその肩をつかんだ。


    「うぁあ!?」


    「恋愛ネタ話してます？　色事絡み!?」


    「召喚呪じゆ文もんを唱えてしまった……」


    　コルコが恋愛ネタを聞き逃すはずがなく、耳にすればすぐに駆けつけるということくらい、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の者なら誰だれでも知っている。


    　「なんでもない、なんでもない」


    「噓うそですよぉ！　ごまかさないでくださいよう！」


    　コルコはアカザの両肩をつかんでがしがしと揺する。


    「酔ってる！　コルコさん、酔ってる！」


    「通常運転って気もしますけど」


    「だいたいですね！　アカザさんは、社員に対して恋愛感情を持ったりしないんですか!?」


    「なんで怒り口調なんですか!?」


    「じれったいんですもん───！　ハルにラブラブかと思ったら、ぜんぜん進展してないし！」


    　そんなことを言われても、アカザは困る。社員はみな、可愛かわいかったり綺き麗れいだったりする、極上の娘たちで、彼女たちのことが、とても好きだとは思うのだけれど。それは、あくまでも仲間としての感情だとアカザは思っている。


    　十年を戦いに捧げてきたアカザには、そもそも恋愛感情がよく分からないのだ。


    　──分かる日が、来るんだろうか？


    　アカザは頰ほおにふわりと風を感じた。


    　暖かい。


    　明日は休日だ。


    　さすがに連日での緊急呼び出しはないだろう。


    　オーガストとハルはなにか、小声で話し続けて、クスクスと笑い声を立ている。サカナはハルの膝ひざに頭を乗せて眠っている。


    　柔らかい風が吹く。その心ここ地ちよさ、暖かさに、アカザも眠気を感じた。


    



    



    　目を覚ますと、クリーム色の天井が見えた。


    　嗅かぎ慣れないような、どこかで嗅いだことがあるような、甘い香りがアカザの鼻び孔こうをくすぐる。いつもと違うシーツの感触。


    　そして、なんだか慣れない暖かさ。


    　すうすうと寝息が両方の耳元で聞こえて──


    　アカザの頭に雷のような衝撃が走った。


    　ズキズキとした痛みは、風か邪ぜをひいたときにも似ているが、それにしては熱っぽさを感じない。胃の辺りに気持ちの悪さも感じる。もしかして、これが二日酔いだろうか、とアカザは考えた。


    　それと同時に、アカザは自分のものではないベッドで寝ていたことに気がついていた。


    　自分の両りよう脇わきに、誰かが寝ていることを感覚は教えてくれる。


    　両脇だ。


    　恐ろしかった。


    　視線を天井に固定させたまま、昨日のことを思い出す。


    　花見をして、ビールを呑のんで、騒いで、フランと話して──


    　記憶はそこまでだった。その後のことはなにもかも曖あい昧まい模も糊ことしている。


    　アカザは天井を見つめながら、勇気を振り絞る。現実から目を背そむけたい気持ちは、このままもう一度寝てしまおうとそそのかしてくるが、それでなにかが変わったりはしないだろう。


    「ん──……」


    　アカザの勇気ゲージが行動可能ポイントに到達する前に、右側から声が聞こえた。鼻にかかった甘い声に聞き覚えがある。


    「んん……」


    　右側の声に呼応するように、左側からも声がした。やはり、聞き覚えのある声。


    　──なんで、どうして、こんなことに。


    　アカザはだらだらと汗をかく。


    「んふぅ……」


    　もぞりと、右側で動く気配。投げ出していたアカザの右腕に、すり、と暖かくてふっくら柔らかい感触がある。


    「ふぁ……」


    　やはりその気配に触発されたのか、左側からも動く気配がある。ふわふわとした細いものが、アカザの左腕にするりと絡みついた。


    「……っ！」


    　アカザの心臓が、どくりと跳ねた。さすがに、現実から目をそらしてはいられない。


    　がばりと、腹筋の力だけで起き上がろうとして──両腕を引っ張られる。。


    　そして、認識した現状に、くらりと目まいを覚えてしまう。


    　アカザの左側には、サカナが丸まっていた。猫又と呼ばれる〈取り替え子チエンジリング〉としての本性を現し、猫耳をピクピクと動かしながら、尻尾しつぽをアカザの腕にからめている。


    　右側にいたのはハルだった。アカザの右腕を抱き込むような姿勢で眠っている。


    　──なんでこんなことに！


    「い……いたたっ！」


    　混乱した瞬間、激しい頭痛がアカザを襲った。頭を抱えたくなるが、腕はハルとサカナにとられている。


    　アカザはおそるおそる二人から両腕を取り返し、上半身を起こした。


    「あ。社長、両手に花♪」


    　楽しげな声が、アカザにさらなる混乱をもたらした。声は明らかにコルコのものだ。


    　見れば、コルコはアカザたちの寝るベッドの横、床に座っていた。しかも、そこにいたのは、コルコだけではない。


    「あ────、おはようございます～」


    　コルコの横に転がっていたオーガストが、目を擦こすりながら身を起こす。頭の両りよう脇わきに、彼女の本性である、羊のような角がある。彼女はオーガと呼ばれる〈取り替え子チエンジリング〉だ。


    「な、なんで……。こ、ここって……」


    　アカザの頭痛は治まらない。胃のむかつきも増している。かろうじて絞り出した声にコルコがあっさりと答えてくれた。


    「ここ、フランの家です。アカザさん、昨日、潰つぶれちゃったんですよ。しかも、サカナは社長にしがみついて起きないし」


    「そ、それは……」


    　記憶にない醜態が、アカザの羞しゆう恥ちをあおった。汗がさらにダラダラと流れてくる。


    「仕方ないから、頑張ってアカザさんを運びまして！　フランが寝室を貸してくれるって言ってくれて」


    「は、はい……」


    　アカザはもう、コルコの顔を見ることができない。


    「そしたら、ハルまで社長の横で寝落ちしちゃいまして。さすがに、三人だけこの部屋に寝させるのもまずいかなあと思いまして」


    　その結果が、このザコ寝状態と言うわけか。


    　アカザは事態を理解した。


    「三人きりにした方がよかったですか？」


    「勘弁してください……」


    　コルコの言葉に、突っ込むこともできないアカザだった。


    「起きてます？」


    　ノックもせずにフランが部屋の中に入ってきた。


    「あ、アカザさん、起きましたか」


    　フランの目が、アカザには氷のように見える。


    「朝食、用意したんで食べていってください」


    　声がいつもより冷たい気がする。


    　フランの家のリビングは、来客を想定しているのか、一人暮らしにしては広かった。


    　トーストに手作りらしいポタージュスープ、卵の黄身とトマトが鮮やかなミモザサラダは、見た目も美しかった。一人暮らしのアカザには、望むべくもないような朝食だ。


    　フランの料理は、昨夜、ハルたちが話していた通り、美お味いしいのだろう。


    　コルコと三人の〈魔女〉は、昨日の話を楽しげにしながら、その朝食を摂とっている。


    　その話に相づちを打ちながらも、アカザは味を感じることができなかった。


    　初めて、酒で失敗した。


    



    



    　春の週末が開けて、月曜日がやってくる。


    　アカザは、親会社である〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の極東支社フアー・イースト・ブランチを訪れていた。


    　彼を〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の社長に据えたのは極東支社フアー・イースト・ブランチの最高経営責任者ＣＥＯ、高こう坂さかゾフィーだ。彼女は、定期的にアカザを呼び出す。


    　今日もまた、アカザはゾフィーに呼び出され、それなりに慣れてきた来客用会議室のソファーに座っている。


    　この極東支社フアー・イースト・ブランチはひとつのフロアが丸々ミーティングスペースになっていて、そこには大小合わせて五十を超える会議室があるのだが、アカザはいつも同じ会議室に通される。


    　ソファーもテーブルも機能的だが美しく整えられた会議室。初めて訪れたときは落ち着かなかった。今は特に気後れも感じない。


    　ただ、ゾフィーに対たい峙じするという緊張感は、抜けない。この国でもっとも有名な〈魔女〉でもある年齢不詳の美女は、いつでもアカザの気持ちを揺さぶってくる。


    「やあやあやあ！　ご足労感謝するよ！」


    　今日もゾフィーはテンション高く会議室に登場する。


    　会うたびに異なる香水の香りがふわりとアカザの鼻をくすぐる。


    　アカザはソファーから立ち上がり、会え釈しやくを返した。会釈する仕草にもずいぶん慣れたな、と自分に対して思う。


    「まあまあ座ってくれたまえ！」


    　この美女の口元からは、いつでも笑顔が絶えない。


    　いつも通り、彼女の自慢らしいコーヒーが運ばれてくる。


    　アカザは、一口だけそのコーヒーを飲み、ゾフィーの笑顔を見つめる。彼女はいつも余裕のある笑みを浮かべており、そこから彼女の心を伺うかがうことはできない。


    　結局は、直接聞くしかないのだ。


    「今回は、どのようなご用事でしょうか？」


    　アカザの声は固い。重要な用事であればあるほど、ゾフィーは陽気に振る舞うという経験則が、アカザを警戒させている。


    「まあまあ！　コーヒーをどうぞ」


    　言いながらゾフィーはアカザの向かいに座り、用意された資料をめくった。アカザの手元にも同様の資料がある。〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の経営資料だ。


    「三月の期末決算、まだフィックスはしていないようだが、拝見したよ」


    「はい」


    　そこには、この一年のアカザと社員たちの行った成果が、数値として記されている。稼働率の増加と、仕事量の増加に伴う収入の増加。赤字の金額が見事な下降線として、グラフで表されている。


    「期末を迎えるのは初めてだったね！　なかなか大変だろう」


    「私は特には。南みなみ大だい東とうが頑張ってくれていますから」


    「なかなか上司が板についてきたねぇ。結構だ」


    　ゾフィーは美しくマニキュアに彩られた指先で、つ、と資料の数字をなでた。


    「負債の減少はグラフにしても小気味いいくらいだね！」


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉が抱えていた一千万を超える負債を解消すること。それが、アカザに課せられた使命だった。そのための努力は実ったと言っていい。


    「今年度で完全に解消できなかったのは残念だが、収益に関してこのままの数値を維持していけば、黒字に転じるのもまもなく、といったところだね！」


    「恐れ入ります」


    　赤い唇くちびるに美しい笑みを浮かべてゾフィーは続ける。


    　いつもそうだ。この美女は笑みを浮かべながら軽快に言葉を紡つむぐ。そして、その次に爆弾を投げつけてくる。


    　アカザは神妙にうなずきながら、ぐ、と息をつめる。


    「そこで提案なのだが」


    　──きた。


    　警戒などしても無意味かもしれない。それでもアカザは身構える。


    



    「今期をもって〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉を解散して欲しい」


    



    　一瞬、アカザはゾフィーの言葉が理解できなかった。


    　解散。


    　そんな言葉の意味は分からない。そう判断しそうになった。


    「解散、というと」


    　──欺ぎ瞞まんだ。


    　自分を騙だましている場合じゃない。アカザは自身を叱しつ咤たしながらも、投げつけられた言葉を繰り返していた。


    「会社をなくす、ということだよ」


    　まだまだ経営者としては新米である若者に対するゾフィーの言葉は、優しげだった。


    「つぶす、ということ、ですか」


    「そう！　〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の資本金は、百パーセント我が社による出資だ。その資本を引き上げて、なくしてしまうということだ」


    　にこにこと微笑ほほえむゾフィーは、これはよい提案なんだよ、という顔だ。


    「もちろん、つぶしてそれまでというわけじゃないよ！　君も含めた社員たちにはちゃんと行き先を用意させていただく。それぞれ、希望する職場への転職を約束するよ」


    「あ、あの」


    　ゾフィーに対してアカザは弱みを見せたくない。でもだめだ。どうしても、動揺が声ににじむ。


    「君には、本社に来て貰もらいたいな」


    　ゾフィーの笑みが深くなった。瞳ひとみに強い光が宿る。


    「君に用意している本社のポストは、新設予定の部署の、部長だよ」


    　子会社社長から〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の正社員へ。しかも、部長ということは、おそらく役員として。


    　それは〈衝突災禍カラミテイ〉対策に関して、より重要な立場でかかわれるようになるということでもあり、地位にもよるのだろうが、社会的な信用度も高くなるということでもある。社会的な保障や、金銭面でも、今より向上する可能性が高い。それは確かに「いい話」だろう。


    「〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉での経験を、存分に生かして……」


    「理由を！」


    　アカザはゾフィーの言葉をさえぎった。なぜこの女は「つぶした後の話」などをし続けているのだ。こんな話に、納得できるわけがない。


    「〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉をつぶす理由をお聞かせください」


    「必要かい？」


    　ゾフィーの口調はこちらをからかっているとしか思えない。


    「はい。〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉責任者として、説明を求めます」


    　きっと見据えてくるその視線を、心ここ地ちよいものであるかのように、ゾフィーは受け止める。


    「もともと、そのつもりだったんだよ」


    「……はい？」


    　ゾフィーはゆっくりと思惑を語り出す。


    「一年前の〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉は赤字企業だった」


    　それは間違いない。アカザはうなずいて同意する。


    「我が社の税金対策として存続させるのはかまわないが、それは別に〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉でなくてもいい。ただ、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に所属する〈魔女〉たちは、いずれも〈取り替え子チエンジリング〉であり、非凡な才能を持っている。にもかかわらず、それをいかせていないという人材だった」


    「その通りです」


    　みな、どうしていいか分からず、無為に日々を送っていた。


    「私は、彼女たちの才能を生かしたかった。そのためには、自分たちの力により『成功した』という体験が必要だと考えていたんだ。その体験を経て、彼女たちの才能は花開くに違いない、とね」


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉はゾフィーの声がかりで誕生した企業だという。ゾフィーが〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の〈魔女〉たちのことを、それなりに気にかけているのは、間違いない。


    「成功を味わわせるために、何人かの人間に彼女たちを任せてはみた。しかし、うまくはいっていなかった」


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉には、アカザの前に何人かの社長がいた、という話をアカザは聞いている。彼女たちに対して、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の〈魔女〉たちはあまりいい印象を持っていないようだった。


    「そこに、呪のろわれた君が現れた。私は君をそのまま腐らせたくはなかった。ハルが、新しい社長は君がいい、と言い出した」


    　そして、ハルはアカザの前に現れた。


    「ちょうどいい、そう思ったよ」


    　過去を思い出してか、目を伏せたゾフィーの笑みが深くなる。


    「私は君を〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の社長にすることにした。うまくいけば幸いだ。失敗しても、別に構わない。次の手段を講じるだけだ」


    　アカザには他に選択肢がなかったとしても、この女には、やり直しのきく手段のひとつに過ぎなかったのだ。アカザは、魔法とはまったく異なるゾフィーの持つ力を感じる。それは、財力や権力と呼ばれているものだろう。


    「とりあえず、やらせてみよう、そして、うまくいったら、次の段階に進ませよう。私は最初から、そのつもりだったのさ」


    　ゾフィーはにっこりとアカザに向かって微笑ほほえみかける。


    「君と君の部下たちは、うまくやったんだ。小さい会社を切り盛りしていくのも悪くないが、君たちには、もっと大きい仕事に関わって欲しいんだよ」


    　会社というシステムは、どんどん上を目指していくものだ。その過程において、今の会社が器としては小さくなる、ということもある。その場合、器を作り替えるというのも、よくあることだ。


    　それでも、アカザは。


    　会社というシステムを動かす人間であるアカザは。


    　まだ、今の器の中にいたいのだ。


    　その中にいる仲間たちと共に、まだ一緒に過ごしたいのだ。


    「あ、あの……俺おれは……」


    　なにか、答えを返そうとするけれども、どう言葉を紡つむいでいいか、アカザには分からなかった。どうしようもなく、混乱している。


    「まあ、今回は話だけだ。まだ完全に決算も終わったわけではないしね」


    　ゾフィーはふっと力を抜いた。彼女は経営者の言葉の重さというものをちゃんと知っている。


    　その言葉の重さに、アカザはいつでも大きなダメージを受けるのだ。


    「考えるお時間をいただきたいの、ですが」


    　ようやく紡いだ言葉は、なにかを覆くつがえせるようなものではなかった。


    「もちろん。そうだね、三か月くらいは猶予をあげるよ」


    　ゾフィーは手元のデミダスカップを取り、エスプレッソコーヒーに口をつけた。


    「今日はそれだけだよ」


    　とん、カップを置く仕草は、そのままアカザに退室を促うながしている。


    「では、失礼いたします」


    　受けた衝撃を隠せないまま、アカザはぎくしゃくと立ち上がり、会え釈しやくをして、会議室を出ようとした。


    「ああ、そうだ」


    　その背に、もう一度、ゾフィーが声をかけた。


    「すっかり保留になってしまっているけれども。君の〈魔力持ちユーザー〉への復帰というオーダーを、私は取り下げたつもりはないよ」


    「──失礼します」


    　その言葉を無視するように、アカザは、会議室から出て行った。


    　アカザは呪のろいによって、魔法が使えない。でも、その魔法を復活させる方法は、すでに解明されている。


    〈魔女〉と〈魔力持ちユーザー〉が、共通して持つ「ちから」──〈吸収アブソーブ〉と呼ばれるものがある。その〈吸収アブソーブ〉を行えばよいのだ。


    〈魔女〉は他の〈魔女〉を身のうちに取り込むことで、己の魔法を強化することができる。


    　そうすれば、アカザは最強の、おそらくはかつてを上回る力を持つ最強の〈魔力持ちユーザー〉に戻ることができる。


    　ゾフィーは〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の〈魔女〉一人を生いけ贄にえにすることで、アカザに〈魔力持ちユーザー〉へ戻れと言い続けている。


    　──そんなこと、できるわけがないのに。
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    幕間　来客用会議室にて


    



    　きちんと頭を下げて、アカザは去っていった。姿勢のよい彼が会え釈しやくという仕草に慣れると、それはとても美しく見えた。


    「人は成長するものだし──どんどん、変わっていくものだね」


    　つぶやいて、ゾフィーはカップに残っていたコーヒーに口をつけた。


    「ねぇ、そう思わないか？」


    　空になったカップに目を落としながらの問いかけに、


    「もちろん。そうでなくっちゃ！」


    　明るい声が答えた。


    　いつの間にか、会議室のソファーには、一人の少女が座っていた。


    　柔らかそうな白い髪と紅あかい瞳ひとみを持つ、少女が。


    「やあ、久しぶり」


    　ソファーをくるりと振り返り、ゾフィーは少女に微笑ほほえみかける。


    「うん、本当に久しぶりだね、ゾフィー」


    　にい、と唇くちびるをつり上げるようにして、少女も笑い返した。白い髪がふわりと揺れる。妖よう精せいのような美しい少女だ。
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    　彼女の名前は誰だれも知らない。


    　アカザに魔法を使うと死ぬという呪のろいをかけた〈魔女〉。ある者は彼女のことを、〈穴ホール〉の守護者と呼ぶ。世界に〈衝突災禍カラミテイ〉をもたらす〈穴ホール〉の前に、忽こつ然ぜんと姿を現し、その破壊を阻はばむからだ。


    　彼女自身は〈最悪の魔女ザ・ワースト〉と名乗っている。かつて、アカザにそう呼ばれたことを、彼女はとても気にいっているのだ。


    　妖よう精せいのような少女は、華やかにそして邪悪に微笑ほほえむ。


    　ゾフィーは少女のすぐ横に腰を下ろした。


    〈衝突災禍カラミテイ〉を起こす〈穴ホール〉を守る〈魔女〉と、〈衝突災禍カラミテイ〉の根絶を志す〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の最高経営責任者ＣＥＯは、親しげに微笑み合った。


    「ねえ、ゾフィー。アイツを揺さぶって、どういうつもり？」


    　うふふ、とゾフィーは嗤わらう。


    「人は変わるものだけれど、安定を求めてもいるからさ。そうすると、停滞してしまう。このあたりで、邪魔しておこうと思ってね。彼に安定してもらっちゃ、君だって困るだろ？」


    「そりゃあ、もちろん。アイツには成長してもらわないと困るからなあ」


    　少女は、テーブルに残されたコーヒーに手を伸ばした。先ほど、アカザに出されたものだ。口だけつけられたカップの中には、冷めたエスプレッソが残っている。


    　アカザが口をつけたその場所に、少女は口をつける。


    　ゾフィーの他ほかに見る者があったらなら、その仕草が少女のアカザに対する愛着を示していると思っただろう。


    　そんな少女を眺めながら、


    「それにね！」


    　ゾフィーは楽しげに人差し指を立てる。


    「アカザくんには試練と苦悩がよく似合う！」


    「あ、それはドーカン」


    　ぱん、と大きく手を打ち合わせて、少女は同意を表現する。


    「眉み間けんにしわをよせている顔が堪たまらなくてね」


    「ドーカンドーカン」


    　少女は芝居がかった仕草でうなずいた。


    「とりあえずはね、彼に永遠に続く信頼関係なんてないと教えてやろうと思って」


    　うっとりと謳うたうようにゾフィーは言い、続ける。


    「私と君、両方の目的にかなう行為だと思うんだけど？」


    　つ、とゾフィーは少女の頰ほおに指を滑らせる。なめらかで白い頰に、ブロンズ色のゾフィーのマニキュアが映えた。


    「ほんとかなあ？」


    　少女はその指を摑つかみ、上目遣いにゾフィーの表情を伺うかがう。


    「私が君に偽りを言うとでも？」


    　わずかな沈黙が、二人の間に落ちる。


    　少女は、摑つかんだゾフィーの指先に、そっと口づけた。


    　ちゅ、と少女の舌先が音を立てる。


    「分かったよ。せいぜい、アイツをひっかき回してやって」


    「心得た」


    「右往左往する様がチョーカワイイしね」


    「いや、同感だ。惑う若者というのは、なんともいいものだね」


    　言いながら、ちらりとゾフィーは壁の時計を見た。


    「そろそろ、時間かな」


    「おや、別の約束？　まったく、貴女あなたは忙しいね」


    　少女は肩をすくめる。


    「この会社も、安定にはほど遠いと言うことさ。私が忙しすぎるなんて、困りものだ」


    「偉い人にはどーんと構えていて欲しいものだね！」


    　はあ、とゾフィーはわざとらしいため息をつき、また、にやりと笑う。


    「でもまあ、この仕掛けには手をかけたくてね」


    「それは、できあがりが楽しみなことだ♪」


    　うふふ、と少女は嗤わらう。ぺろりと舐なめてみせた赤い唇くちびるはぬれたように、飢えたように光っている。


    「うん、君にはきっと楽しんでもらえるだろう」


    　少女はもう一度ゾフィーの指先に口づけ、別れを口にした。


    「じゃあ、また」


    「うん、また」


    　現れた時と同様に、白い少女は忽こつ然ぜんと姿を消していた。


    　それとほぼ同時に、会議室に備えられた内線電話が、呼び出し音を鳴らす。


    「はい、高こう坂さかだ。ああ、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の子だね。いいよ、通して」


    　内線に出たゾフィーが来客を許可すると、程なくして、ドアがノックされた。


    　こつこつ。


    「どうぞ」


    　ゾフィーの声に従い、ドアは開かれる。


    「失礼します」


    　緊張した、若い女の声だ。かちゃり、と音を立てて扉が開く。


    「よく来てくれたね。まあ、座ってくれたまえ」


    　ゾフィーは、その相手に向かって笑いかけた。


    「今日はね、君にとっていい提案をさせてもらおうと思ってね」


    　この国で一番有名な〈魔女〉は、艶あでやかに嗤う。


    「はい……」


    　訪問者は緊張した面おも持もちで、先ほどまでアカザがいた、少女がいたソファーに、腰を下ろした。
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    第二章　相談のタノシミ


    



    「もっと強くなりたいんでしょう？」


    　その声は、まるで心にしみこんで来るかのようだった。


    「だったら、今の場所に居続けちゃあ、いけませんよ」


    　──でも、だって。


    　紡つむごうとする反論は言葉にならず。


    「大丈夫。貴女あなたはもっと強くなれる。そのための方法もご存じでしょう？」


    　優しげな声は、諭さとすように告げてくる。


    　──確かに、自分は強くならなければいけないけれど。


    「何も心配はいりませんよ。どうぞ、心の赴おもむくままに、ことをなしてしまいなさい」


    　──本当に、そんなことをしていいんだろうか。


    　諭すような、そそのかすような言葉を遮さえぎることもできず。


    「居場所は、ちゃんとありますから」


    　──本当に？


    　──それがなくては、生きていけない。


    「さあ、もっと強くおなりなさい。それが、彼女があなたに望んだことなんでしょう？」


    　踏み出せない一歩を踏み出せと声が言う。


    「〈吸収アブソーブ〉して、おしまいなさい」


    　彼女は、その言葉にうなずいた。


    　うなずいて、しまった。


    



    



    　アカザは春の午後三時の、霞かすむような空を見上げた。〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉極東支社フアー・イースト・ブランチからの帰り道だ。


    　──どうしよう。どうしたらいいのか。


    　せっかく順調に進んでいるのに。


    　次の段階に移れだなんて。


    　せっかく手に入れた居場所がまたなくなるのかという思いが、アカザの中でグルグルと回る。


    　社員にもどう話していいか分からない。彼女たちも、今の〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に充足しているのだ。解散など、したいはずがない。


    　まずは、コルコに相談すべきだろうか。そんなことを考えながら、アカザは〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉のオフィスのドアを開けた。


    「お疲れさまです……」


    　挨あい拶さつの声にも、覇気がない。今日のゾフィーとの会見は朝十時からだった。アカザは自宅から直接、極東支社フアー・イースト・ブランチに向かっていた。


    　オフィスでアカザを出迎えてくれたのは、コルコだった。


    　他ほかの社員はいない。全員、外回りに出ているのだろう。


    「おはようございます」


    　なぜだろう。アカザはコルコから威圧感を感じる。


    「期末ですよ、社長」


    「はい。期末」


    　世間というのは一年間の区切りで動いていて、その境目となる時期を期末という。アカザは、言葉こそ知っていたが、以前は、自分に関かかわることとして実感していなかったその単語を繰り返す。


    「三月末なんですよね」


    　企業の年度の区切りは、企業によって異なる。この国では、三月末が多いようだ。〈空飛ぶフライング・魔女ウイツチ〉も、その習慣に従っている。


    「はい、そうだったんですよ」


    「──終わったんですよね？」


    　すでに暦は四月。新年度が始まっている。


    　はあ──────と、コルコは大きくため息をついた。


    「まあ、社長はそういうことをおっしゃるんじゃないかなーとは思っていたのですが！　よいですか！」


    　ばあん！　コルコはデスクを叩たたく。


    「は、はい」


    　コルコの迫力に、アカザは圧倒されてしまう。


    「経理的には、今からこそ決算は本番なのです！　本当は、あんな、三月末日に緊急のお仕事なんて受けたくなかった！」


    　先週末の花見のときの仕事のことだ。


    「そ、そういうものなんですか」


    「せっかくした計算がまたやりなおしになるのです！」


    「そ、そういうものなんですか」


    　期末を初めて経験するアカザには、コルコの焦燥が分からない。コルコは優秀な経理であり、彼女に任せておけば安心だと、アカザは思っているのだ。


    「いや、確かに、もうお仕事はないと思って、書類を作っちゃってたわたしが悪いんですけどね！　でも、あのお仕事は前年度のお仕事ですから、当然、入出金が変わるんですよ！」


    「は、はい」


    「そして、きっと今年は税務署の追及も厳しいと思うのです！」


    　税務署。アカザの今までの人生においては、それほどかかわりのない場所であり、単語だった。少なくともかかわりを意識したことはない。


    「そ、そうなんですか？」


    「税金って、色んなものにかかりますけど、企業とかの法人にかかる税金に、法人税というのがあります。これって黒字に対してかかるんです」


    「はい」


    　儲もうけた金額から、給料やら経費やら、他ほかの会社に対する支払いやら、借金やらの、支出を引いて、金が残っていたら黒字。支出の方が多かったら赤字。アカザは頭の中で基本的なことを思い返す。一年前のアカザは、そんなことさえよく分かっていなかったのだ。


    「でもって、税務署は、たくさん税金を払って欲しいものなんですよね。でも赤字の企業は、税金を払いません。ないものは、払えませんから」


    「は、はい」アカザはうなずく。


    「消費税は別ですけど」


    「消費税って、あの買い物のときに付くやつ？」


    「そうです、そうです。うちの仕事に対する報酬にも、消費税はかかってますからね。当然、貰もらっている分の金額は、収めないといけません」


    　多少、興奮状態にあっても、コルコはアカザになにかを教えるということを惜しんだりはしない。いつだって、常識のないアカザに、会社のことをかみ砕くだいて教えてくれる。


    「我が社は昨年度まで、とっても赤字でした」


    「はい」


    　それをはね返すことが、アカザの使命だった。


    「ですけど、今年の我が社は、ちょっとだけ赤字の企業です。もうちょっとで黒字になります」


    　誇らしいはずのことなのに、だからこそ解散しろというゾフィーの言葉が思い出され、ずきり、とアカザの胸が痛む。


    「これが黒字になると、税金を払ってもらえる！　と税務署は思うわけですよ！　だから、追及してくるわけですよ！　赤字として扱うために、変なお金の操作をしていやしないかって」


    「変なお金の操作？」


    　なにをどうすると、黒字が赤字になるのだろうか。


    「例えばですね、今までは経費にしていなかった買い物を経費にしちゃったりとか」


    「ああ」


    「極端な例だと、受けた仕事を受けてなかったことにしちゃうとか。当然、報酬も貰ってないことにしちゃって」


    「それ、ありなんですか？」


    「なしですよ！　所得隠しってやつですよ」


    　その単語は、ニュースで聞いたことがある。


    「なるほど……」


    「すこーしだけ赤字の方が、すこーし黒字よりも手元に残るお金が多い！　なんてことは充分にありえますからね！」


    　アカザは、税金を払うという言葉に伴う、なんとなく嫌な感じの根源が分かった気になった。余計なお金は払いたくないという心理が働くのだろう。


    「税務署が、経費の項目の詳細とか！　入出金の操作をしていないかとか、そういうことを聞いてくるわけですよ！」


    「でも、うちはやましいことは何もないですよね……？」


    　税務署に探られて痛い腹があるわけではない。


    「ないですけど、聞かれたことは答えないといけないですし！　同じような支払いなのに、扱いが違ったりすると、そこを追及されたりしますし！」


    　手間なのだと、コルコは言いたいのだろう。


    「コルコさんあの」


    「以上、愚痴、終了です！」


    　ばん、とコルコはまた机を叩たたく。


    「愚痴だったんですか……」


    「これもお仕事ですし。やらなきゃいけないことは間違いないですから」


    　ふうとコルコは息を吐く。彼女なりに、仕事に向けて自分を鼓舞しているのだろう。


    「さあ社長！　決算の旅に出ようじゃありませんか！」


    「た、たび？」


    「三泊四日で終わるといいですね！」


    　アカザはコルコの剣幕に押されながら、自分のパソコンの電源をいれる。


    「でも、計算とかはコルコさんがやってくれてるんですよね？　俺おれは何をすれば……？」


    　びし、とコルコは再び指を立てる。


    「いい質問です！　社長には、書類を作ってもらいます」


    「書類？」


    「入金が遅れているものとか、分割して支払われているものってありますよね？」


    　確かに、自治体や〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉以外の依頼も受けている〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に対する入金の中には、すんなり払われないものもある。


    「これがどうして遅れているのか、とかに関する説明の文章が必要なんですよ。曖あい昧まいになっているところを明確にするのが、社長のお仕事です！」


    　文章を書かなくちゃいけない。また、アカザの前に経験のない仕事が降ってわく。


    「というわけで！　頑張りましょうね！」


    　コルコの悲壮な声は噓うそ偽いつわりなかった。決算書類をまとめるため、アカザはオフィスに本当に三泊することになった。


    　その一方で、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に関する話をするタイミングをアカザは完璧に逃していた。


    



    



    「泉いずみ野の原はらさん、ご無ぶ沙さ汰たしております」


    　集合場所となる車から降りると、背の高い痩そう身しんの男性が、アカザに声をかけてきた。


    　住宅街の中にある小さな駐車場だ。


    　書類仕事にようやく片がつき、アカザは久しぶりに〈衝突災禍カラミテイ〉の現場に赴おもむいている。


    　今日の仕事は、〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の子会社のひとつ、〈魔法の部屋エンチヤントルーム〉と合同で担当することになっていた。


    　声をかけてきた男は、〈魔法の部屋エンチヤントルーム〉の代表者である、尾おの上うえマキシだ。


    「こちらこそご無沙汰しております」


    　アカザはマキシに頭を下げる。


    　アカザが現場に出る機会は減っているが、今回のように他ほかの会社と合同で仕事にあたる際には、責任者として同行する。


    〈魔法の部屋エンチヤントルーム〉は、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉にとって、ちょっとした因縁のある会社だ。


    　といっても、わだかまりがあるわけではない。


    　一度借りを作り、その借りを返したことのある会社。


    　アカザはそう認識している。


    　借りを作ったのは、それが〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉のリーダーとしてほぼ初仕事だったアカザの失敗が原因だった。まだ、自分自身が何をすべきかよく分からないままに、仕事に挑み、部下である〈魔女〉たちをうまく束ねることができなかった。


    　仕事そのものは、マキシたちのおかげで失敗にはならなかったが、そのときアカザはひどく落ち込んだ。しかし、一年たってみると、あの事態で落ち込むこと自体が未熟だった証拠だな、と思い返さずにはいられない。


    　そんな経験と紐ひも付づく〈魔法の部屋エンチヤントルーム〉との仕事。今回は問題なく終わらせたいと、アカザはほんの少し背筋を伸ばした。


    　今回の業務内容は住宅街で発生した〈衝突災禍カラミテイ〉への対処。奇くしくも、一年前の失敗した仕事と、似たような内容だ。


    「今回はよろしくお願いします」


    　マキシが頭を下げてくる。


    　彼はなかなか癖くせのある性格をしているのだが、業務中にその面を覗のぞかせることはあまりない。


    　そんなマキシに対して、アカザは信頼といえる感情を持っている。


    「こちらこそ、よろしくお願いします。早速ですが……」


    　アカザも深く頭を下げ、仕事の話を始めた。


    　怪物が現れることが多い〈衝突災禍カラミテイ〉だが、その怪物の種類もまた多様であり、臨機応変な対応が必要となることも多い。


    「今回、二社で対応するのはちょっと面倒な感じですね」


    　そう言いながら、アカザはタブレットＰＣ上で資料をスクロールさせる。


    「まあ、〈空飛ぶ魔女うち〉向きかな、とは思うんですけど」


    　現在、この住宅街で起こっている〈衝突災禍カラミテイ〉は、恙つつが虫むしが大量に出現したというものだ。


    　ダニによく似た、しかし大きさは人の頭ほどもある怪物。一匹一匹は脆ぜい弱じやくだが、今回は千匹を超える個体が出現している。


    　アカザは特に虫が苦手ということはないけれど、資料に添付された写真をじっと眺めたい気にはならなかった。


    「実は、うちの攻撃担当、大の虫嫌いでさあ」


    　マキシが苦笑を浮かべる。


    「いや、気持ち悪いですよこれ」


    　アカザも苦笑するしかなかった。


    



    



    『ハル、Ａの４に到着しました！』


    　アカザのインカムに、ハルからの通信が届く。アカザはタブレットＰＣに表示されている、ブロック分けされた地図の該当部分を拡大する。


    「了解。オーガスト、Ａの４の現状を報告してくれ」


    『了解～。Ａの４には十五匹がいます～』


    「ハル、対処を」


    『了解！』


    　オーガストは感知の魔法の使い手だ。感知したものをスマートホンやタブレットＰＣを通して他人に伝えるという技を持っている。


    　たとえ魔法が使えても、一瞬で対処できる虫の怪物の数は限られている。二十戸ほどの住宅が建つ一角に潜ひそむ虫の怪物への対処は、地道な作業を行うしかなかった。一気に対処しようとすれば、この区画を焼き払うくらいしかない。そんなことをするわけにはいかなかった。


    　アカザとマキシは、虫の位置を感知しながら、〈魔女〉たちが一匹ずつ対処していくという作戦をとることにした。


    　時間のかかる仕事になった。


    　作業開始から三時間が経過している。アカザのタブレットＰＣの地図上に表示された、恙虫を表すマーカーは、ようやく半分ほどになっていた。


    　マキシの言っていた虫嫌いの攻撃担当は、明らかに作業の進しん捗ちよくを鈍らせている。


    　まだ作業は三時間以上かかるだろう。


    　──そろそろ、休憩をいれるか。


    　アカザがインカムに指示を送ろうとしたとき、ざわ、と異様な空気が流れた。その空気の出どころを探ろうとアカザが首を巡らせた瞬間、インカムからハルの声がした。


    『アカザさん！　避難遅れの方が──』『きゃあああああああ』


    　通信の後半に混じった悲鳴は、ハルのものではなかった。


    「ハル、どうした!?」


    『一般の方がいらっしゃって──』『きゃあああああああ』


    　悲鳴は続いている。おそらく、避難命令を聞き逃したか、従っていなかった住人のものと思われた。


    　住人の避難は、自治体が担当している。こちらのミスではないが、ただでさえ長い時間がかかっている作業でのアクシデントだ。アカザはつい舌打ちをしてしまう。


    「了解。保護を優先しろ」


    『了解。──！』


    　インカムの向こうでハルが息を飲む気配。


    「どうした!?」


    『恙つつが虫むしが、いっぺんに出てきて──玄関をふさがれてます！』


    「了解、応援を要請する！」


    　個人が対処できることには、限界がある。ためらわず、助けを求めること。それは、集団で仕事をする上で、とても重要なことだとアカザは学んでいた。


    「オーガスト、ハルの現在位置はＡの４で変わらないか？」


    　アカザは傍かたわらで感知の魔法を発動し続けているオーガストを振り返った。オーガストはぐい、と手の甲で額の汗を拭ぬぐった。長時間の魔法行使で疲労の色が濃い。


    「表示しま～す」


    　それでも、いつも通りの気の抜けた返事と共に、地図上にハルを示す新しいアイコンが表示される。ハルの報告通り、アイコンは恙虫の密集を知らせている。


    「Ａの４地点の住宅内にて、戦闘発生。周辺の作業者は応援に向かってください！」


    　即座に対応しなければならない事態が発生した以上、別の会社に所属していることにこだわっていたら、被害は広がるばかりだ。〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉だけで対応する必要はない。


    　アカザは〈魔法の部屋エンチヤントルーム〉を含めた作業者全員に応援要請の通信を送った。


    



    



    　うぞうぞとざわめくように動く恙虫で、その民家の短い廊下は埋まっている。すべての個体が似たような動きであるにもかかわらず、節のある脚はバラバラに動き、波のように見える。


    　ハルは特に虫が苦手ではないけれど、やはり背筋がゾクゾクする光景だった。


    　逃げ遅れたらしいこの家の住人は、まだ若い女性だった。どうやら、虫は苦手のようだ。悲鳴を上げ続けたうえに、とうとう気絶してしまった。


    「運ぶのは楽だけど……」


    　女性を左腕に抱えながら、ハルは嘆息した。右手には杖つえを構えているものの、この状態で魔法を使えるかは疑問だった。


    　ハルの魔法は、炎の魔法だ。一般人を巻き込んでしまってはたまらない。抱きかかえながら使いたいとは思わなかった。


    「こちらハル！　一般の方は確保しました！　自力での脱出は難しそうです」


    　インカムに向かって報告する。


    　自分がなにかをできないと表明するのは、悔しい。でも、ここで意地を張ってもいいことは何もない。迷惑がかかるだけだ。


    『こちらアカザ。現在、応援が向かっている。身を守ることを優先しろ』


    「了解しました！」


    　ハルは、杖を背負い、片手で抱えていた女性を両手で横抱きにした。周囲の恙つつが虫むしは、その数を増している。


    「うう……気持ち悪い」


    　虫に対する苦手意識はないつもりのハルだったけれど、生理的嫌悪を感じずにはいられない光景だった。


    　恙虫にたかられることを想像すると、ぞっとする。そのアゴで皮ひ膚ふを食いちぎられることよりも、そちらの方が恐ろしいくらいだ。


    　リビングに続いているはずの背後からもがさがさと音がする。


    　完全に、周囲を取り囲まれている。


    　ハルには恙虫の考えていることなど分かりはしないが、こちらの動きを窺うかがっているのか、ゆっくりとゆっくりと近づいてくる。取り囲む輪を、狭めてくる。


    　後ろにも下がれず、前にも進めない。


    　がさがさ。


    　虫が近づいてくる。


    「ううう……」


    　ハルの口からは、うめき声が漏もれてしまう。


    　だから。


    　ばん！


    　玄関の扉が勢いよく開く音には、驚くよりもほっとした。


    　扉のちょうつがいをはね飛ばさんばかりの勢いで現れたのは──馬だった。


    「えっ……？」


    　まさか、馬が来るとは思っていなかった。ハルは、一瞬、呆ぼう然ぜんとする。


    『サカナだよー！　ハル、一角獣ユニコーン来た？』


    　インカムから、仲間の幼い声が聞こえる。ものすごく、得意そうだ。


    「は、ハルです。き、きました」


    　言われて見れば、馬は額の部分から角を生やしている。ハルもこれまでに何度も見たことのある、サカナの召喚する怪物のうちの一体だ。


    「な、なんで、一角獣ユニコーン？」


    　一角獣ユニコーンは本来、治療を得意とするものだ。危機的状況ではあっても、怪け我がをしているわけではないハルには、それほどありがたみはない。


    『スピードを優先しただけだもん！　それより、ハル、今のうち！』


    　サカナの言葉にはっとして見渡せば、大きな音にひるんだか、ハルを囲む虫の輪は崩れていた。恙つつが虫むしは、虫だけあって知能はさして高くないらしい。


    　ハルは、その崩れた部分を縫ぬって走った。取り囲まれてさえいなければ、廊下から屋外までは二メートルもない。それでも家から飛び出したとき、ハルは安あん堵どから膝ひざを折りそうだった。


    「は、ハルです。Ａの４から脱出しました。一般の方は気絶してますけど、怪我はありません」


    『アカザだ。了解。後は応援にまかせろ！』


    　断言するアカザの声も頼もしい。


    「ハルです、了解！」


    　人に仕事を任せるのが、以前のハルは苦手だった。やれそうなことなら、全部自分でやってしまいたかった。そうしなければ、認めてもらえないように思えた。


    　──でも、今は平気かな……。


    　自分のやれること、自分しかやれないことを頑張ればいいのだ。


    　ハルは今、心からそう思っている。


    　保護された住人は、昼寝をしていた主婦だった。


    　こんなアクシデントがありつつも、日が暮れる頃ころ、ようやくすべての恙虫に対する処置は終了した。


    　他ほかの会社と一緒に業務を行ったのは久しぶりだが、〈魔法の部屋エンチヤントルーム〉と一緒に仕事をしたのは、勉強になったとアカザは思っていた。彼女たちは細やかな作業の練度が高い。


    　──自分の未熟さが分かるってのは、成長し始めたってことだよな。


    　子供は自分のことを子供だとは思わない。自分のことを子供だと感じた時点で、大人になり始める。


    　──なんでも一人でできると思っていた、「最強」だった頃の俺おれは、ひどく未熟だったのかもしれない。


    　オフィスにいるコルコに作業の終了を告げれば、時刻は午後七時近かった。〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の業務終了時刻は、午後六時だ。


    「泉いずみ野の原はらさん」


    「はい？」


    　声をかけてきたのはマキシだ。


    「この後も、ご用事がおありですか？」


    「いえ、特には……」


    「前に、おごらせてくれって言いましたよね。よろしければ、これからいかがです？」


    　確かに、そんなことを言われた覚えはある。


    　仕事相手と呑のみにいく。アカザには経験のないことだ。応じることにためらいを感じる。


    　ただアカザは同じ職業であるマキシのことを信用していて。


    　──彼になら、解散の件、相談できるかもしれない。


    「そうですね。では、お言葉に甘えさせていただきます」


    　アカザはうなずいた。


    



    



    　マキシがアカザを誘ったのは、彼の行きつけだという居酒屋だった。


    　住宅街にぽつんと建ったその店は、懐かしい雰囲気の漂う二階建ての古民家だ。曇りガラスのはまった格子状の引き戸と、その前に飾られたミモザの花が落ち着いた雰囲気を醸かもし出している。ただ、ミモザの隣に置かれたメニューに書かれた金額は、庶民的といってよかった。


    　マキシに先導されるまま店の玄関をくぐると「いらっしゃいませ！」と張りのある声がかかった。明るい挨あい拶さつは、古めかしいけれど清潔な店内と相まって、アカザにいい印象を与える。


    「感じのいいお店ですね」


    「じゃなきゃ、連れてきませんよ」


    　業務が終わったせいか、マキシの言葉は心なしか砕くだけたものになっている。


    　通された席は個室で、相談事をしようと思っていたアカザは安心した。


    「泉いずみ野の原はらさん、魚、大丈夫？　ここ、刺身も焼き魚もうまいですよ」


    「はい、好きです」


    　アカザに好き嫌いはない。


    「へえ。若いのに」


    　自分と十歳は離れていないだろうマキシが妙にしみじみと言う。


    「変ですかね？」


    「俺おれ、泉野原さんくらいの頃ころは、もう肉が食えればそれだけでよかったから」


    「肉も好きですけどね」


    「ですよねー」


    　マキシが笑う。「ビールでいいですか？」


    「はい、生で」


    　どうもここの所、ビールばかり呑のんでいる。大人になったみたいだな、と思う自分が、かえって子供っぽく感じられ、アカザは噴き出しそうになった。


    「いや、なんか年をとるごとに、肉より魚が好きになってくるんですよ。年上連中に聞いた話だと、これがさらに、野菜が好きになってくるらしい」


    「そういうものですか？」


    「お楽しみに！」


    　にっとマキシが笑顔を浮かべた。


    　普段の彼は、どちらかといえば酷薄そうな印象がある。だが、笑顔には愛あい嬌きようがあった。


    　ジョッキはすぐに運ばれてきた。アカザとマキシは乾杯をする。


    「お疲れさまでした」


    「お疲れさまでした！」


    　そんな風に言いながらビールを呑のむ自分が、アカザにはドラマに出てくるサラリーマンのように思える。


    　さっそく運ばれてきた料理は、マグロとチーズのカルパッチョだ。


    「一人暮らしなんで、野菜食べたいとか思っても、コンビニのサラダくらいしか食べられそうにないですね」


    「悲しいこと言いますねえ。ここで彼女作れ！　とか言っても、社会人だとなかなか……。出会いっていっても、まわりは〈魔女〉だらけだしねえ」


    「〈魔女〉だと、なにか不都合でも？」


    　アカザは首をかしげる。彼女が欲しいわけではないが、周りの女性は九割が〈魔女〉だ。


    「仕事のこと分かりすぎる相手って、それはそれで面倒というか、仕事と生活の切り替えができないって気がするんですよ、俺おれは」


    「そういうもんですか……」


    　実感を伴わないアカザの相づちにマキシはにやにやと笑う。


    　もっと会話に詰まるかと思っていたのに、マキシとの会話は意外なほど弾んでいた。


    「泉いずみ野の原はらさんは、まだ、仕事のことでいっぱいいっぱいか」


    「余裕は、出てきた気もしますけど。元々、趣味とかがある方じゃないんで。仕事……ずっと、魔法とか〈衝突災禍カラミテイ〉とか、〈穴ホール〉のことばっかり考えてるんですよ」


    　マキシが頼んだ魚介中心の料理は、勧めるだけあって、どれも美お味いしい。


    「だからあなたは『最強』だったのかもな」


    「…………」


    　しみじみと言うマキシに言葉を返すのは難しかった。


    「何かをするのに、つらいと思うヤツと、そんなこと何も考えずにできるヤツがいるなら、何も考えないヤツの方が、その何かを効率よくできるでしょう。すごくシンプルに言うならば、たくさんやればやっただけ、時間をかければかけるだけ、人は成長するものじゃないですか。同じことをどれだけ突き詰めて考えられるかどうかが、そいつの伸びしろなんじゃないですか」


    「そういうものですか？」


    　箸はしを綺き麗れいに操り、焼き魚を口に運んで、マキシはうなずいた。


    「ず──っと考えてる、そのことのために時間を使ってるやつの方が、そうでないヤツより強くなるのって当たり前だって気がしますよ」


    「もしかしたら、それは『そのことしかできない』って欠陥なのかも知ませんよ」


    　アカザは確かに最強と呼ばれていた。でもそれは、復ふく讐しゆうという暗い感情から始まっている。


    「欠陥でも俺おれは、うらやましいけれど」


    　いつの間にかマキシは、ビールではなく日に本ほん酒しゆを呑のんでいた。その眼まな差ざしはどこか、遠い。


    　もっと力があれば。戦いの場において、そう考えることが何度あっただろう。


    　少しの間、沈黙が落ちる。


    「尾おの上うえさん、ひとつ聞いて欲しいことがあるんですけど……」


    「ん？　なにか相談ですか？」


    「そうなると思います」


    「のれることなら。……そんなに多くはないですけど」


    　ほんのりと暗くなった雰囲気を変えようとしてか、マキシはひひ、とおどけたように笑う。


    　アカザにはそんなマキシの言葉が、誠実な対応に思えた。


    「実はですね……」


    　アカザはゾフィーから提案された〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の解散について、話した。


    「解散ねえ」


    　うーん、とマキシはしばし考え、ゆっくりと口を開く。


    「あなたの会社は順調に業績を上げている。このまま赤字会社じゃなくなってしまうと、本社の税金対策としての価値は失うわけだけど、それは、会社をつぶす理由にはならない。あなたを社長にした名目は、『赤字をなくすため』なわけだし」


    　自分の考えを整理するように、マキシは言葉をつむぐ。


    「〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉での成功をステップボードに、その人員を別の場所で使いたい。そう考えてるんだよな、大将ゾフイーは。あなたにも、メリットを提示したんでしょう？」


    　食い、杯を傾けて、マキシは喉のどを湿らせる。


    「俺は、そんなメリットなんて……」


    　本社に勤めることなど、アカザにとって嬉うれしくもなんともないことだ。


    「あなたをその気にさせられないなら、大将ゾフイーの交渉は失敗してるんです。とはいえ、親会社がその気になれば、子会社なんてあっという間に吹っ飛ぶわけで……まだ提案なんですよね？」


    　アカザはうなずく。


    「親会社と子会社が敵対するなんて、それこそいいことがない。お互いがいいように、メリットがあるように動くのが、商売の基本なわけで。あなたが会社を解散するのがイヤだって言うなら、『解散させない方がメリットがある』と、思わせればいいじゃないか？」


    　マキシは自分の言葉にうなずいた。


    「解散させない方が……」


    「解散させるデメリットがあるよりは、前向きな方が話は進む。大将ゾフイーの考えていることよりも、存続させた方がいい、って思わせりゃ、提案だって取り下げられるでしょう」


    　アカザを〈魔力持ちユーザー〉に復帰させるだけなら、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉を存続させたままの方が機会は多そうに思えた。ゾフィーはアカザと〈魔女〉たちを、どう使いたいのだろうか。


    　それは、尋ねる価値があるように思えた。その疑問を、提案された場で思いつかなかった自分の未熟さにアカザは、苦笑してしまう。


    「俺おれができるアドバイスはこんなもんかな。具体的じゃなくて、すみませんね」


    「いえ、ありがとうございました」


    　アカザはゾフィーに疑問をぶつけてみようと考える。答えて貰もらえるかどうかは、分からないけれど。


    「あと、そうだ、最後の手段がある」


    「最後の手段？」


    　マキシの表情は微妙だ。


    「独立。──〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の傘さん下かから、抜ける」


    「……そんなこと、できるんですか？」


    　どうすればいいのか、今のアカザからは想像がつかない。


    「まあ……ないですね。今まで、そんなことした子会社、聞いたことないし」


    　忘れてください、とマキシは言った。


    



    



    　マキシとは店の前で別れた。


    　調べてみると、店からアカザの自宅までは徒歩で三十分ほどの距離だった。この店から駅まで歩いて、最寄りの駅から自宅へ戻るのとかかる時間は変わらない。


    　アカザは、タクシーはあまり好きではない。


    　酔い覚ましもかねて歩くか。そう考えたアカザは、今、自宅への道をゆらゆらと歩いている。


    　頭の中をくるくると回る酒気が大層気持ちいい。


    　酒の味は正直まだまだ分からないが、この酔っ払う感覚は楽しいとアカザは思っている。


    　ここ数日の間にも、陽気はよくなってきている。火ほ照てる頰ほおには、風も心ここ地ちいい。


    　アカザの自宅であるマンションへ向かう道は住宅街で、午後十一時を過ぎた今は人通りも少なかった。


    　見上げれば、空には雲にぼやけたような月が浮かんでいる。


    「ああいうの、おぼろ月って言うんだっけ……」


    　なにかが解決したわけではないけれど、言えなかったことを人に告げた後の胸は、ほんの少し軽く、酒の力もあって気分はいい。


    　酒を呑のむと眠りは浅くなると聞くけれど、今夜の夢はいい夢かもしれない。


    



    　背後で気配が、した。


    



    　アカザの浮かれた気分は、唐突に冷めた。


    　歩き続けながら、アカザは今感じた気配を探る。


    　人通りの少ない道で、アカザの背後に誰だれかの歩く気配がする。


    　明らかに足音を殺した気配だった。


    　まっとうな目的を持った相手とは思えない。


    　気付いていない振りをして、アカザはゆらゆらと歩き続ける。


    　相手の正体が分からない以上、拳けん銃じゆうを抜くのはためらわれた。


    　相手との距離は五メートルほどだろうか。振り向かずに、アカザは相手に意識を集中する。


    「────」


    　背後の人物が、ぼそりとなにかをつぶやくのが聞こえた。言葉までは分からない。


    　アカザはとっさに跳躍していた。


    〈魔女〉や〈魔力持ちユーザー〉の持つ高い身体能力は生来のものであり、魔法とは異なる。アカザは助走なしの跳躍で、二メートルを超えるブロック塀の上に着地していた。


    　街灯の光だけでははっきりと確認できないが、アカザのいたあたりのアスファルトが、なにかに穿うがたれる音が響く。


    　アカザはもう一度、跳躍し、地面に着地する。ブロック塀が砕くだける音。


    　どうやら、魔法による襲撃だ。


    「最強」と謳うたわれていた頃ころならまだしも、小企業の社長である今のアカザには襲撃される覚えはない。


    　アカザはまた跳躍する。ぐらりと頭が揺れる気がする。


    　酔いが覚めたわけではない。


    　いくどかの跳躍を繰り返すうちに、アカザは袋小路に追い込まれていた。


    　なおも撃ち込まれる魔法の攻撃を、身体からだをねじ曲げてかわす。


    　そこでアカザは、自分に向かって撃ち込まれているのが、氷塊であることを認識した。


    　ひゅ、と風を切る音がする。


    　アカザは袋小路から抜け出すべく、身を沈めて走りだそうとして──足が、もつれた。


    　襲撃者は、この隙すきを見逃してくれなかった。


    　アカザはこめかみに強い衝撃を感じた。


    　氷塊が、直撃したのだ。


    　頭が揺れる。


    　意識が暗転しかける。


    　はっと気がつけば、アカザはアスファルトの上で、仰あお向むけに横たわっていた。


    　路上で気を失えば当然そうなるのだが、背中が痛い。人生における手痛い敗北を思い出させる状況に苦い思いがわき上がる。


    　──そうか。アイツって可能性もあるか。


    　思い出されるのは、彼が「最悪」と呼んだ〈魔女〉の顔だ。可か憐れんと形容できそうなその顔には、腹立たしい思い出以外ない。


    　かつり、と足音がする。


    　頭の横に誰だれかが立っている。


    　アカザの視界はぐらぐらと揺れているし、街灯とおぼろ月のせいで、その人物の顔は逆光になっている。影に覆われ、見ることができない。


    　その人物──襲撃者は、アカザに向かって手を伸ばしてきた。


    　ぞわっとアカザは寒気を感じる。


    〈吸収アブソーブ〉──その言葉が浮かんだ。


    　アカザは魔法を使うと死ぬという呪のろいにかかっているだけで、強大な〈魔力持ちユーザー〉である。


    　それはつまり、アカザを〈吸収アブソーブ〉すれば、その力を手に入れることはできるということだ。


    　アカザは、ぐ、と歯をかみしめた。


    〈吸収アブソーブ〉は、魔法を使う者同士の力比べだ。


    　より強い力を持つ方が、弱い方を搾さく取しゆする行為だ。


    〈吸収アブソーブ〉など行いたくはないが、黙って〈吸収アブソーブ〉されるわけにはいかない。


    　──そうだ。ここでこいつを〈吸収アブソーブ〉すれば、俺おれは〈魔力持ちユーザー〉に戻るんじゃないか。


    　ほの暗い悦よろこびが、胸のうちにわき上がる。


    　そうすれば、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の仲間を犠牲にする必要もない。


    　──自分の身を守ろうとしただけで、俺は。


    　言い訳めいた理屈が、身体のうちにこもる力を増してくれる気がした。


    　襲撃者の手が近づいてくるのが、待ち遠しくさえ思えてしまう。


    　──さあ、喰くわせろ。


    　かつてないほどに、凶暴な気分がアカザの内側で膨れあがってくる。


    　けれど、襲撃者の手はアカザに触れるか触れないかというところで、止まった。


    　その白く細い指が震えている。


    　アカザの目め眩まいは収まりかけていた。


    　春の強い風が、おぼろ月を覆い隠し。


    　アカザの目は、襲撃者の顔を見る。


    



    　フラン。


    



    　震える指を伸ばし、唇くちびるをわななかせながらアカザを見下ろしている襲撃者。


    　肩で切りそろえられた黒髪も、アカザを見つめる薄うす蒼あおの瞳ひとみも、間違いなく、きまじめで冷たく見えるけれど、実は繊せん細さいな、よく知った女性のもの。


    　それは間違いなく、アカザの部下の一人だった。


    　アカザとフランの視線が交わる。


    　震える手が伸びて──アカザの額に触れる直前で、止まった。
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    　フランはぎゅっと目をつぶる。そして。


    「無理だ……」


    　一言そうつぶやいて、その場から走り去った。


    　袋小路の路地裏で、アカザは取り残される。


    　こめかみはズキズキと痛む。


    　倒れたときに打ち付けた背中も痛い。


    　でも、胸がもっと痛い。


    　フランが、自分を襲った。


    　今まで、アカザが見たことのない魔法を使って。異なる効果の魔法を扱える〈魔女〉は少ない。アカザの知らないうちに、修得したものなのだろう。


    　彼女は〈吸収アブソーブ〉を目的としていた。


    　仲間であるはずなのに。


    「フラン、なんでだ」


    　答える者もいない疑問を、宙に向かって投げかける。


    　他ほかには何もできなかった。
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    幕間　ある会話


    



    「……失敗してしまった」


    　真夜中の路地裏で、女は電話をかけている。


    『おや。今の貴女あなたでしたら、失敗はないと思ったのですが』


    　電話の向こうの声は、心底意外そうだ。


    「期待はずれだったな」


    　女の声に、自じ嘲ちようが込もる。


    『いえいえ。そのように、行動で覚悟を示していただいたのは、素晴らしいことです』


    　電話の声は、女を慰めているような、柔らかいもの。


    「どちらにせよ、わたしはもう、戻れない」


    　聞く者があれば、その声を冷静なものと思うだろうか。心の動きを感じさせない声だと、聞くだろうか。


    『そうですね。大丈夫ですよ、お迎えにあがりますから』


    　電話の相手の声は、あくまでも柔らかい。


    『今、どちらでしょう？』


    　女は、電話の相手に現在の居場所を告げる。


    『はい。では、すぐに参ります』


    　電話が切れる。


    　女は、路地裏の壁に寄りかかる。


    「……そうだ。もう、戻れない」


    　女の声が、歪ゆがむ。


    　ぐっと、なにかを堪こらえる響きがその声には混じる。


    「もう、戻れないんだ……」


    　女の言葉を聞く者は誰だれもいない。


    　ぽつり、と地面に落ちた滴。


    　それを見るものも誰もいない。
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    第三章　業績のタノシミ


    



    「アカザさん！　どうしたんですか、それ！」


    　翌朝、頭に包帯を巻いて出社したアカザを、ハルが驚きの顔で出迎えた。


    　ハルの声に、コルコ、サカナ、オーガストも驚いてアカザを見る。


    「昨日、呑のんだ後に転んじゃって……」


    　情けない言い訳だったが、本当のことを話す気にはなれなかった。


    「危ないですよ!?」


    「しゃちょー、お酒弱いの？」


    「頭は危ないですよ～」


    「どんな転び方したんですか!?」


    　社員たちは、アカザを取り囲む。


    　ハルがこわごわとアカザの包帯に指を近づけ、なぞる。


    「……痛いんですか？」


    「いや」


    　アカザは苦く笑いながら答えた。ハルは、アカザに触れることに対してためらいがない。


    　その無邪気さに、アカザはときどき困ってしまう。


    「しゃちょー、怪け我がなんかしちゃだめー！」


    　サカナはぎゅうっとアカザに抱きついてくる。幼い今ならば、かわいいな、と単純に思うけれど、後、二、三年もすれば困ることになりそうだ。困るまでサカナの側そばにいたいとも思う。


    「病院はいきました～？」


    　オーガストの声はいつも通りだが、やはり気遣ってくれていることは分かる。


    「いや、まだだけれど」


    「じゃあ後でいってください！　それくらいの時間は作りますから」


    　コルコの口調はほんの少し怒っている。彼女にはいつも心配をかけている。


    　社員たちは口々にアカザを心配してくれるが、その中にフランの姿はない。


    「アカザさん、フランがまだ来てないんですけど。連絡がないんですよ」


    　アカザが問う前に、コルコが口にする。


    「……」


    　予想通りだった。アカザは眉まゆをしかめていた。


    「社長にはなにか、ご連絡があったんですか？」


    　アカザの表情をいぶかしむようにコルコが言う。


    「ああ、体調が悪いって携帯に……」


    　アカザは、とっさに噓うそをついていた。


    　フランがどういうつもりで昨晩の襲撃を行ったのか。


    　フランは〈魔女〉として強くなることを目標としている。そのためにアカザを〈吸収アブソーブ〉しようとしたのだろうか。


    　アカザは部下として仲間として、フランを信頼していた。心の距離さえ、縮まったように思っていた。でも、それは誤りだったのだろうか。自分だけが感じていた思いだったのだろうか。


    　アカザには分からない。


    　フランの真意が分かるまで、他ほかの社員に彼女の行動の話はしたくなかった。


    「めずらしーね！」


    　フランの休みに対して、サカナが感想をもらす。


    「今日はフランとご飯を食べなかったの？」


    　コルコがサカナに尋ねる。


    「そんなに毎日ご飯作って貰もらってるわけじゃないよ！」


    　ぶん、とサカナはカボチャ提灯ジヤツク・オ・ランタンを振り上げる。


    「ねえねえ、後でお見舞いにいきたい♪」


    〈魔女〉たち四人の住居は、このオフィスが入っている第四十七世界ビルディングにある。見舞いにいくのは簡単だ。


    「迷惑だよ～」


    　はしゃいでいるようにさえ見えるサカナを、オーガストがたしなめる。


    「──病気なんだから、休ませてやれよ。後で、俺おれがのぞいてみるから」


    　アカザはなるべく何気ない口調を装う。フランの不在が長く続けば、ごまかすことなどできなくなるだろうが、今は隠しておきたかった。


    「あ、それがいいんじゃないですかね」


    　コルコが賛成してくれたため、他の〈魔女〉たちは簡単に引き下がってくれた。


    　──フラン、どこにいる？


    　フランの口から直接事情を聞くしかないとアカザは考えている。


    　その答えを聞くのは恐ろしいことでもあったが、聞かないわけにはいかなかった。


    



    



    　実働可能な〈魔女〉が四人しかいない〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉で、そのうち一人が欠けるということは、一人当たりの作業が一・三倍になるということだ。


    　極端に低かった稼働率をあげる形で収益を増やした〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉にとって、さらに稼働率を上げるというのは、それほどたやすいことではない。


    　今日の業務のほとんどは、〈衝突災禍カラミテイ〉に対する相談への対応だった。


    〈魔女〉ではない人々は、〈衝突災禍カラミテイ〉やその予兆がどんなものであるか知らない。ただ、漠然と〈衝突災禍カラミテイ〉に対する不安を持っているだけだ。


    　実際に〈衝突災禍カラミテイ〉が起こっていない状態で、不安だけを抱えている人々というのも、少なくない。〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉は、その相談に乗っている。


    　もし、実際に〈衝突災禍カラミテイ〉やその予兆が起こっていれば、すぐに対策が可能というのが、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の売りなのだ。


    　ただ、口頭だけの相談では実態がつかめず、実際に現場に赴おもむかなければならないという案件は多い。この場合現場には、社員二人以上で向かうようにしている。社員が一人休めばそこにはアカザが入るしかないが、魔法を使えないアカザには、実際の〈衝突災禍カラミテイ〉対策ができない。


    　今日は実際の〈衝突災禍カラミテイ〉対策に繫つながる案件はなかった。だからなんとかなったものの。アカザはこの会社の人員はギリギリで回っているということを、再認識していた。


    　午後七時。業務を終え、〈魔女〉たちを帰宅させたアカザは、オフィスで携帯を握りしめている。


    　仲間として、部下として、フランには〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の一員でいて欲しかった。


    　でも、フランの考え次第では、不可能になる。


    　──いや。


    　アカザは、まだ〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の社長になったばかりのときのことを思い出す。


    　折れかけた彼の心をハルが言葉で繫いでくれた。人と話すことで、気持ちは変わる。


    　──フランの心が〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉から、俺おれたちから離れていたとしても、呼び戻したい。


    　それが自分の望みだと考えながら、アカザは携帯電話のアドレス帳から、フランの番号に電話をかける。


    　呼び出し音が鳴る。鳴り続ける。


    　──やっぱり出ないか。


    　それでも、アカザはフランを見つけ出さなければいけない。


    　フランの家に、なにか手がかりがあるだろうか。忍びこむことになるが、背に腹は替えられない。アカザはフランの部屋、四○四号室に向かおうと、立ち上がり──携帯電話の着信音に動きを止めた。画面に、さきほどかけたばかりの人物の名が表示されている。


    



    　フランからの着信だ。


    



    　電話をかけたものの、アカザはフランが出ることに期待はしていなかった。まして、フランから連絡を取ってくるなど、想定していなかった。


    　それがあったということは。


    　──フランの身に、別のなにかが起こったのか？


    　アカザは携帯電話の通話ボタンを押した。


    「……フラン？」


    　電話の向こうは、無言だ。ただ、人がいるのは間違いない。かすかな吐息が聞こえる。


    「…………」


    　アカザは無言で待つ。この電話が切れてしまえば、フランに会うことは難しい。


    　どれくらい、沈黙が続いただろうか。


    『……アカザさん……』


    　電話の向こうから、かすかな声がした。それは、確かにフランの声だった。


    「フラン」


    　すがるようにアカザはその名を呼ぶ。


    『……アカザさん、ごめんなさい……』


    　弱々しい声だった。


    「フラン！　どこにいる!?」


    『謝っても……許してもらえないかもしれないけど……後悔、しています』


    　泣きそうな声だった。もしかしたら、泣いているのかもしれない。


    「そんな話、直接会って聞く！　どこにいる!?」


    『最後にお別れを言いたくて……わたしは……』


    　かっと、アカザの中に怒りが湧わいた。


    　フランは、自分の伝えたいことだけを伝えようとしており、ちっともアカザの話を聞こうとしていないのだ。


    「フラン、言え。どこにいる」


    　アカザの喉のどから低い声が、出た。


    『アカザさん……？』


    　アカザの怒りなど、覚悟していただろうフランが思わず聞き返すほどの怒りのこもった声だった。


    「おまえはまだ俺おれの部下だ。勝手にいなくなるなんて許さない」


    　生まれて初めてできた他人との絆きずなを、アカザはまだ手放す気などない。


    『……群ぐん青じよう鹿じか公園の近くの……路地に』


    　アカザの怒りに気け圧おされたのか、フランはその地名を口にした。


    『アカザさん……来ないでください……』


    「そこから、動くなよ」


    　なお、アカザを拒むフランの言葉を遮さえぎって、通話を切る。


    　一方的な言葉に腹が立って仕方なかった。フランの言葉には、アカザに対する情や思いやりのようなものがこもっている。それなのに、それを勝手に断ち切ろうとしている。


    　──そういえば。俺はまだ、社員を叱ったことなんてなかったな。


    　アカザはフランの告げた場所に急いだ。


    



    



    　風が強い。


    　春らしい強い風は、暖かく湿り気を帯びていた。見上げる夜空に星は見えず、雨が降るかもしれない、とアカザは考えた。


    　駅前の繁華街からも、花見をした公園からも近いその路地は、周囲の喧けん噪そうからエアポケットのように遠く、静かな場所だった。


    　その奥は、暗くら闇やみに沈んでいる。街灯らしきものは立っているのに、灯あかりがともっていない。


    　その入り口にアカザは立っている。先には、確かに人の気配がある。


    　怒りはまだアカザの中でくすぶっているが、フランに対して、すぐにぶつける気はなかった。


    「──フラン」


    　だからアカザは、努めていつもの柔らかい声を出す。


    　応こたえはない。だが、気配はある。


    「──フラン、答えてくれ」


    　アカザは路地裏に足を踏み入れる。


    　──もし、フランがまだ俺おれを〈吸収アブソーブ〉する気だったら？


    　ふと、そんな疑問が頭をもたげる。


    　──こうして、俺が一人、この場所にやってくるように仕向けたのだとしたら？


    　路地裏は暗く、静かだ。


    　──俺は、誰だれにもここに来たことを告げていない。俺が〈吸収アブソーブ〉されてしまっても、誰も気付かない。


    〈吸収アブソーブ〉された者は、跡形もなく、消えてしまうのだから。


    　どくりと、自身の鼓動が大きく響くのを、アカザは感じた。


    「フラン──俺だ、アカザだ」


    　もう一度、路地の奥に声をかける。


    　アカザは急に生じた疑念を押しつぶす。


    　──ここまできて、疑ってどうする。


    　アカザはさらに路地裏に足を踏み入れる。


    「あ……か……ざ、さん」


    　消え入るような、くぐもったかすかな声が、聞こえた。


    　路地の一番奥に、誰かがうずくまっている。


    「フラン」


    　その声が確かに知っているもので、ほ、と息をついた。


    「アカザさん……来たんですね……」


    　まだ、フランの姿は路地の闇の中だ。


    「動くなって言ったのは、俺おれだ。来るに決まってるだろ」


    「こちらに……来てもらえますか……」


    　フランの声は弱々しく儚はかなげだ。アカザは静かに彼女に近づいていく。


    　不意に、路地裏が光に照らされた。


    　街灯に弱々しい光がともったのだ。どうやら、壊れているらしい。


    　その弱い光が、路地裏の奥で膝ひざを抱えるようにしてうずくまるフランの姿を照らし出す。フランは両手で顔を覆っていた。


    「フラン……話を、聞きに来た」


    　アカザは、フランの傍かたわらに立つ。


    　フランは顔を手で覆ったままだ。


    「フラン、こっちを見てくれ」


    　弱り切っているようなフランの姿に、アカザは胸が痛むのを感じる。


    「アカザさん……」


    　その声があまりにもか細いので、アカザは、フランの顔をのぞき込むように、地面に膝をついた。


    「フラン」


    　声をかけたアカザに、フランはようやく顔をあげた。


    



    　その手を、アカザに向けて伸ばしながら。


    



    　ぱし、と鋭い音が響く。


    「えっ……！」


    　なぜ、そうしたのか、アカザ自身でも分からなかった。アカザは、とっさにフランの腕を払っていた。


    「アカザさん……」


    　払われた手を見つめて、フランが悲しげな声を出す。


    「フラン……？」


    　おかしい。なにかがおかしい。


    　アカザはフランの目を見る。


    　その目は決して悲しげなものではなかった。


    　薄暗い路地で爛らん々らんと輝く、は虫類のような金色の瞳ひとみ。アカザの知っているフランの薄うす蒼あおの瞳とは、まったく異なるものだった。


    「おまえ!?」


    「……さすが、元・最強……勘がいいですね……」


    　金色の目でアカザを見つめながら、フランが言う。その声は確かに、アカザの記憶にあるフランのものだ。ただ、違う。違うものがある。


    「誰だれだ!?」


    「見ての通り、フランですよ……」


    　フランは目を笑みの形に細めながら、立ち上がった。ふらふらとした、不安定な立ち姿だ。


    「泉いずみ野の原はらアカザ、あなたの部下のね……」


    　驚きに目を瞠みはるアカザの前で、フランの身体からだがぐらりと揺れる。


    「あ……」


    　やはりか細い声を出しながら、フランはその顔を左手で覆うように押さえた。その指のすき間から覗のぞく目は──薄うす蒼あお色いろだ。金色ではない。
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    「フラン!?」


    「アカザさん……だから、来ないでって……」


    　熱に浮かされたような声は変わらない。ただ、その言葉は確かにフランのものだ。


    　この事態の正体に、アカザは思い当たる。


    「〈吸収アブソーブ〉……したのか？」


    〈吸収アブソーブ〉──〈魔女〉の持つ、奇妙な力。別の〈魔女〉を身体ごと飲み込み、その能力を我が物とする。


    　それは、しかし力比べでもある。どちらがどちらを吸い取るのか、それはやってみなければ分からない。弱い方が強い方に〈吸収アブソーブ〉される。その強弱は、魔法の強さではなく、精神の強さなのだという。


    　アカザの目の前にいる〈魔女〉は、フランの姿をしている。もし彼女が〈吸収アブソーブ〉したのだとするならば、勝ったのはフランのはずだ。


    「した……というより、〈吸収アブソーブ〉している最中と言うべきですかね……」


    　フランの声でアカザに話し掛ける金色の目をした女が、もう一人の〈魔女〉なのだろう。


    「フラン！」


    　アカザは、フランに呼びかける。前後の事情は分からない。だがアカザは、フランを失うまいとここに来たのだ。


    「私はサカキ、と申します」


    　金色の目の〈魔女〉が名乗る。


    「フランは……思ったより、強いですが……」


    　サカキと名乗った女が、フランの内側でにやりと口をゆがめる。


    「目の前で、あなたが倒れれば……心くじかれるんじゃないですか……切り裂けスラツシユ！」


    　鋭い、風のなる音が路地を駆け抜ける。それは、目に見えぬ攻撃だった。


    　アカザは、サカキの唱えた呪じゆ文もんが攻撃だとは理解したものの、どの方角から来るのかは分からないまま、身をよじった。


    　ざくり、とアカザの腕がコートごと裂ける。


    「避けた……。つくづく、さすがですね」


    　サカキが感嘆した通り、アカザの傷は浅い。


    「くそ……」


    　毒づきながら、アカザは拳けん銃じゆうを抜く。


    「どうするつもりですか？　この身体からだを撃つわけにはいかないでしょう……」


    　サカキは薄く笑う。


    　彼女の言う通り、銃弾をフランに向けて撃つわけにはいかない。


    　──俺おれはこの場に、戦いに来たんじゃない。


    　アカザは、フランを助けに来たのだ。


    　──だが、どうやって？


    「あなたが倒れれば、フランの心も折れるでしょう。そのときまだ息があれば、あなたも〈吸収アブソーブ〉できますね……」


    　アカザは拳銃を構え、サカキから距離をとる。


    「二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ず、って言葉を知らないのか」


    「自分が〈吸収アブソーブ〉されるかもしれないというリスクを冒しているんですから……。一石二鳥を狙ねらいたいじゃないですか……切り裂けスラツシユ！」


    　再び、サカキの魔法が発動する。


    　ほとんどの〈魔女〉は、ひとつの属性の魔法しか使えない。フランならば、氷の魔法だ。だが、この魔法は違う。フランの中に、別の〈魔女〉がいる証あかしだ。


    　空気を裂く音は路地に反響し、その攻撃がどこから来るのかの判別を難しくしている。


    　アカザは身をよじる。当てずっぽうだ。空気の刃は、またアカザの腕を裂いた。


    　ぼたり、路地のアスファルトの上に、血が滴したたった。だが、傷は浅い。


    「フラン！」


    　──心がくじけることで、〈吸収アブソーブ〉されてしまうなら。


    　アカザができるのは、フランを励ますことだけだ。


    　アカザは、そう結論する。


    「あ……」


    　その考えは間違いではないらしい。フランの瞳ひとみが薄うす蒼あおに戻る。


    「アカザさん……ごめんなさい……ごめんなさい」


    　だというのに、その瞳は、傷を負うアカザを見て、悲痛に歪ゆがんでしまう。


    　──これじゃ、逆効果だ。


    　ぎり、とアカザは歯がみする。


    　アカザの目の前でまた、フランの瞳が金色に戻ってしまう。


    「ふふ……どうやら、もう一押し、みたいですね。切り裂けスラツシユ！」


    　ひときわ高く、空気が鳴る。


    　アカザはとっさに跳躍していた。一度目の刃も二度目の刃も横よこ薙なぎだった。三度目もそうである、その読みに従っての行動だ。


    　だが──


    



    「ハ・ズ・レ」


    



    　金色の目のサカキは、フランの顔で勝ち誇ったように笑って見せた。


    　アカザの肩に、頭上から降り注ぐ見えない刃が──ざくりと。


    



    「ま、間に合いました……！」


    



    　目に見えぬ刃は、アカザの肩の上に差し出された杖つえに受け止められていた。


    「ハル!?」


    「はい！」


    　杖つえの持ち主である赤い髪の少女は、アカザに向かってにっこりと微笑ほほえむ。


    「どうして、ここに？」


    　アカザは誰だれにも言わず、ここに来たというのに、なぜハルは現れたのか。


    「オフィスを出て行くアカザさんを見かけたんで、つけてきたんです」


    　いつでも明るい少女は、やはり明るい声で言う。彼女を含めた〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の〈魔女〉たちは、オフィスと同じ建物に住んでいるのだ。


    「アカザさん、すごく怖い顔してたから、どうしたのか気になっちゃって」


    「ああ……」


    　確かに、この路地裏に向かうとき、アカザはひどく腹をたてていた。


    「つけてきてよかったです！」


    　もう一度にこりと微笑んで、ハルはフランの方に向き直る。長い髪が、くるりとなびいた。アカザには、それだけで、この路地の空気が変わったように思える。


    「フラン、どうしちゃったの？」


    　なんの暗さもないハルの声は、きっとそれだけでフランの心に力を与えてくれるはずだ。


    「ハ、ル……」


    　薄うす蒼あおの瞳ひとみが赤い髪の少女を捉とらえて、煌きらめく。


    「具合悪いって聞いたよ。こんなところにいないで、帰ろうよ」


    　とっさにアカザを助けたハルだ。事情が分からないまでも、不穏な空気は察しているだろう。それでも、彼女はフランに向かって笑いかける。それがいいことなのだと、なんとなく理解しているに違いない。


    　──それができる子なんだよな、ハルは。


    　頼もしい、とアカザはつぶやいた。


    「うん、ハルの言う通り」


    　──だから、俺おれもハルを見習わなきゃな。


    　アカザは、ふ、と息を吐いてから、笑顔を浮かべた。


    　──切せつ羽ぱ詰まった上司なんて、イヤだよな。


    「今日、フランが休んで、みんな大変だった。フランのありがたみが、よーく分かったよ」


    　アカザの言葉に、ぶんと大きくうなずいて、ハルが同意する。


    「そうだよ、フラン！　今日はすっごく忙しかったの。フランがいたらいいのに、ってみんな言ってたんだ」


    　フランは〈魔女〉たちの中では一番冷静で、忙しいと混乱してしまうハルやサカナを助けてくれる。


    「オーガストも、フランならこういう言い方でも意味を分かってくれるのに～って、こっそり言ってたし」


    　何に対してもものぐさなオーガストは、感知役として人になにかを伝えなければならない役割を担っているのに、言葉足らずになりがちだ。そんなオーガストの言葉を、フランは察して、あるいは疑問点を尋ねることで、補ってくれる。


    「フランがいないと、わたしたち、ダメみたい」


    　少しだけ情けなさそうに、それでも明るい笑顔でハルは言う。


    　その笑顔をみて、アカザの笑顔も本当の笑顔になる。


    「俺おれもさ、またフランに怒られないようにしようって、いつも思ってるよ」


    　本当に、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉は、今いる人間の誰だれ一人かけてもここまで来られなかった。アカザはそう思っている。


    「だからさ、フラン。一緒に帰ろう」


    　アカザはフランに向かって、手をさしのべる。


    「君がいないと、俺たち、困るんだよ」


    　後はただ、まっすぐにフランを見つめた。


    「……くそ……」


    　フランの唇くちびるから漏もれた悪態は、決してフランのものではない。


    「切り裂けスラツシユ！」


    　サカキが、叫んだ。


    　アカザは身を固くし、ハルは両手で杖つえを構える。


    　最期の力を込めたのだろうか。


    　一際高く空気を裂く音が聞こえて──消えた。


    　アカザたちの目の前で、フランが自らの身体からだを抱えていた。自分自身を留とどめるように。


    　一瞬金色に光ったフランの瞳ひとみから、ぽろりと涙が落ちる。涙が洗い流すように、瞳が色を変えていく。


    　涙の膜の張はられた薄うす蒼あおの瞳は、キラキラと輝いて見えた。


    



    「あ……」


    



    　ぽろりぽろりと、涙が落ちていく。


    「フラン！」


    　差し出したアカザの腕の横をすり抜けて、ハルがフランを抱きしめる。


    　そのハルの背を、フランが抱きしめ返した。


    　フランの内側からはもう、サカキの気配は感じられない。


    　そのことに安あん堵どしながら、アカザはあげたままの腕をどうしていいか分からず──頭上を仰いで、頭をかいてみるのだった。


    　路地から見える夜空は、分厚い雲に覆われているけれど。どうやら、雨に降られる前に、帰ることができそうだった。


    



    



    　次の日は土曜日だったが、アカザは〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉のオフィスと、〈魔女〉たちの住居のある第四十七世界ビルディングに来ていた。


    　昨日は聞けなかったフランの話を聞くためだ。


    　ほんの少し緊張しながら、アカザはフランの部屋、四○四号室の呼び鈴を鳴らした。


    『──はい』


    　静かな固い声が、インターホンから聞こえる。


    「アカザだけれど。……話をしに来た」


    『……入ってください』


    　フランは、アカザが訪ねてくることを覚悟していたのだろう。あっさりとドアを開けた。


    　部屋の玄関でアカザを出迎えたフランは、いつもの制服ではなく、簡素なニットにロングスカートという姿だ。


    　数日ぶりに訪れたフランの部屋は、前に訪れたときよりもよそよそしく見えた。


    　ものの少ないシンプルな部屋だ。玄関先に花が飾られているのが、フランらしい。ただ、その花がしおれ、うなだれている。


    「どうぞ」


    　いつも他ほかの〈魔女〉たちに食事を振る舞っているからだろう。ダイニングには一人暮らしにしては大きい、四人がけのテーブルがある。


    　アカザは勧められるままそのテーブルにつく。向かいあって、フランが座った。


    　フランの目線は下を向いている。


    　アカザはコートから愛用の回転式拳銃リボルバーを取り出した。


    　ぎくり、とフランは身体からだを強こわ張ばらせるが、アカザは拳けん銃じゆうを足元に置く。


    　ごとり、と重い音がした。


    「アカザさん……？」


    「俺おれはフランに対して害意を持っていない」


    　アカザとフランの信頼関係は、一度壊れてしまった。


    　だから、もう一度作り直さなくてはならない。


    「なにがあったのか、教えてくれる？」


    　フランはようやく顔を上げた。ただ、目線はアカザの口元の辺りをさまよっている。澄んでいた薄うす蒼あおの目が、暗い。


    「……あのサカキという女は、別の対策会社の社員でした。少なくとも、そう名乗っていました」


    　フランの出した声には笑いの気配があった。なにかを嘲あざけっているような──暗さを含んだ、ほのかな嗤わらいの気配だ。


    「わたし、誘われたんです。彼女の会社の戦闘で主任をして欲しい、お給料は手取りで今の二割増しにしていただけるという話で」


    「いい話だな」


    「そうですね……」


    　フランの目線はまた下を向く。


    「でも、その話に乗るだけなら、普通にうちを辞めればいいだけの話だ」


    　でもフランは、アカザを襲った。襲って、〈吸収アブソーブ〉しようとした。


    「……『もっと強くなりたいんでしょう？』って言われました。『だったら、今の場所に居続けちゃあ、いけませんよ』とも」


    　アカザはフランを見つめる。


    「フランは、そう思ったのか？」


    　フランはようやく、顔を上げた。


    「この一年間で前より強くなれたと思うのに……」


    　フランの瞳ひとみには、また涙が湛たたえられている。


    「俺おれを襲ったときの、フランの魔法、初めて見た」


    「ええ、隠れて練習してたんですよ」


    「痛かったよ」


    　アカザはこめかみを押さえた。包帯はもうしていないが、まだ傷跡が残っている。後ろめたさに、フランは眉み間けんにしわをよせる。


    「フランは、努力家だ」


    　そんなフランに、アカザは笑いかけてみせるが、彼女の目には入っていない。


    「……でも、まだ足りなかった。もっと強くならなくちゃって、思ってしまったんです」


    　涙を湛えた瞳はどうしてこんなに綺き麗れいなんだろう。アカザはふと、そんなことを考える。


    「お花見の時、義母の話、しましたよね」


    「うん」


    　フランに強くなれ、と言った女性。


    「あのあとすぐ、義母が死んだという知らせが届きました」


    「え……」


    　目に涙を浮かべ、それでもフランは笑っているように見える。


    「対策中、怪物にやられてしまったんですって。あんなに強い人でも、そんなことになるんだなあって思いました。そしてわたしは、強くなれって言われたのに、まだまだだって思えてしまって。わたし、焦ってしまったんです。このままじゃ、義母に申し訳ないなって……せっかく、育ててくれたのに。だから」


    　つうっとフランの頰ほおを涙が滑り落ちる。涙を流しながら、フランは言葉を続ける。


    「『〈吸収アブソーブ〉して、おしまいなさい』そう言われて、ああ、そうすれば強くなれるなあって……そう思ってしまったんです」


    　フランの嘲あざける対象は、自分なのだろう。


    「アカザさんは、〈吸収アブソーブ〉の対象として、美お味いしいんですよね。元・最強ですから、素質の高さはお墨付きで。でも、今は魔法が使えないから、簡単に痛めつけて、弱らせられそうじゃないですか。そんな状態なら、〈吸収アブソーブ〉できると思いますし」


    　軽い、明るい口調だ。フランはいつもの冷静な顔さえ捨て、無理に笑顔を作ろうとしている。


    「でも、やっぱり、無理でした。一年間仲間だった人を、〈吸収アブソーブ〉するなんて、わたしにはできないんですよ、やっぱり」


    「当たり前だろ、そんなの」


    　アカザにしてもフランにしても、そんな当たり前のことを、学ばなければ、経験しなければ分からなかったのだけれど。


    「でも、あんなことしたら、もう〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉にはいられない。そう思って……サカキに電話をかけて。あの路地裏で待ち合わせたんです。その結果が、ご覧になった通りです」


    　路地にうずくまっていたフラン。


    「でもあいつの目的は、フランを自分の会社に入れることじゃなくて……。〈吸収アブソーブ〉することだったんだな」


    「そうです。アカザさんとハルが来てなかったら、〈吸収アブソーブ〉されてしまっていたでしょうね」


    　ぽたりぽたりと、テーブルの上に涙が落ちていく。


    「〈吸収アブソーブ〉ってこんな感じなんですね……」


    　最初にフランに襲われたあのとき、自分を襲ってきた相手がフランだと分からなかったアカザもまた、相手を〈吸収アブソーブ〉することを考えた。〈吸収アブソーブ〉されたくないのならば、相手を〈吸収アブソーブ〉仕返すしかない。


    「アカザさん、クビにしてください。社長相手にあんなことした社員、クビにしてください」


    　涙をこぼしながら、フランは訴える。


    「昨日、言ったろ。フランは、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に必要な人なんだ」


    　昨日の言葉は確かにフランに届いていたはずだ。


    「でも、上司に手をあげる社員なんて、困るでしょう？」


    　泣きながら、自分を嗤わらいながら、フランはアカザを見る。


    「たった一度の間違いで、失敗で、全部終わりだなんて、思わないでくれ」


    「……あれは、取り返しのつかないことじゃ、ないんですか？」


    「そんなこと思われると、俺おれがつらい」


    　アカザはフランの目を見つめる。言葉にこもりきらない思いは、この眼まな差ざしで届くだろうか。精一杯、アカザは微笑ほほえんでみせる。


    「やりなおしは、できるよ。みんなが俺に、教えてくれた」


    「アカザさん……わたしは……」


    　フランは今、アカザの目を見ている。


    「フランは、強くなるんだろ？　会社をやめたら、強くなんかなれないだろ」


    「…………」


    　アカザはその目を見つめ返す。この言葉が、フランの心を変えられるように。その思いを込めて、ただ見つめる。


    「フラン、週明けには来てくれ。話したいことが、あるんだ」


    　もう一度、信頼を築くために。


    　フランはそっとうなずいてくれた。


    



    



    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉では、定期的に朝礼が開かれる。


    　月曜日、始業時間となる午前十時、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉のオフィスには社員が全員揃そろっていた。


    「おはようございます」


    　アカザは社長としての話を始める。


    「みなさんにご報告したいことがあります」


    　アカザは背筋を伸ばし、目の前に並ぶ彼の部下たちの目を、順番に見つめた。彼女たちにはいつだって、正直に接したい。


    「先日、〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の最高経営責任者ＣＥＯ、高こう坂さかゾフィー代表より、赤字解消を機に、我が社を解散して欲しいというご提案を受けました」


    　コルコが眉まゆをひそめる。ハル、オーガスト、フランの口が、え、という形に開かれる。サカナだけがかすかに首をかしげる。


    「会社の赤字をなくしたら、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉をなくしちゃうってこと……？」


    「そうです」


    　アカザは努めて冷静な声を出す。


    「そんなのヤダ！」


    　サカナの目は一瞬にして潤うるんでいた。


    　コルコが不快げに唇くちびるを曲げる。


    　オーガストはかすかにため息を吐つく。


    　フランはぎゅっと拳こぶしを握る。


    　サカナと同様に声を上げるかと思えたハルは、うつむいた。


    　彼女たちの態度が、アカザの気持ちを後押ししてくれる。


    「代表の提案には、我が社の解散後の人員をどうするかについても含まれています。〈世界対コーポ策株式会社レーシヨン〉関連企業内で希望職種への斡あつ旋せんです」


    「まあ、ゾフィー代表の推薦なら、どこにでも就職できそうですね」


    　苦笑と共に、コルコは眼鏡めがねを押し上げる。


    「みんな、同じ会社にいける？」


    　それなら、この会社じゃなくてもいいな。サカナはそうとでも言いたげだ。


    「それは、無理でしょう。俺おれには本社の役員のポストを用意してくださるそうですし」


    「え！　社長、それ受けたいの～？」


    　オーガストの声は、不機嫌であることを隠していない。


    　アカザは静かに首を横に振った。


    「俺は、我が社の代表として、この提案は受け入れがたいと考えています」


    　みんなと同じ気持ちだということを、アカザはうなずきで表す。


    　アカザはゾフィーに連絡を取り、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の〈魔女〉たちをどう使いたいのか尋ねていた。ゾフィーの答えはシンプルだった。


    「より、成果がでる部署に移したいだけだよ」


    　それが、本心なのかどうかは分からない。ただ、ゾフィーがそう答えたなら、アカザはそれを真に受けて動く。


    　権力を持つ人間の言葉は、そう簡単に覆くつがえせるものではないのだから。


    「高こう坂さかゾフィー代表に対し、俺は、我が社の存続を提案するつもりです」


    　アカザの言葉を咀そ嚼しやくするような、一瞬の沈黙。


    　ほぉと、〈魔女〉たちとコルコの空気が緩むのを感じる。


    「ただ、我が社が存続するに足るという価値を証明しなければ、この提案は受け入れられないでしょう」


    　この道は、決して楽な道ではない。


    「これは簡単なことではありません。そのためには、これから、より忙しくなると思います」


    　今だって、一年前と比べたら、とんでもなく忙しいのだ。それより忙しくなる、と言われて彼女たちは納得してくれるだろうか。


    「……一緒に頑張っていただけますか？」


    　アカザは自分の社員、一人一人の顔を見つめる。


    　──これは、俺の決意表明だ。俺は、みんなの社長でいたい。


    　きっと、社員たちはついてきてくれると思いながらも、アカザは心細かった。それでも、そんな不安を外見に表さないようにアカザは微笑ほほえんで見せる。なるべく、頼もしく見えるように。


    　彼女たちに、自分の笑顔がどう見えたかまでは、アカザには分からない。


    　それでも。


    「──はい」


    　アカザの社員たちは、みな、そう答えてくれた。
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    幕間　孤独な王様


    



    　空に大きな満月のかかる夜。


    　アカザは洋館の屋根の上で、怪物と対たい峙じしていた。


    　洋館の周囲には針葉樹の森が広がり、吹く風に葉を鳴らしている。


    　夜に黒々とうごめいて見える立木の影は、不吉な怪物の影に似ている。


    　──ああ、また過去の夢だ。


    　アカザはそう自覚する。


    　彼がまだ、魔法が使えた頃ころの夢だ。


    　最強の〈魔力持ちユーザー〉と呼ばれ、収束具である回転式拳銃リボルバーだけを手に、戦っていたあの頃の夢。発声は必要ない。ただ、魔法を使うつもりで銃ひき爪がねを引けば、アカザの魔法は発動した。


    　魔法をまとう38口径の銃弾は大砲にも匹敵する威力を持ち、怪物をほふる。


    　そんなあの頃の。


    　アカザは依頼を受けて、ある避暑地を訪れていた。


    　夏ともなれば多くの人が避暑に訪れるその場所も、秋の深まるその季節は、ひどく静かだった。


    　依頼人の別荘だというその洋館は、そんな避暑地の端にある、美しい建物だった。


    　百年程前、有名な海外の建築家の設計で建てられたもので、大切に維持されてきたのだと聞いた気がする。定かではない。


    　一年を通して一月程しか人の住まない場所だが、夜な夜な窓に灯あかりがともるという[image: ]うわさがたっていた。


    　まるで怪談だったが、依頼人は〈衝突災禍カラミテイ〉ではと疑った。そして、〈魔力持ちユーザー〉として有名なアカザの許もとに、依頼が舞い込んだ。


    　その頃のアカザは〈魔力持ちユーザー〉として、〈衝突災禍カラミテイ〉と対抗していたが、それを仕事だとは思っていなかった。ただ、名前は売れていたから、名指しで依頼がくることもあった。


    　これもまた、そんな依頼のひとつだった。


    「〈衝突災禍カラミテイ〉であるならば、消すだけだ」


    　そんなことを言って、依頼を引き受けた覚えがある。


    　月光を背に、屋根の上に立つアカザは、ショートジャケットにデニムのシャツとジーンズという出いで立たちだ。髪は長めで、風に流れていた。スーツを着ることの多い「今」のアカザは、妙な気恥ずかしさを覚える。仕事をする格好ではないな、と思えてしまう。


    　ともあれ、[image: ]は果たして本当だった。


    　別荘には〈衝突災禍カラミテイ〉によって現れた怪物が住み着いていたのだ。


    　鱗うろこに似た意匠の屋や根ね瓦がわらの上。


    　獅し子しの体たい軀く、背から生えた黒くろ山や羊ぎの頭、尾があるべき場所から蛇を生やした山羊獅子キマイラが、アカザに向かって[image: ]きばをむきだしている。


    　獣としての獰どう猛もうさに加え、魔法を操るやっかいな怪物はうなり声を上げている。


    　恐ろしい、身もすくむようなうなり声だ。


    　相対しているアカザは眉まゆひとつ動かさない。


    　力なく垂れ下がる右手に、小さな回転式拳銃リボルバーが握られているだけで。


    　ただ、怪物に向かってこう告げる。


    「来い」


    　何者をも恐れない、傲ごう慢まんな声音で。


    　怪物は、この挑発に乗った。言葉を理解してはいないだろう。ただ、アカザの眼まな差ざしが、その声色が、態度が、怪物を煽あおった。


    　夜空にとどろくような咆ほう吼こうをあげると、山羊獅子キマイラの周囲には光の玉が生じた。


    　雷光をまとわせてバチバチと周囲の空気を振るわせる光の玉は山羊獅子キマイラの回りを飛来し──アカザめがけて跳ぶ。


    　アカザはその玉を苦も無くかわした。ほんのわずかに身体からだを反らせただけで、玉は大きく逸それて消えてしまう。


    　その魔法が、目標に命中しなければ、長く存在できない攻撃手段であることをアカザは知っていた。


    「それだけか？」


    　アカザは再び怪物に告げる。


    　先ほどの声音よりなお冷たく、傲慢に。


    　百獣の王の身体を持つこの身に対して、その態度は我慢ならぬとでも言うように、山羊獅子キマイラはまた咆吼をあげ──そして、跳んだ。


    　獅子の[image: ]きばでアカザののど笛を嚙かみちぎろうとする跳躍だった。


    　アカザは動かない。反応できないのだと、怪物は思ったかもしれない。


    　その[image: ]が爪つめが、自身の身に食い込む目前に迫るまでは、ほんの数瞬。


    　生臭い息の匂においを感じるまで、アカザは待っていた。


    　アカザの腕が上がる。


    　収束具である回転式拳銃リボルバーを山羊獅子キマイラに突きつける。


    　アカザは声もなく、ただ、ほんの少しの力をこめて銃ひき爪がねを引く。


    　このときも、そうだった。


    



    　月光の照らす町に、たった一発の銃声が響く。


    



    　銃弾は怪物の口の中に吸い込まれ──魔法が発動する。


    　ほんの一瞬で、五メートルはある山羊獅子キマイラの巨きよ軀くが、内側から砕くだけ散る。


    　ぼとぼとと飛び散る血肉がアカザの顔を、身体からだを汚したが、アカザは、なんの感慨もなく、それを見つめていた。


    　風が吹いて、木々がザワザワとなって、たった一人屋根の上に立って。


    　アカザの中にあるのは、ほんの少しの達成感と、まだ〈穴ホール〉を破壊するには至っていないという焦燥感。


    　あの頃ころはいつだってそうだった。


    　なにをしても、どんなことを成功させても、まだ足りないのだ、目的を満たしていないのだという焦りばかりをつのらせていた。


    　早く早く〈穴ホール〉を壊さなくては。


    　そのことばかりを考えていたのだ。


    



    



    　そして、アカザは目を覚ます。


    　これだけはあの頃と変わっていない、自宅のベッドの上。


    　なんだか、おかしくてアカザは笑みを浮かべた。


    　焦りばかりを感じてはいたけれど、あの頃のアカザは何も恐れなかった。


    　負傷したり、死ぬようなことがあっても、誰だれも悲しみなどしない。


    　だから、どんな無茶もできた。


    　ただただ、〈衝突災禍カラミテイ〉をつぶすことを、〈穴ホール〉をなくすことだけを考えて生きていた。


    　そんな昔の自分が、今はひどく寂しく思える。


    　あの頃のアカザは孤独で、でも孤独であることを知らなかった。


    　なんでもできたけれど、なんにもできなかった。


    　魔法を取り戻したい。


    　アカザは今でもそう思うときがあるけれど。


    　あの頃に戻りたいとは、思わない。
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    第四章　解散のタノシミ


    



    　それからの毎日は、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉にとって、充実の日々でもあった。


    



    　アカザはオフィスで電話をかけている。営業の電話だ。


    　今までの〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の仕事は、評判や口コミから来たものが多かったが、これからは、より積極的に自分達から仕事を増やしていこうと思う。アカザはそのために、今まで行ってこなかった営業活動を増やしている。


    　より、仕事を増やして、業績を上げていく。うまくいくかどうか分からない、会社の解散よりも、存続させた方が得だと思わせる。アカザはシンプルな手段を選んだのだ。


    「はい、私、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の代表を務めております、泉いずみ野の原はらアカザと申します。ええ、ええ。〈衝突災禍カラミテイ〉に対して──はい、あ、分かりました。なにかお入り用の際には、ええ、ええ。では、失礼いたします」


    　電話の相手は、アカザに対してぞんざいな対応で電話を切った。


    「ん───、やっぱり電話営業の効果は薄いな」


    　アカザは、結果をＰＣに入力しながらつぶやく。


    「電話の営業って、つい警戒しちゃうんですよね。詐さ欺ぎとかもありますし」


    　アカザのつぶやきに、コルコが答える。


    「やっぱり、直接訪問の方が効率いいな」


    「そうですね。意外と、『わざわざ電話するほどでもないけど、〈衝突災禍カラミテイ〉関係あるかも』みたいなこと思ってる人、いますね。天井裏から変な物音がしてたり、置いていたものの位置が変わってたり、冷蔵庫の中のものが消えてたり、とか」


    　コルコが、今まで受けた相談を思い返しつつ、指を折る。


    「で、そういう案件は結構、実際に〈衝突災禍カラミテイ〉が起こっているもんなんだよな」


    　ギリギリの社員数で活動する〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の業績を上げ、なおかつ社員の休日を確保するためには、作業効率をあげるしかなかった。


    〈衝突災禍カラミテイ〉対策は、肉体的な危険を伴う仕事でもある。疲労やストレスはつきもので、休まなければ、その解消はできない。社員たちの休日を減らすわけにはいかなかった。


    「そろそろ、休憩にします？」


    「ん」


    　うなずきつつ、アカザはコルコがいれてくれたお茶を飲む。


    「ねえコルコさん。俺おれ、自分がこんなことできると思わなかった。電話帳やネットで調べた、会ったこともない相手に電話かけて、自分たちの会社のこと説明して、なにかお手伝いできることありませんかって？」


    「普通に、営業、ですよね」


    　うん、とアカザはうなずく。


    「その営業ができるだなんて、思ってなかったんだよ。俺、たぶん人と話すの苦手だったから」


    「そうなんですか？」


    「必要なかったから。やったことのないことは大抵苦手だよ、俺おれは」


    　ただただ復ふく讐しゆうのことだけを考えて、人と関かかわらずに過ごしてきた十年だった。


    「でも、やってみるとそんなに苦痛でもないなあ。自分の中の苦手が消えていく。こういうのは、気持ちがいい」


    　微笑ほほえむアカザに、コルコもにこりと微笑み返す。


    「じゃあ、男女関係に関しても新しい一歩を踏み出しましょう！」


    「いい話のままにしようよ」


    　いつものコルコのセリフに、アカザはいつもの通り突っ込みをいれた。


    　上昇率が緩やかになっていた〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の業績は、また角度を取り戻し始めている。


    



    



    　また、この場所だった。


    　林立するビルの群れはすべて無人。


    　アカザたちは、廃はい墟きよと化したビル街にいた。


    　この場所は、以前「赤あか染ぞめ門もん」と呼ばれた〈穴ホール〉のあった場所だ。


    〈穴ホール〉がなくなってから、再開発の計画はあるものの、いまだ瓦が礫れきの山をさらしている。


    〈穴ホール〉がなくなっても、そう簡単に〈衝突災禍カラミテイ〉の影響が払ふつ拭しよくされることはない。


    　アカザはこの場所で、さまざまな運命を受け入れてきた。


    　今日この場所を訪れたのは、仕事のためだった。


    〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の子会社三社による、大規模な仕事だ。


    　強力な怪物が複数体出現することが予測されている。


    　最近、〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉が積極的に進めている〈衝突災禍カラミテイ〉の予測は、現れる怪物の種類こそ特定できないものの、発現場所を百パーセントに近い確率で的中させている。今回は、このビル街の三箇所への出現が予測されている。


    　今回参加する会社は、三社。〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の他ほかに、〈魔法の部屋エンチヤントルーム〉と〈輝く猫シヤイニング・キヤツト〉という会社で、〈輝く猫シヤイニング・キヤツト〉が指揮をとると、業務の当日にアカザは聞いた。


    　午前十時──怪物の出現予測時間の二時間前、アカザたちはビル街に集合していた。


    〈魔法の部屋エンチヤントルーム〉は〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉と同じ規模の、〈魔女〉四人と指揮官というチームだ。〈輝く猫シヤイニング・キヤツト〉は指揮官と〈魔女〉三人のチームだった。


    「〈輝く猫シヤイニング・キヤツト〉の代表の今こん野のアリアです。よろしくお願いいたします」


    　短い髪に、薄めのメイク。背は高い。マニッシュな印象を人に与える、三十代半ばと思われるその〈魔女〉は、さわやかなほほ笑みを浮かべ、アカザに向かって頭を下げる。


    「〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の代表、泉いずみ野の原はらアカザです。よろしくお願いいたします」


    　アカザもすっかり慣れた会え釈しやくを返す。


    「今回は、場所が場所ですから、事故には気をつけていきましょうね」


    「もちろんです」


    　挨あい拶さつは和なごやかだ。


    　人員の配置と、〈魔女〉たちそれぞれの役割の確認。通信機の動作確認という業務の進行に関するブリーフィングも特に問題なく終わった。


    　危険を伴う仕事であるからこそ、問題が起こらないことは重要だ。アカザは、今日の業務の順調な滑り出しに満足する。


    　アカザは〈魔女〉たちに、配置場所を指示する。時刻は十一時を回ったところで、あとは、怪物の出現を待つばかりだ。


    　アカザは現場の地図を映し出すタブレットＰＣを見つつ、自分の配置場所に移動しようとして──


    「アカザくん」


    　マキシに呼び止められた。


    「はい？」


    　いつの間にかマキシはアカザの呼び名を改めたらしい。
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    「なんです、その呼び方」


    「気にしないでください。それより。気をつけた方がいいですよ」


    「もちろんですよ」


    　マキシは声を潜ひそめた。


    「仕事もだけど──あいつ、アリアには」


    　マキシは、ちらりともうひとりの代表を窺うかがう。アリアは、自分の部下たちに指示を出していた。まっすぐに伸びた背筋が彼女の印象をより良くしている。


    　その印象と、含みのあるマキシの口調はそぐわない。


    「どういうことです？」


    　アカザは眉まゆをしかめながら聞き返す。


    　マキシはさらに声を潜めた。


    「証拠もないし、[image: ]うわさですけどね。アリアは、俺おれの同類──吸収者だそうです」


    　吸収者。かつて、〈吸収アブソーブ〉を行ったことを示す呼び名だ。〈吸収アブソーブ〉に至る過程は様々で、不可抗力の場合もある。だが、その呼び名に畏い怖ふと侮ぶ蔑べつが込められることもまた、多い。フランの件もあったばかりだ。アカザは聞き流すことができない。


    「俺が言うなって話だけど。彼女の参加した現場で、過去三名の行方ゆくえ不ふ明めい者しやが出ています」


    〈衝突災禍カラミテイ〉対策は危険を伴うものだ。ただ、行方不明、というのは確かにひっかかりを覚える。〈衝突災禍カラミテイ〉の怪物の仕し業わざということもあるかもしれないが。


    「もちろん、現場に事故はつきものです。でも、まあ。念のため」


    　嫌な話だった。一緒に仕事をする相手のことはできれば信頼したい。アカザがちらりと窺うアリアの横顔は、さわやかな笑顔だ。笑顔だからこそ、その内面までは分からない。


    「御忠告、ありがとうございます」


    　アカザはマキシに頭を下げた。


    　たとえ魔法を使えなくとも、アカザには、部下を守る義務がある。


    



    



    　陽かげ炎ろうが立ち上る。


    　それが、〈衝突災禍カラミテイ〉の前触れだった。


    　時刻は、正午、ちょうど。


    　美しく舞い散る火の粉は、アカザのよく知るものだ。


    　予測されていた時刻通り、怪物は出現した。


    　アカザと、ナビゲーターであるオーガストの待機する広場を中心に、正三角形を描くような位置にそれぞれ一体ずつ現れたのは、三体の火蜥蜴サラマンダーだった。予測では、出現数は二体以上五体未満と予測されていた。


    　──こういうのも、縁がある、というのだろうか。


    　事前の打ち合わせでは、強力な怪物である火蜥蜴サラマンダーを、複数体同時に相手取るのは危険だと、アリアは判断していた。それぞれの会社の攻撃担当者が協力し、一体ずつ処理していくという段取りになっている。三体と数の多い今が、一番危険だ。


    　火蜥蜴サラマンダーを連携させるわけにはいかない。一体に攻撃担当者が集中している間、一体をフランの魔法で足止めし、もう一体を別の場所に誘導することになっている。


    『こちらＣ班。火蜥蜴サラマンダーＣの誘導、成功しました』


    　通信が入る。


    『こちらＢ班。火蜥蜴サラマンダーＢの拘束、成功しました』


    　魔法を行使中のため、固い声の通信はフランだ。


    『こちらＡ班。火蜥蜴サラマンダーＡへの攻撃に移ります！』


    　Ａ班には〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉から、ハルが参加している。相手が相性の悪い火蜥蜴サラマンダーということもあり、サポートを中心に行動するよう、アカザは指示を入れる。もちろん、魔法の属性を変える青色触媒は持たせてある。


    　今のところ、問題なく業務は進んでいる。


    　アカザには三班に分かれることへの不安があった。だが、マキシの進言が杞き憂ゆうであるなら、それにこしたことはない。


    　通信に集中しながら、アカザは視線の先で飛び散る火蜥蜴サラマンダーの火の粉を眺めていた。


    　その火の粉に対して、なんの感慨も起こらないのが、不思議だった。


    　──お父さん、お母さん。俺おれはずいぶん遠くまで来たんだね。


    　ただその手で、怪物を、〈穴ホール〉を滅ぼせという呪のろいの声は聞こえない。


    　一人でなにかをなす必要なんてないのだと、今のアカザは知っている。


    　もうアカザは、罪悪感を覚えたりはしない。


    　ちらちらと火の粉が舞う。


    　三人の〈魔女〉が火蜥蜴サラマンダーと戦っている。火蜥蜴サラマンダーは比較的、よく現れる怪物だが、その大きさは様々だ。今回の個体の体長は、二メートルほど。しきりと周囲に火の粉をまき散らしているが、斥せき力りよくを操る〈輝く猫シヤイニング・キヤツト〉の〈魔女〉が、その火の粉を逸そらしている。


    　比較的火の粉に耐性のあるハルは、火蜥蜴サラマンダーの目の前にたち、杖つえをかざしてその攻撃を防いでいる。その傍かたわらでは、もう一人の〈魔女〉が日に本ほん刀とうを振るう。収束具であるその日本刀に、魔力を纏まとわせて戦う、〈魔法の部屋エンチヤントルーム〉の社員だ。


    　数分の間、〈魔女〉と火蜥蜴サラマンダーの間で攻防が続いた。


    　中々思い通りに燃え上がらない〈魔女〉たちに対して、火蜥蜴サラマンダーが真っ赤な目に憤りをみなぎらせたように見えた。ハルに向かって、大きく前足を振るう。がつんと、音が響きそうな、強力な──しかし、隙すきに満ちた動き。


    『今です！』


    　ハルの声がインカムを通して、〈魔女〉たちに届く。


    　日に本ほん刀とうを持った〈魔女〉が、〈魔女〉特有の身体能力で大きく飛び上がった。


    「紫し電でん一いつ閃せん！」


    　魔法を発動させる声と共に、ざん、と風を切る音が、離れたアカザの所まで届きそうだ。


    　それほどの威力を感じさせる太た刀ち筋すじで、Ａと呼称された火蜥蜴サラマンダーは真っ二つになった。


    「おお～派手ですね～」


    　オーガストが感嘆する。


    　二つに分かれた火蜥蜴サラマンダーの身体は激しく炎を発し、燃えさかる。ひときわ激しく火の粉が飛び散る。感慨はないが、触れただけで人を殺す火の粉の乱舞に、アカザは身を固くする。


    　対たい峙じする三人の〈魔女〉は、火蜥蜴サラマンダーの身体から目をそらさぬよう、身構えている。


    　しかし、それ以上は異変もなく、火蜥蜴サラマンダーの身体はゆっくりと燃え尽きていった。


    『Ａ班、火蜥蜴サラマンダーＡの消滅を確認！』


    　意気揚々とした通信が入る。


    「了解。引き続き、拘束中の火蜥蜴サラマンダーＢへの攻撃に移ってください」


    　アカザが指示を出す。


    「オーガスト、Ｂを視認できる場所に移動しよう」


    「りょうかーい」


    　順調に進む業務にアカザは口元を軽く緩ませる。


    



    



    　フランは、点在する廃ビルのひとつの屋上に身を潜ひそめていた。


    　意に沿わないこととはいえ、行ってしまった〈吸収アブソーブ〉はフランの魔法を強めていた。


    「氷リヨート──氷リヨート」


    　フランの眼がん下かで、Ｂと呼称されている火蜥蜴サラマンダーが、その火の粉ごと動きを止めている。


    　これまでは、怪物の動きだけしか止められなかったが、今は火の粉を含め、広い範囲に対する魔法の発動が可能になっていた。


    　触れただけで人体を燃え上がらせる火の粉の殺傷力の高さこそ、もっとも警戒するべきことなのだ。


    『こちら、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉、所定の場所に到着。火蜥蜴サラマンダーＢを視認した』


    　アカザから通信が入る。


    　今日の業務は順調だ。


    「よし」


    　だからこそ、油断せずにいこう。


    　フランは集中する。


    　だから、気付かなかった。


    



    　肩に手をかけられるまで。


    



    　ぎくりと、身体からだが強こわ張ばる。


    「こんにちは、フランさん」


    　そこにいたのはアリアだった。


    　さわやかな笑顔でアリアはフランに微笑ほほえみかけている。


    　ただ、ぎゅうっと、強い力でフランの肩が握られている。


    「あの……？」


    　フランにとって、アリアは今日初めて会った相手だ。


    　ただ、〈輝く猫シヤイニング・キヤツト〉の名前は知っていた。


    　それは、フランを勧誘してきた会社の名だ。


    「サカキが──部下が、お世話になりました」


    　フランの肩を摑つかんだまま、アリアはその顔から、笑みを消した。


    「あ……」


    　勧誘の話はともかく、フランは、〈吸収アブソーブ〉はあの〈魔女〉、サカキが独断でしかけてきたこととばかり思っていたのだ。だが、アリアもそのことを知っているのだとしたら？


    　フランの肩を握る力が、さらに増した。


    



    



    「青色触媒使用許可する。ハル、いけ！」


    　アカザはインカム越しに指示した。


    　アカザとオーガストの今いる場所は、ちょっとした広場のようになっている。かつてはビルの建っていた場所だが、今では瓦が礫れきが散らばるのみだ。


    　二体目の火蜥蜴サラマンダーは瓦礫の上空に浮かび上がり、その表情のない目で周囲を睥へい睨げいしていた。その身体は、美しいとさえ言える火の粉に彩られている。


    　その火の粉は、空中に縫ぬい止められている。フランの魔法だ。


    『はい！』


    　ハルの元気な返事は、アカザにも元気をくれる。


    　アカザのいる場所からは、ハルの背中が見えた。目標である火蜥蜴サラマンダーをまっすぐに見据えているようだ。


    「慎重に行け」


    　アカザはその背中に、声をかけた。


    『はい……えっ!?　あああああああああ!!』


    　インカムから響いたのは、ハルの悲鳴だった。


    　ハルとアカザの距離は離れている。だが、離れていてもしっかりと見えた。ハルの右肩が燃え上がるのが。


    　いや、ハルの周囲でちらちらと動く、火の粉までもがはっきりと見える。


    「ハル、下がれ！」


    　指示しながら、アカザは左手の廃はい墟きよを振り仰ぐ。そこにフランがいるのだ。


    「フラン、どうした！」


    　フランの魔法の制御が解けている。その結果が、今のハルの炎上だ。


    　インカムから答えはない。


    　フランに、何が起こったのか。


    「マキシさん、負傷者が出ました。こちらのサポートお願いできますか！」


    『了解』


    　相手が〈衝突災禍カラミテイ〉ならば、アカザにできることはない。それでもアカザは、回転式拳銃リボルバーを抜いて走った。大事な部下を、守らなければならない。


    



    



    　フランの内側で、〈吸収アブソーブ〉してしまった、金色の目の女の告げた声が響く。


    　──今のまま〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉にとどまり続けることは、貴女あなたの成長には寄与しない。


    　──より成長するために、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉から離れるべきだ。


    　フランに自分の会社に来いと誘った言葉。そして。


    　──もし、自分の能力に限界を感じているんだとしても。


    　──その限界を超えることだってできますものね。


    〈吸収アブソーブ〉をほのめかしたその言葉に、フランは幻惑されてしまった。


    「サカキはどうなったのかしら」


    　アリアの表情には悲しみが漂っている。


    「……あの人は、わたしを、〈吸収アブソーブ〉しようとして……」


    　フランにできるのは、正直に告げることだけだった。


    「……そう……」


    　アリアの目が悲しげに伏せられる。


    「あの子は今、あなたの中にいるのね……」


    「……はい」


    　フランは自分を〈吸収アブソーブ〉しようとしたサカキを逆に〈吸収アブソーブ〉し、吸収者となった。フランは、そこから目をそらしたいとは思わない。


    「じゃあ」


    　アリアは、目を伏せたまま言葉を続けた。


    



    「あなたごと、返してもらうことにするわ」


    



    「いっ……！」


    　置かれたままのアリアの手が、フランの肩に爪つめを立る。


    「あの子にとっては、初めての〈吸収アブソーブ〉だったのよ。もっと慎重に相手を選んであげるべきだったかしら」


    　アリアの目がフランの目をのぞき込む。


    　黒く深いその瞳ひとみは、〈穴ホール〉のように暗い。


    「サカキを吸い込んでしまったんだもの、あなたは前よりも強くなっているのよね。だったら、弱らせないといけないわね」


    〈吸収アブソーブ〉は〈魔女〉同士の力の比べあいだ。それは、〈魔女〉としての能力の強さというよりも、精神力の強さ。


    　いかに能力の高い〈魔女〉といえども、心が弱ければ、〈吸収アブソーブ〉されてしまう。


    「が……！」


    　いつの間にか、アリアの両手はフランの首をつかんでいた。


    「殺してしまっては意味がないけれど、身体からだを痛めつければ、心だって弱る」


    「うぅ……！」


    　アリアの腕がフランの首を絞める。


    「は……な……！」


    　フランの目の前に、アリアの顔がある。


    　恐ろしい、その瞳。まるで、いろんな色が混ざり合ってしまったかのような、深く黒い瞳。


    「あまり苦しませるつもりはないの。時間もないしね……」


    　この女は何人の〈魔女〉を〈吸収アブソーブ〉してきたのか。


    　たとえ、首を絞められていなくても、その瞳を見ているだけで、フランの心はくじけてしまいそうになる。


    「あ……あ……」


    　首を絞める腕に逆らう力も、あらがう気力も、何もかもがなくなってしまいそうだった。


    「いい子ね。諦あきらめてしまえば、苦しまずにすむわ……」


    　暗い目が、フランの視界いっぱいに広がって。


    　音が遠くなって。


    　触れているものがなんなのか分からなくなって。


    　フランは、自分が世界から切り離されてしまうように思えた。


    　──これが、吸い取られるってことなのか。


    「私のところに、いらっしゃい……」


    　暗い声だけが聞こえる。


    　まぶたが重くなるのを感じる。


    　このまま、意識を失ってしまってはいけないという最後の抵抗を押しのけて、楽になりたいという誘惑が身体からだの中に満ちていくような。


    　──いやだ。


    　フランの中の抵抗が弱くなっていく。


    　──せっかく、手を伸ばしてくれたのに。


    　自分を見失いそうだった日に、見えた光が。


    



    「フラン────────!!」


    



    　フランは、闇やみに閉じかけていた視界に、さあっと光が入るのを見た。


    　それは、落ちかけていた意識が、再び浮上したというだけの話なのかもしれなかった。


    　それでも、フランには確かな光として感じられたのだ。


    　その、声が。


    



    「フランを離せ！」


    



    　ぼやける視界の中で、フランの上司は手に拳けん銃じゆうを握り、荒い息をつきながら立っていた。


    　魔法を使えなくなっても、彼の拳銃の腕は確かだ。フランに当てたりはしないだろう。


    　彼が来てくれたというだけで、沈みかけた心が浮かび上がっていくようだ。


    　自分の首を絞めていた腕の力が、ゆるむ。


    　ごほ、とフランは咳せき込みながら、その場に崩れ落ちる。それでもフランは必死でアカザを見る。


    「泉いずみ野の原はらさん、どうかなさいましたか？」


    　アカザを振り返るアリアの顔には、またさわやかに見える笑みが張り付いていた。


    「何を言ってやがる」


    　がちり。アカザは拳銃の撃鉄を起こす。アカザの目の前で、アリアは確かに、フランを〈吸収アブソーブ〉しようとしていた。


    　──許せるわけがない。


    　アカザの瞳ひとみには、確かな怒りがある。


    「元・最強さんは、意外と潔癖なのね？」


    「……ああ？」


    　世間話のようなアリアの口調に、アカザの声は低くなる。


    「〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉なんて、鳥かごみたいなものなのに」


    　そんなアカザの怒りをものともせず、アリアはくすくすと笑った。


    「けむに巻く気か？　聞く気はない」


    　がん！　話合いは無駄だ。そう判断したアカザは地面に向けて、銃弾を放つ。


    「おお、怖い怖い」


    　アリアは両手を挙げて、抵抗の意志がないということを示した。


    「同じ鳥かごに入れられた鳥って、結構殺し合うものなのよ？」


    　アリアはそう言って、暗い瞳で、暗い笑顔で、笑った。


    　アカザは、ぞ、と背筋に寒気が走るのを感じる。


    　──この女は何を言っている？


    　──鳥かご。


    　──それは、確かに、そうなのかもしれないけれど。


    　──俺たちは、そこから出ることだって。
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    　アカザの頭の中に、なにか、大切なことが閃ひらめいた気がした。けれど今は目の前のアリアの脅威が迫っている。


    　立ちすくむアカザに向かって、アリアはすうっと手を伸ばした。


    　アリアの暗い瞳ひとみと、アカザの瞳が交わる。


    　吸い込まれそうなその濁った色には、そのものが魔法であるかのように、アカザの気を挫くじく力がある。


    　アリアは、一歩アカザに向かって進む。


    　後ずさりしそうな自分を、アカザは心の内で叱しつ咤たする。


    　──大切な部下の目の前で、怖おじ気けづく様など、見せるわけにはいかない。


    　──こんな女に、負けるわけにはいかない。


    　また一歩、アリアが近づく。


    「それ以上……」


    　アカザは、拳けん銃じゆうを構えて、アリアを制止しようとした。


    「あなたがいくら元・最強でも、止められない。私が何人の〈魔女〉の力を吸い取ったと思うの？　──十人を超えるのよ」


    「十……!?」


    〈吸収アブソーブ〉された〈魔女〉は跡形もなく消えるだけ。それは、殺人の告白も同然だった。アリアはアカザも、フランも返す気がないのだと分かる。


    〈衝突災禍カラミテイ〉ではない。だから、銃は通じる。それでも、魔法を使わずにこの女と戦うことができるのか。アカザは焦りを感じる。


    　──それこそ、殺す覚悟がなければ。


    　悲壮な思いをアカザが抱いたとき。そのアリアの頭上に。


    　火の粉が。


    　それは、あまりにも唐突で。


    　例え、どれほどに強力な魔法を使えても、対処はできなかっただろう。


    



    　アリアの身体からだが、炎上した。


    「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」


    　耳を塞ふさぎたくなるような絶叫が響き渡る。


    



    「な……!?」


    　燃え上がったアリアを押しつぶすように屋上に現れたのは、一際巨大な火蜥蜴サラマンダーだった。


    「おい、オーガスト！　火蜥蜴サラマンダーが……！」


    　アカザはインカムをオンにする。何が起こったのか、分からない。この火蜥蜴サラマンダーは残っていた二体のうちの一体なのだろうか。


    『あ、しゃちょ～！　通信切らないでくださいよ～！』


    　オーガストの慌てているのかのんきなのか分からない声が、アカザをほんの少し現実に引き戻す。


    「こっちの説明はあとでする！　フランのいる屋上に、火蜥蜴サラマンダーが現れた！　これって……」


    『それ、新しい個体です～！　予測外のやつっていうか、予測とずれたタイミングで出現したんです～！　まだ、こっちにも二体残ってますよぉ～』


    「……最悪だ」


    　アカザは思わず、つぶやいていた。


    　たった今、アリアを燃やした怪物は、それが大切なものでもあるかのように、アリアの身体からだを中心に身を丸めている。


    　ここにいるのは、アカザとフランだけ。応援は望めそうにない。


    　火蜥蜴サラマンダーの身体から放たれる火の粉に触れれば、ハルのように火の属性を持つ者でもない限り、〈魔女〉だろうが、人間だろうが燃えて死ぬ。


    「フラン……」


    　最悪の場合、フランだけでも助けよう。


    　悲壮な決意の元、アカザはフランに駆けより、その腕を握った。


    「あ、アカザさん……」


    　まだ首を絞められたダメージが残っているのだろう。フランはふらつきながら立ち上がった。


    「フラン、逃げろ」


    「アカザ、さん？」


    「こいつに拳銃は効かないだろうが、囮おとりぐらいにはなる。その間に、逃げろ」


    　アカザは拳銃を構える。


    「なに、言ってるんですか」


    「それぐらいしか、できないだろ。……別に、死にたいわけじゃない。フランが逃げたら、俺おれも逃げるから」


    　アカザはただ、先にフランの無事を確保したいだけだ。


    「ばかなこと、いわないでください。魔法も使えないくせに」


    「使えないんじゃない。使うと死ぬだけだ」


    「なお、悪いでしょう」


    　フランはきっとアカザを睨にらんだ。


    　初めて会ったときのような、挑むような眼まな差ざしだった。


    「アカザさん、ここは任せてくださいな」


    「はあ？　何言ってんだ」


    「わたし、強くなったんですよ。本当は、もっと訓練してから披ひ露ろうしたかったんですけど」


    　フランは、わざとらしく笑って見せる。


    　──強くなるってきっと、こういうことだ。


    　身体からだを丸めていた火蜥蜴サラマンダーは、アリアが燃え尽きたためか、尻尾しつぽを伸ばしていた。恐らく、動こうとしている。


    「見ててください、アカザさん。初公開です」


    　フランは杖つえを構えて、すう、と息を吸い、吐く。


    「──氷リヨート……刃レーズヴイエ！」


    　フランは杖を横よこ薙なぎに薙いだ。


    　そこに生じたのは氷の刃。


    　杖から生じた、鎌かまの刃にも似た氷の刃が滑るように空中を走る。


    　その刃を脅威とみたか、火蜥蜴サラマンダーは火の粉を散らす。


    　氷の刃は砕くだけ散った。


    　火の粉の代わりに、雪のような氷の粒が、キラキラと宙に舞う。


    　今のフランの行動を攻撃と見なしたのだろう。


    　火蜥蜴サラマンダーはその尾を大きく振った。


    　新たな火の粉が生まれ、フランとアカザに降り注ぐ。


    「フラン！」


    「氷リヨート！」


    　アカザがフランの肩を摑つかみかばおうとするのと、フランの魔法が火の粉の動きを止めたのは、ほぼ同時だった。


    「アカザさん！」


    　フランは責めるようにアカザの名を呼んだ。


    「無謀です！」


    「……ごめん」


    　フランの言う通り、ここで身を挺ていしてフランをかばっても、アカザが燃えて終わるだけだ。アカザは死にたいわけではない。


    　そんな二人のやりとりとは無関係に、火蜥蜴サラマンダーはまた身じろぎをする。神経質で小刻みな──苛いら立だちを感じさせる、二人が無事であることを不満と感じているような動きだった。


    「……またくるぞ」


    　力が強くなったとはいえ、動きを封じる魔法では、新たな火の粉を生み出されたときの対応が難しい。


    　ひゅ、と空を裂く音と共に、火蜥蜴サラマンダーが尾をしならせる。アカザとフランのいる場所に向かって、火の粉が散る。


    　アカザは魔法に集中しているフランを横抱きにして跳んだ。火の粉そのものは軽く、ゆっくりとしか飛来しないのが救いだ。〈魔女〉や〈魔力持ちユーザー〉の身体能力なら、視認してから、かわすこともできる。数さえ少なければの話だが。


    「どうするか……」


    　アカザの手の中にある拳けん銃じゆうは、頼りない存在だった。単なる銃弾は火蜥蜴サラマンダーになんの効果も発揮しない。こんなときに、魔法さえ使えれば、と考えてしまう癖くせはなかなか抜けなかった。


    「魔法を使おう、だなんて考えないでください」


    　アカザの腕から身を離しながら、フランはじろりとアカザを睨にらむ。


    「身を挺ていしてわたしたちを助けようなんて、悪い癖です」


    　その言葉にアカザとしては、苦笑しつつ謝るしかない。


    「さっきは、真っ正面からいき過ぎました。……今度は大丈夫です」


    　フランはアカザの前に杖つえをかざしてみせる。


    「今度こそ、練習の成果を見せます」


    「……分かった」


    　──部下を信じて任せるのも、社長の仕事。


    　どこかで聞いたような言葉だ。でもアカザは、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に来て以来、そんな言葉をその通りだと実感することも多かった。


    　こんな言葉はきっと、たくさんの人がアカザと同じことを実感して、人に伝えたから残っているのだろう。


    「うん。フラン、任せた」


    「はい」


    　答えてフランは背筋を伸ばした。


    　ぐい、とフランは額を手の甲で拭ぬぐう。彼女が、ひどく緊張していることに、アカザは気付く。


    　フランの腕はよく見れば、微かすかに震えている。


    　アカザは、彼女の肩にそっと手を載せた。


    「……アカザさん？」


    「うん。フランなら、きっと上う手まくいく」


    　その腕に、信頼の意味を込めて。


    「緊張しなくても、大丈夫」


    　アカザはにこりと、微笑ほほえんで見せた。


    「……はい」


    　微笑み返すフランは、ほんの少し、はにかんで見えた。


    　ふう──また、息を吐いてから、フランは火蜥蜴サラマンダーを見つめる。


    　火蜥蜴サラマンダーは、くあ、と火そのもののような口を開け──その身いっぱいに火の粉を纏まとった。


    「！　フラン!!」


    「大丈夫、です──刃レーズヴイエ！」


    　むしろ、フランは火蜥蜴サラマンダーが火の粉を生み出した直後こそがチャンスだと思っていた。先刻、氷の刃は、火の粉に阻はばまれた。


    　今までの何回もの戦いの中で、火蜥蜴サラマンダーが火の粉を生み出すには一定の間隔が必要だと分かっていたからだ。


    　氷の刃は火の粉の間を滑る。


    　かすかに首をかしげたようにみえた、火蜥蜴サラマンダーは。


    　次の瞬間、凍り付いていた。


    　勝負がつく瞬間は、あっけなかった。そこにいる怪物は、もう火蜥蜴サラマンダーとは呼べまい。


    　真っ白く凍り付き、動くことすらできないのだ。


    「……うまく、できました」


    　フランはそう言ってアカザに笑いかける。


    「すごいでしょ？」


    　まるで、おどけているように。


    　この部下は意地っ張りだ。努力家で、いつでも一生懸命なのに。怖くても辛つらくても、こうしてなんでもないという振りをする。
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    　アカザは堪たまらなくなった。


    　だから、思わず抱きしめていた。


    「足、震えてる」


    　フランの顔に、さ、と赤みが差した。それは、抱きしめられたからなのか、震えを指摘されたからなのか。アカザには分からない。


    「……すいません」


    「大丈夫だから。俺おれが……俺たちがついてる」


    　抱きしめている今、アカザにフランの顔は見えない。


    　ただ、顔を押しつけた肩の辺りが暖かくなるのを、アカザは感じた。


    　これが、どんな気持ちなのかはアカザ自身分からない。でも、そんなフランが大切だ、と感じている。


    「ありがとうございます……」


    「仲間だもの。当たり前だ」


    　アカザはフランの髪を、そっと撫なでる。


    「そうですね……仲間、ですものね」


    　ほんのしばらくの間、二人はそうしていた。


    「フラン、みんなが待ってる」


    「まだ、仕事の途中ですものね……」


    　ビルから望む瓦が礫れきの上で、〈魔女〉たちが火蜥蜴サラマンダーと対たい峙じしている。


    　フランが杖つえを構え直した。


    「こちらアカザ。フランが復帰する」


    「こちらフラン、復帰します。──氷リヨート！」


    　火蜥蜴サラマンダーの火の粉が動きを止める。


    『ハルです！　攻撃します！』


    　インカムから、通信が入る。


    「ハル！　無事か!?」


    『はい、サカナが治療してくれました！』


    『サカナ、治療したよ！』


    　インカムから聞こえる声は、元気のいいいつものものだ。


    『ハル、いきます！　我が青き吐息よブレス！』


    　青白い光が火蜥蜴サラマンダーに向かって飛んでいく。


    　その光は、空を飛ぶ鳥の姿に似ていた。


    　──そうか。


    　アカザは、ひとつのことを思いつく。


    　──いつまでも、鳥かごにいる必要なんてないんだ。


    　今日も〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の仕事が終わる。


    



    



    　ここに来るのはもう何度目になるだろう。ゾフィーから、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の解散を提案されてからちょうど三か月がたった。


    〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の会議室で、アカザはゾフィーの前にいる。


    「では、話を伺うかがおうか」


    　今日はアカザの方からゾフィーを尋ねてきた。


    「本日は、我が社〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の存続をご提案させていただくために、参りました」


    　アカザはきっぱりと目的を告げる。


    「ほう？」


    　ゾフィーは愉快そうに唇くちびるをゆがめた。この〈魔女〉はいつだって楽しそうだ。


    「お手元の資料をご覧ください」


    　アカザが提示した資料には、ここ四か月の〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の業績と、その伸び率についての分析が書かれている。今日のためにアカザが作ったものだ。


    「なるほどね……確かに、業績はさらに向上したようだね」


    　ゾフィーはそのことについては認める。


    「しかし、同様のことは、他ほかの部署でも可能では？」


    　存続の根拠としては薄いのでは、とゾフィーは告げている。


    　アカザはここで納得するわけにはいかない。


    「確かに、そうかもしれません。しかし、弊社がこの業務を達成できたのは、社員たちのモチベーションの高さあってこそです」


    　みんなが、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉を存続させたいと思っている。


    「このモチベーションは、現在のスタッフが揃そろったからこそなし得たことだと、私は確信しています」


    「……続けて」


    　表情を変えず、ゾフィーはアカザに促うながす。


    　アカザはぐっと眼まな差ざしに力を込めた。


    「弊社は設立して五年です。彼女たちは、五年という年月で、家族同様に信頼を育てて来ました。これは、何ものにも、変えがたいものです」


    　アカザの大切な社員たち。


    「この信頼が維持されているうちは、弊社の形を変えるべきでは──ありません。俺はそう考えています」


    　ゾフィーは目を細めた。


    「信頼、モチベーション……なるほどね」


    　納得したという風に、うなずいて見せる。


    　アカザは、続く答えを待つ。


    「それでも、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉を解散して欲しい。来月をめどに、資本を回収させてもらう」


    　ゾフィーの答えは冷徹だった。


    　アカザは、動揺はしない。


    　ゾフィーの言葉は予測していた。


    「なぜ、ですか？」


    　アカザは尋ねる。


    「そのことによって得られる利益が、存続した場合を超えるからさ」


    　ゾフィーの笑みは傲ごう慢まんだ。


    「それは、貴女がそう推測しているに過ぎないことでしょう？」


    「それでも、だよ。大きかろうが小さかろうが、会社の社長の一番の仕事は決断だ。私はこの決断を覆くつがえす気がないんだ」


    　ゾフィーの目は笑っていない。


    「そうですか……。ならば」


    　だから、用意していた言葉を告げた。


    



    



    　ゾフィーを尋ねる前日。アカザは部下たちにこう宣言していた。


    「〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉を離れて、新しく会社を作ろう」


    　以前、マキシに相談したときには、あり得ないことだと、選択肢からは外していた。


    　アリアの言った通り、自分たちはずっとかごの鳥だったのだろうと、アカザは思う。でも、そのかごから出る自由と力を持っている。


    　それが、アカザの出した結論だった。


    　部下たちの表情に、不安が揺れる。彼女たちはずっと、〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の庇ひ護ご下かで生きてきたのだ。


    　それでも彼女たちはアカザの言葉を黙って聞いてくれていた。


    「銀行からの融資のめどがついた。新しい資本の下、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉を作り直そう」


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉は、〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉からの出資でできている企業だ。その代わりとなる金額は、借りるしかない。


    　借りる先は銀行になる。世間の企業ならば、どこでもやっている当たり前のこと。それでも、アカザには大冒険だ。


    　緊張して訪れた銀行の相談口は親切だった。誰でも、初めてはありますから。窓口の担当者は、アカザにそういってくれた。


    　ただ、融資を受けることそのものは、そう簡単にはいかなかった。〈衝突災禍カラミテイ〉対策は〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉が最大手で、その傘さん下かでない企業が採算をとっていくのは難しいと見なされていることもあるし、アカザの若さが銀行側を不安にさせたということもある。


    　いくつかの銀行や信用金庫を巡ることになったし、交渉材料として、詳細な事業計画を作ったりもした。最初は「大丈夫、これならご融資できますよ」と言ったくせに、調査のあげくに手のひらを返した銀行もあった。そのときには、悪態をつきたくなった。


    　それでも、アカザが社長に就任してからの業績の伸び率と、アカザが自宅という不動産を所持していることが、うまく働いて、最後には融資の約束を取り付けることができた。


    　大量の手続きが必要で、それにはまた右往左往したけれど。


    　アカザは新しく会社を作ると決めた。


    　それが、結論であり、決断だった。


    「新しい会社を作るとどうなるの？」


    　サカナがぽつりと疑問を口にした。


    「〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉からの援助がなくなる。大変だろうけれど、そうする自由が俺おれたちにはある」


    「じゆう」


    　フランがその言葉を繰り返した。


    「うん自由だ」


    　美しく素晴らしく、恐ろしい言葉だ。


    　そこには、自分自身のことをすべて自分で決めなければいけない、自分で背負わなくてはいけないという、責任が伴っている。


    　でも、いつまでも鳥かごの中にいても仕方ない。


    　アカザは共食いなんて、したくない。


    　そして、アカザはこう告げる。


    「だから……俺おれについてきてくれるかどうかも、みんなの自由だ」


    「……出ていっても、いいんですか？」


    　フランは固い声でアカザに尋ねた。


    「それを止める権利は俺にはないよ。ただ」


    　静かな笑顔で、アカザは言う。


    「俺は、みんなについてきて欲しいと思ってる」


    　自分の思いを告げる。


    「最初は、給料とか下がっちゃうけど……」


    「下がるんですかぁ～」


    　お金の話題に食いつきがいいのはオーガストだ。


    「でも、すぐに、あげていけると思うし」


    　アカザはくすりと笑う。


    「答えは今じゃなくてもいいけれど」


    　アカザは自分の〈魔女〉たちの顔を見つめる。いつでも、そうやって、自分の気持ちを伝えることしか、アカザにはできない。


    「どうか、俺おれと新しい〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉に付き合ってください」


    　この言葉が真実なのだと、眼まな差ざしに力を込める。


    「よろしく、お願いします」


    　そして、大切な部下たちに頭を下げた。


    



    



    「弊社は子会社としてではなく、単独の企業として存続していきます」


    　アカザはゾフィーに向かって、告げた。


    「……それは、決定かい？」


    　ゾフィーは口元から笑みを消して、尋ねた。


    　アカザがそこまで行動力を示すとは思っていなかったのだろうか。見くびられたものだ、と思う。


    「はい」


    「もちろん、それは君の自由だがね……」


    「そこでお願いなのですが」


    　アカザはゾフィーの言葉をさえぎる。


    「この独立、邪魔しないでいただけますか」


    「邪魔？」


    「いくらでもできるでしょう。貴女あなたなら」


    　アカザは新会社の立地を慎重に決めていた。近隣に同業者がおらず、〈衝突災禍カラミテイ〉は起こる場所であり、人口も多い場所。最低限、その条件が揃そろわなければ、弱小企業が生き残れるはずがない。でも、そんな条件は、ゾフィーの指先ひとつで吹き飛ぶのだ。


    　例えば近隣に〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の看板を背負った同業者ができれば、知名度や宣伝力で勝てるはずがない。あるいはその地区の自治体が、アカザの会社へ仕事を回さなければ、利益を得るのは難しくなるだろう。どちらも、ゾフィーがその気になれば、簡単にできることだろう。


    　以前、アカザは失敗したときに、「たった一度、失敗しただけだ」そう考えたけれど、弱小企業は、その一度の失敗さえ許されない。


    「そうだねえ。邪魔しない理由がないね。邪魔して、君が会社を潰して、私に泣きつくように仕向ければ、いいものね」


    　ゾフィーは赤い唇くちびるをゆがめる。


    　メリットのあることをする。それが企業の鉄則だ。しかし、メリットは金銭とは限らない。


    　ゾフィーがアカザの会社を潰すことによって得られるメリットがあるならば。


    　そのことによって起こるデメリットを提示するか。


    　それを超えるメリットを差し出さなければ。


    　ゾフィーの行動を阻はばむことなどできはしない。


    「あなたは、〈魔力持ちユーザー〉である俺おれを望んでいる」


    「確かに、二度、君に要求しているね。君の〈魔力持ちユーザー〉への復帰を」


    　ゾフィーは口元の笑みをかすかに深め、アカザの言葉の続きを促うながす。


    「〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の〈魔女〉たちと一緒にいれば、いつかそれはかなうでしょう」


    「──いつか？」


    「ええ。おそらくは、一年以内に」


    　アカザはゾフィーに注ぐ眼まな差ざしに、ぐっと力をこめる。


    「それが君の取引材料？」


    「あなたには必要なんでしょう。自らの意志で、〈魔力持ちユーザー〉へ戻った俺が」


    　この推測は、間違っていないはずだ。ゾフィーは執しつ拗ようなまでに、アカザに対してそれを要求してきた。不安がないわけではなかった。それでも、アカザは賭かけるしかなかった。


    　ゾフィーはさも愉快だというように、赤い口元を大きくゆがめた。


    「怪物を屠ほふる以外に能の無かった若造が、駆け引きをしてくるとはね！　まったく、環境こそ、必要こそ、人を成長させるものだ」


    



    「俺の会社は〈衝突災禍カラミテイ〉対策を主業務とする営利企業だ。〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉から、俺の会社に所属する〈魔力持ちユーザー〉に依頼があるならば、断ったりしない。むしろ、大歓迎だ」


    



    　独立した一人の〈魔力持ちユーザー〉として、ゾフィーの依頼を受ける。アカザはそう宣言した。


    「俺と貴女あなたの関係は対等になるだけだ。それになにか文句があるのか。会社と雇用者だって、対等な関係であるはずだろう」


    　労働とそれに見合う対価で繫つながれた、ギブ・アンド・テークの関係なのだ。


    「理想的、だね」


    「これから自分で起業しようって人間が、理想を追って何が悪い」


    「いいや！　まったくもって正しいよ、泉いずみ野の原はらアカザ」


    　ゾフィーが笑う。


    「いいだろう、泉いずみ野の原はらアカザ。少なくとも、これから一年間は君の邪魔はしない。口約束だが、かまわないかな？」


    「言げん質ちを取れればいいと思ってましたから。断言していただけるのなら上首尾です」


    　どっと、背中に汗をかくのを感じる。


    「ただ、まあ。君自身や、君の部下のミスで崩れるところまでは関知しないがね。私としては、君が自滅してくれることを祈ろうか」


    　くすくすと、ゾフィーは笑う。この女にとっては、アカザの行動など、単なる娯楽に過ぎないのかもしれない。


    「どうせ、君たちは〈魔女〉として生きるしかないわけだし」


    　確かに、それ以外に生きる道など、アカザたちは知らないけれど。


    「……お約束がいただけたなら、俺おれの用件は終わりです」


    　アカザはソファから立ち上がる。


    「では、せいぜい、君たちの新しい門出を祝わせて貰もらうよ」


    　ゾフィーは鷹おう揚ようにうなずく。


    「……ありがとうございます」


    　その言葉には、礼を返すしかない。アカザは深く頭を下げ、会議室を辞した。


    　不安が残らないわけではないけれど、これからの新しい日々のために、アカザにはやらなくてはならないことが、いくらでもある。


    　不安がっている暇ひまなど、ない。


    



    



    　アカザの去った会議室で、いつもと同じように、ゾフィーはくすくすと笑う。


    「さて、泉野原アカザ。信頼など、心寄せ合う時間などほんのひととき。君がさっき言ったように、人というのは、人の心というものはたやすく移ろう。だからこそ、心ここ地ちよいのだけれどもね」


    　ゾフィーは独りごちる。


    「だからこそ、求めずにはいられないのだと、まあ、知ってはいるのだけれどもね。所しよ詮せん刹せつ那なのことと思えば、心の痛みさえも甘美に思えるものさ」


    　ゾフィーは眼まな差ざしを遠くさまよわせた。


    「楽しみたまえ、泉野原アカザ。愛いとしい者から受ける、甘い甘い痛みをね」


    　ゾフィーはデミダスカップに口を付けた。すっかり冷めたエスプレッソの苦みを感じる。ほんのりと残る香りだけが甘かった。


    「どうせ君は、私たちの手の中に戻ってくるしかないんだ」


    　ゾフィーの口元に浮かぶ笑みを見る者は、いない。

  


  [image: ]


  
    エピローグ　喪失とは甘美な痛み


    



    　アカザがゾフィーに対して独立を宣言した日。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉のオフィスに帰ってきたアカザは、彼の部下たちに、尋ねていたことの答えを聞いた。


    　アカザの作る会社に、ついてきてくれるのかどうかを。


    「わたしがいないと、無理ですよね？」


    　最初に答えてくれたのは、コルコだった。


    「そうですね。三日で潰つぶれちゃうかもしれません」


    　ようやく一年、社長をやっただけの人間が経理なんてできるはずもない。コルコに代わる経理を見つけられる自信もなかった。


    「ですよね」


    　コルコの笑顔は、いつだって頼もしい。


    　次に答えてくれたのは、サカナだった。


    「サカナも、いくもん！　他ほかの会社なんていきたくない！」


    　ぴょんと、サカナはアカザの腕にすがりつく。


    　カボチャ提灯ジヤツク・オ・ランタンが腕にあたって痛い。


    「サカナは、学校にもいこうか」


    「え!?」


    　サカナが、ついてきてくれるなら、そうしようとアカザは決めていた。幼い頃ころにこの世界に来てしまったせいで、子供時代を奪われた少女に、子供時代を返してあげたかった。


    「学校……？」


    「うん。来年は中学校だよ、サカナ。一緒に勉強しよう」


    〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉によってごまかされていた経歴を、普通のものに戻してあげるのだ。


    「わたしもいきますよ～。頑張ってお給料あげて見せますから～」


    　三番目に答えたのはオーガストだ。いつも通り、力みもしない言葉だ。


    「みんな、しゃちょーのこと好きすぎるでしょ～？　わたしがいないと、バランスとれませんよ」


    　にやにやと笑うオーガストの笑みは、ほんの少し意地悪い。


    　それでも、彼女に少しは信じられていると思えた。


    　そして、アカザはじっと、フランを見つめる。


    　フランは少しだけ痛みをこらえるような顔をした。


    　でも。


    「わたしからお願いします。アカザさんの新会社にわたしを入れてください」


    　そう言って頭を下げた。


    〈魔女〉たちもお互いに顔を見合わせてにっこりと笑いあう。


    　不安よりも新しい環境に対する期待が彼女たちの顔を輝かせている。


    　ただ、その輪にハルが加わっていない。


    　アカザはハルの顔を見た。


    　自分を見つけてくれた、明るい少女の顔。


    　彼女は笑っていた。


    　でも、そのほほ笑みはいつもとは違って見えた。


    　なぜだろう。


    　アカザはハルを遠く、感じた。


    



    「わたし、いけません」


    



    　ハルは笑顔のままだった。


    「ごめんなさい、アカザさん。わたし、アカザさんの新しい会社には入れません」


    　驚いた他ほかの社員たちが、ハルの顔を見る。


    　ハルの赤い瞳ひとみがほんの少し悲しげに陰ったけれど、それは本当に短い間のことで。


    「──ごめんなさい」


    　そう言って、ハルは深々と頭を下げる。

  


  [image: ]


  
    　アカザには、その声が遠く聞こえた。


    



    



    　それは、アカザが最初にゾフィーから〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の解散を告げられた、あの春の日。


    　ハルもまた、ゾフィーに呼び出されて、〈世界対策株式会社コーポレーシヨン〉の会議室を、訪れていたのだった。


    　ゾフィーは現れたハルに向かってこう言った。


    「君に、本社に来て欲しいんだ」


    　その申し出に対してハルは。


    「はい。そのお話、お受けします」


    　ハルは、ゾフィーに向かってそう約束した。


    「どんな形であるにせよ、〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉は変わるだろう。そのときになったら、ね」


    　ゾフィーは、ハルにそう告げた。


    　その日が、やってきたのだ。


    　だから、ハルは、アカザの会社に行くことができない。


    



    



    　夏が終わる。風は涼しさを増し、木々は色づく。


    　世界はどんどん変わっていく。それは当たり前のことだけれど。


    　アカザの胸は痛む。


    　自分を引っ張り上げてくれた少女がいない。


    　新しい会社を作るため、アカザの毎日は忙しかった。


    　会社を引っ越し、会社のあったビルに住んでいた〈魔女〉たちの引っ越しを手伝い。


    　今の会社を解散するためと、新しい会社を作るための、山のような手続きを済ませなければいけなかった。


    　でも、ずっとアカザの胸は痛むまま、


    　胸が痛い。痛いけれど。


    　新しく季節がくる。


    　かつて、アカザのすぐ側そばにあった、ハルの気持ち。


    　彼女のために、すべてをなくしてしまってもいいとさえ思えた、なんら垣根のなかったはずの気持ち。


    　その気持ちが、今はない。


    　アカザには、ハルが何を考えているのか、分からない。


    　分かると思っていたはずなのに。


    　それは、アカザが経験する初めての痛み。


    　あのとき、自分のすぐ側そばにあった気持ちを推測すらできないことが、アカザには何よりもつらかった。


    



    
      （終）

    

  


  
    あとがき


    



    　こんにちは！　池いけ田だ朝あさ佳かです。『セブンスホールの魔女２』を手にとっていただき、ありがとうございます。お会いできてとっても嬉しいです。楽しんでいただけるともっと嬉しいのですが。楽しめますように！　と、お祈りしております。


    



    　お酒が好きです。特に気の合う人と呑のむお酒が大好きです。おつまみが美お味いしいと最高です。


    　相手もお酒を呑んでくれるといいんですが、みんながみんなお酒好きとも限りません。それでも、一緒にいてくれる時間が楽しかったりするわけです。


    　今回は、そんなことを考えながら書きました。


    　書いている最中、呑みたくて仕方なくなるのが欠点です。


    



    　ちなみに、こんなことを書いている私が、お酒に強いかといえば、そんなことはなく。


    　お酒の席が楽しければ楽しいほど、ひどく酔っ払って、回りに迷惑をかけてしまいます。


    　みなさん、お酒は、回りに迷惑をかけない範囲で楽しみましょう。


    　あと、未成年の方は、成人するまで我慢しましょう。


    



    　さて。


    　担当のＳさん。いつもありがとうございます。今回も大変ご迷惑をおかけしました。Ｓさんのがんばりと忍耐のおかげでこの本を出すことができます。


    　イラストレーターのふゆの春はる秋あきさん。今回も素敵なイラスト、ありがとうございます。今度、お酒を奢おごらせてください。


    　そして、私の所属しております、冒険企画局の仲間たちに感謝します。みんなと呑む美味しいお酒に支えられて生きています。


    　深夜のミーティングルームで呑むお酒は格別ですね。


    



    　最後に、この本を読んでくれたあなたに、もう一度、ありがとうございます。


    〈空飛ぶ魔女フライング・ウイツチ〉の面々を気に入っていただければよいのですが。


    　もし、気に入っていただけましたらば、また、彼らと冒険できますよう、応援していただければ幸いです。


    　もう一度、あなたとお会いしたいです。


    
      二○一四年三月　大泉学園にてお花見を心待ちにしつつ

    

  


  
    池田朝佳


    Asaka Ikeda


    



    冒険企画局所属。ゲームをしたり文章を書いたりして暮らしています。お酒が好きですが、テーブルトークＲＰＧはもっと好き。最近、文章を書く息抜きに、文章を読むくらい、文章が好きであることに気付きました（いまさら）。
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